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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたつては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、三陸縦貫自動車道路宮古道路建設事業に関連して平成19年度に発掘調査された賽の神

Ⅲ遺跡の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代や古代の竪穴住居が見つかつたこ

とから、当時の集落の一部であったことが明らかになりました。また、古代の製鉄関連遺構や製炭遺

構も見つかり、鉄生産がおこなわれていたことが明らかになりました。今後、この地域における古代

の鉄製産に関する基礎資料となるものと考えられます。本書が広く活用され、埋蔵文化財についての

関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局三陸国道事務所、宮古市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く感謝

の意を表します。

平成21年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業国
理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本書は、平成19年度に行われた三陸縦貫道路宮古道路建設事業に伴う賽の神Ⅲ遺跡の緊急発掘
調査成果を収録したものである。

2 賽の袖Ⅲ遺跡は岩手県宮古市大字金浜第 3地割字妻ノ上地内に所在し、岩手県遺跡登録台帳によ

る遺跡番号はL G 43-2353、 遺跡略号は SK Ш-07である。

3 発掘調査および整理作業は岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、国土交通省東
北地方整備局三陸国道事務所の委託を受けた財回法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが

実施した。

4 発掘調査は福島正和、近藤匡樹、横井猛志が担当し、整理作業は福島・横井が担当した。
5 発掘調査を行った面積は 8,388∬ である。発掘調査は平成 19年 4月 12日 ～ 9月 7日 、整理作業
は平成 19年 11月 1日 ～ 3月 31日 の期間実施した。

6 本書の執筆は福島と横井が分担して行い、編集作業は福島が行った。なお、章・節・項の末尾に

執筆者名を記し、文責を明確にした。また、記載方法および凡例については本文Ⅲ章に記載した。

7 発掘調査に際する鉄道横断の工事管理者は(株 )ユニオン建設に、基準点測量は釜石測量設計株
式会社に、航空写真撮影は東邦航空株式会社にそれぞれ業務委託した。

8 整理作業に際する出土鉄淳等の成分分析は」FEテ クノリサーチ株式会社に、出土炭化材の AMS

年代測定は株式会社加速器分析研究所にそれぞれ業務委託した。

9 発掘調査においては、国土交通省東北地方整備局、宮古市教育委員会、東日本旅客鉄道株式会社
盛岡保線技術センター、 (株)高弥建設、(株 )刈屋建設、近隣住民の方々のご理解とご協力をいた

だいた。

10 発掘調査および整理作業にあたり以下の方々のご教示をいただいた (敬称略・順不同)。

竹下将男・鎌田祐二・安原誠・長谷川真 (宮古市教育委員会)、 川向聖子 (山田町教育委員会 )

木村淳― 。設楽政健 (青森市教育委員会)菅原祥夫 (財団法人福島県文化振興事業団遺跡調査部)。

11 本書では、国土地理院発行「宮古 1:50,000」 地図を使用した。また、遺構の上層注記における

土色および土器の色調は農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩研究所 色票監修
『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠 した。
12 発掘調査で作成した各種記録、出土した遺物および実測図、写真等の一切は岩手県立坦蔵文化財

センターにおいて保管している。広く活用されることを希望する。

13 本書発干J以前に当センターのホームページ上 (URL httpノ /www.echnanejp/～ imaibun/)で 調

査経過の一部を公表したが、公表内容と本書記載事実との不一致、相違に関しては整理作業を経て

いる本書をもって正とする。
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調査に至る経過

1調 査 経 緯

賽の神Ⅲ遺跡は、一般国道45号宮古道路事業の事業区域内に位置しているため、当該事業の施行

に伴い、発掘調査を実施することとなったものである。

宮古道路事業は、宮古市内の国道45号の線形不良及び除路箇所を解消し、増大する交通需要に対

応するとともに、三陸沿岸地域への高速交通サービスの充実を図り、地域経済の発展、連携・交流

の促進のために、平成15年度から事業化している。

これに係わる埋蔵文化財包蔵地の取り扱いについては、平成16年 1月 26日 付け国東整陸調第78号に

より、国土交通省三陸国道事務所長から、岩手県教育委員会生涯学習文化課長に、埋蔵文化財包蔵

地の確認依頼を行い、平成16年 1月 26日 ～ 1月 28日 、2月 24日 ～ 2月 25日 にわたり分布調査を実施した。

その結果、平成16年 3月 4日付け「教生第1879号」により、宮古道路建設事業に関連する包蔵地と

して回答がなされた。

賽の神Ⅲ遺跡 (旧名 :可能性あり①、可能性あり②)については、平成17年度に確認調査を順次進め、

平成17年 12月 12日付け「教生第1338号」により、本発掘調査範囲について回答がなされた。

その後、岩手県教育委員会生涯学習文化課と三陸国道事務所が協議を行い、岩手県教育委員会生涯

学習文化課の調整を経て、賽の神Ⅲ遺跡の発掘調査を財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セ

ンターに委託することとなったものである。

(国土交通省東北地方整備局三陸国道事務所)

2調 査 経 過

賽の神Ⅲ遺跡は前節にある通り、平成17年度の試掘調査の段階では旧名が可能性あり①・可能性

あり②であった。今回、賽の神Ⅲ遺跡の発掘調査は、三陸国道事務所と締結された委託契約に基づき、

平成19年 4月 12日 午後から開始した。同日、資材の搬入等を終え、翌日から本格的な作業を行った。

調査中全期間を通じて、」R山田線108k000m地点の軌道敷を横断し調査区へ進入する必要があるた

め、」R東日本・盛岡保線技術センターと覚書 (盛保技セ19第 1号)を交わし、安全に軌道敷を横断

するための措置を講じた。これに伴い、外部委託により有資格の工事管理者を設置した。調査現場

の公開は原則としておこなうべきであったが、鉄道横断を伴う発掘調査であったため安全管理上困

難であると判断し、やむを得ず調査現場の一般への公開は行わなかった。5月 には、外部委託した

基準点測量を実施し、基準点の設置を行った。発掘調査は当初の予想以上に遺構が密集して検出され、

当初の終了予定であった平成19年 8月 10日 の終了が困難であったため平成19年 8月 24日 に終了確認

を行い、平成19年 9月 7日 にすべての作業を終え救収した。調査面積は当初計画では8,900∬であっ

たが、最終的に用地の未取得地点を除外した8,333どの調査を完了した。整理作業は平成19年 11月 1

日から埋蔵文化財センター室内で開始し、平成19年度末である平成20年 3月 31日 にすべての作業を

終了した。

(福島)
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Ⅱ 立 地 と 環 境

1遺 跡 の 位 置

賽の神Ⅲ遺跡は岩手県宮古市大字金浜に所在する。宮古市は岩手県の最東端に位置し、東側には

三陸海岸を擁し外洋である太平洋が広がる。平成18年 8月 現在、市域面積696.82k∬、人口60,322人で

ある。これは平成17年 6月 6日 に行われた新設合併により、北側に隣接していた田老町、西側に隣

接していた新里村が、それぞれ宮古市と合併した結果によるものである。この合併により誕生した

新しい宮古市は北西の下閉伊郡岩泉町、南西の下閉伊郡川井村、南の下閉伊郡山田町と境界を接す

ることとなった。宮古市は古くから太平洋上の海上交通や漁業における寄港地として栄え、現在も

幾多の港が存在しており、各種船舶が出入りしている。これはリアス式海岸で有名な三陸海岸でも

随―の大きく入り込んだ宮古湾に面するためである。しかし、このように三陸海岸に面するため津

波の被害にも悩まされてきた過去があり、現在も防波堤の整備等様々な津波対策がなされている。

宮古市の産業としては、太平洋の豊富な海産物資源に恵まれ岩手県における水産加工の拠点として

も重要な位置を占めている。さらに、観光資源も豊富で、海岸沿いには陸中海岸国立公園をはじめ

として、多くの景勝地が存在し、県内外から多くの観光客が訪れている。また、海岸から離れると

山地が連なり、そこから伐り出された木材資源を利用するため林業や木材加工業も盛んである。

本書で報告する賽の神Ⅲ遺跡は、現在宮古市役所が所在する宮古市街地より約 6km南西、」R山田線

津軽石駅より約 2km北に位置し、調査区西側においてJR山田線の軌道敷に隣接している。他遺跡と

の位置関係は、北に賽の神Ⅱ遺跡、南東に金浜 I遺跡が所在し、今回の調査地の調査前は山林であっ

た。眺望環境として、遺跡の高い地点からは東方に重茂(お もえ)半島と宮古湾最奥部をそれぞれ良

好に臨むことができる。また、岩手県沿岸地方北部特有の気象である「ヤマセ」による冷涼な霧は、

この眺望環境の変化により可視的に感じることができる。

(福島)

2地 理 的 環 境

賽の神Ⅲ遺跡周辺は小起伏山地が連なる地形であり、中生代白亜紀に形成されたと考えられる角

閃石黒雲母花南閃緑岩～トーナル岩で占められる地質によって構成されている。この角閃石黒雲母

花筒閃緑岩による岩帯は宮古花筒岩帯と呼ばれており、現在遺跡周辺においても鉄道・道路・宅地

などで造成された切り通しでしばしば目にすることができる。本書で報告する賽の神Ш遺跡も例に

漏れず、この岩帯で構成された小起伏山地と山地から流れる小渓流によって形成された小支谷に立

地する。なお、この地形区分を、本書中においては小起伏山地を「尾根部」・「斜面部」、小支谷を「谷

部」と表現している。遺跡の基盤堆積層は上述の宮吉花南岩帯、その風化層である。この花聞岩帯

を起源とする風化層はいわゆるマサ (真砂)上で、調査区内ではおもに尾根部でみられる。花商岩

帯および風化層の色調は黄褐色を基調とするが、尾根部では風雨による白色イとが進行している。特に、

宮古湾に面する東側斜面部で顕著である。これは北側斜面地に比べて風雨の影響が強く、よリー層

風化が進んだ結果であると考えられる。

-2-
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Ⅱ 立地と環境

3歴 史 的 環 境

賽の神Ⅲ遺跡の所在する宮古市には多くの遺跡が確認されている。本節では、旧宮古市域を中心に

確認されている遺跡の分布状況を示し、考古学的観点により4遺跡周辺における歴史的環境について

時代順に述べることとする。

縄文・弥生時代             ´

旧宮古市域では、縄文時代早期の遺跡および散布地がいくつか確認されている。現段階では、この

縄文時代早期が、当地域における人々の活動を考古学的に確認できる最古の例である。菅ノ沢遺跡、

小沢貝塚などの遺跡が挙げられる。その他にも縄文時代早期の土器が確認されている遺跡や散布地は

存在するが、総じて詳細な様相が把握できる状況ではない。しかし、縄文時代前期に入ると、確認さ

れている遺跡および遺構 。遺物の数は増加し、中期にはさらに増加する。縄文時代中期には、宮古市

指定史跡磯鶏蝦夷森貝塚や上村貝塚が知られている。両遺跡とも遺存状態良好な貝塚であり、特に人

骨を始めとする有機質遺物に恵まれている。また、国指定史跡崎山貝塚は、縄文時代中期の集落や前

期～中期の貝塚、遺物包含層などが確認されている。弥生時代では、上村貝塚において前期の集落が

確認されており、木戸井内Ⅲ遺跡では後期の土器が出土している。

奈良 。平安時代

奈良時代の遺跡では、長根 I遺跡の群集墳が調査されている。この遺跡では、蕨手刀や直刀など鉄

製武器類や和同開珠が出土している。県内における和同開弥の出土例は少なく、律令制下で下閉伊地

域を治める有力者の墓域であると考えられる。平安時代の遺跡は前代に比べると増加する傾向である。

特に、集落跡において鉄生産に関連する遺構や遺物が認められる例が多く、 9世紀以降に当地域で鉄

生産が本格的に始まったと考えられる。特に、地質上花商岩地帯に分類される地域においては製鉄関

連の遺跡が顕著である。人木沢野来遺跡の北東 2kmに位置する島田正遺跡は、岩手県内屈指の平安

時代鉄生産関連遺跡であることが発掘調査により明らかになっている。特に製鉄、鍛錬の各工程を読

み取ることができる遺構と工房跡など内容が充実している。このことは、当地域において鉄生産から

鉄製品の加工までの一連の生産が、盛んに行われていたことを物語る例として重要である。

中世・近世

中世では、城館跡が多く確認・調査されている。これら中世の城館跡は、旧宮古市域において広範

囲に点在し、それぞれ防御的施設を有し、おもに閉伊氏・千徳氏などの氏族が関係しているとされて

いる。 4遺跡の周辺域では、人木沢古館・八木沢新館が確認されており、これらはいずれも八木沢氏

に関わるものと考えられている。また、前代から引き続き、鉄生産に関連する遺構・遺物が認められ

る遺跡も多くあり、城館跡とセットで確認される例もある。近年、調査された山口館跡は、城館跡で

あるとともに鍛冶工房や製鉄関連遺構が検出されている。黒森町遺跡では、鉄鋳物師関連の遺構も確

認されている。

地域的・歴史的特性

以上のように遺跡周辺には、縄文時代～中近世に至るまでの遺跡が数多く確認、調査されている。

縄文時代においては、前期～後期の集落が多く、また沿岸地域という立地的特性から貝塚が多く確認

されている。古代以降は鉄生産に関連する遺跡が多く確認されていることが特筆すべき事項である。

これは花商岩地帯に起因して、原料である砂鉄を多く産出する地域であるためであると考えられる。

(福島)
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Ⅱ 立地 と環境

第 1表 周辺の遺跡一覧

hlo 遺跡名 時代 種別 hlo 遺跡名 時代 種別

1 島田I 縄文・古代 集落跡・生産遺跡 松山館 古代 '中世 城館跡

2 島田 平安 集落跡 大地 田沢 古代集落跡

3 磯鶏中谷地 縄文 古代 集落跡 隠里 I 縄文 古代 集落跡

4 人木沢古館 中世 城館跡 坐 隠里Ⅱ 縄文 す古代 集落跡

5 磯鶏館山 縄文～近世 集落跡 城館跡 生産遺跡 隠里 Ⅲ 縄文・古代 集落跡

6 高根 縄文 土塘墓群 隠里Ⅷ 縄文 弥生・古代 集落跡
7 寒風 縄文 集落跡 磯鶏竹洞 I 平安集落跡

8 菅ノ沢 縄文 古代 集落跡 48 藤原上町I 奈良集落跡

9 近内中村 縄文 弥生・古代 集落跡 光岸地 縄文集落跡 貝塚
10 蜂 ヶ沢 I 縄文 ,古代 集落跡 聞 小沢田貝塚 縄文・古代 貝塚

近内白石 I 古代以降 製鉄遺跡 51 早坂 縄文 弥生 古代 貝塚
近内大館 中世 城館跡 上村貝塚 縄文～平安 集落跡 貝塚
赤畑 縄文 近世 集落跡 磯鶏蝦夷森貝塚 縄文 古代 貝塚

山口駒込 I 縄文 奈良 集落跡 仏沢 I 縄文 。平安 集落跡

山口駒込■ 古代以降 集落跡 花輪館 中世城館跡

狐崎 縄文 奈良 平安 集落跡 下折壁 I 中世城館跡

17 山口館 縄文 古代 中世 城館跡 集落跡 人木沢I 縄文・古代 近世 集落跡
拝殿峠 率電文 集落跡 人本沢Ⅲ 古代以降 生産遺跡

黒森町 近世 屋敷跡・鉄鋳物製作跡 人木沢新館 中世・近世 城館跡

小沢貝塚 縄文 貝塚 鱒沢館 中世城館跡

佐原 縄文 集落 61 人木沢駒込 I 縄文 古代 集落跡 生産遺跡
筋 平松 I 縄文 集落 金浜館 中世城館跡

熊野町 中世 番屋跡 金浜 I 縄文散布地

24 鍬ヶ崎館山貝塚 縄文～中世 貝塚 集落跡・城館跡 金浜エ 古代集落跡

井戸ケ洞 4亀文 集落跡 金浜Ⅲ 縄文 古代 散布地

田鎖館 中世 城館跡 金浜IV 縄文散布地

黒田館 中世 城館跡 金浜V 縄文散布地

堀合館 中世 城館跡 金浜堤ケ沢 古代以降 製鉄跡

千徳城 奈良・平安 中世 城館跡・製鉄跡 馬越Ⅱ 古代集落跡

青猿 I 縄文 平安 集落跡 製鉄跡 山崎館 中世城館跡

青猿Ⅱ 弥生 平安 集落跡 沼里 縄文 奈良 集落跡

認 長根 ] 弥生～中世 群集墳 沼里館 中世城館跡

泉町brk崎Ⅱ 縄文・奈良 平安 集落跡 路 小堀内 I 縄文・弥生 奈良 集落跡
¶g山轟I 古代 集落跡 赤前Ⅲ 縄文 平安 集落跡

笠間館 中世 城館跡 Ъ 赤前Ⅳ入枚田 縄文 平安 集落跡

横 山 古代 集落跡 貝塚 赤前館 中世城館跡

木戸井内Ⅱ 古代以降 生産遺跡 77 崎山貝塚 縄文集落跡 貝物
木戸井内Ⅲ 弥生 古代以降 生産遺跡

木戸井内Ⅳ 縄文 古代 近世 集落跡 生産遺跡
小山田館 中世 城館跡 製鉄関連遺跡

4基 本 層 序

賽の神Ⅲ遺跡の基本的な層序について概説する。

I層 (表土)          層厚 5～ 150cm

正層 (褐色～黒褐色シルト層)  層厚 0～ 60cm *縄文時代～古代の遺物を含む

Ⅲ層 (黒色シルト層)      層厚 0～ 60cm *縄文時代の遺物を含む

Ⅳ層 (暗褐色シルト層)     層厚不明
V層 (黄色～灰黄色シルト層)  層厚 0～ 40cm
Ⅵ層 (灰白色花商岩風化層)   層厚不明

引用・参考文献

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター 2008 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第511集 『賽の神Ⅱ遺跡・

賽の神遺跡・下大谷地I遺跡・八木沢野来第1次発掘調査報告書』
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Ⅲ 調 査 方 法

1 発掘調査 の方法

賽の神Ⅲ遺跡の調査前現況は山林であった。そのため調査開始時には、伐採によって生じた雑物 (伐

採木の幹および枝葉)の救去作業から行った。また、調査区内の斜度によっては転落防止措置を図り、

残土の流出が懸念される箇所については防護壁、土嚢列を設置するなどして対内部へも対外部へ も

随時安全を確保するよう努めた。

雑物救去が終わった部分から順次、表土除去作業を重機によって行い、必要に応 じて抜根および

根回りの表土除去を人力作業で補った。表土除去は尾根上から斜面に向け行い、重機によって進入

不可能な急斜面などは適宜人力によるトレンチ調査を行った。

表土除去の後、尾根上から順次入力による遺構検出作業を行った。遺構検出作業で平面的な検出

が困難な地点および遺構については、適宜 トレンチを掘削し、断面による土層の把握を行いながら

進めた。また、平面的に検出した風倒木によるものと思われる痕跡についてもトレンチを掘削 し、

トレンチ断面により遺構でないことを確認した。

検出した遺構の掘削は、竪穴住居については 4分法、その他の遺構については規模・形状に則 し

て 4分法、 2分法など適宜選択 して行った。また、遺構埋上の掘削に際しては層位毎に遺物を取 り

上げるよう努めた。さらに、微細遺物の検出が必要であると考えられる埋土については、土壌を持

ち帰り洗浄 。選別・抽出作業も行った。また、調査中は遺構名を略号 (SKⅢ -07)に よって記録した。

遺構平面図および断面図は、おもに電子平板を用いて実測および作図を行ったが、微細図など電子

平板に不向きな実測は従来の方法により行った。さらに、各調査区全体における微地形の把握のため、

05～ lmの単位を基本とする等高線を入れた地形測量も合わせて行った。

遺構の写真撮影は、35mmモ ノクロ・35mmカ ラーリバーサル・ 6× 7判モノクロによる撮影を基本

とし、補助的にデジタルカメラによる撮影も行った。撮影に際しては、当センター所定撮影カー ド

の記入および写し込みを行い、撮影写真の整理に活用した。

(福島)

2 整理作業 の方法

発掘調査終了後の整理作業は、当センターの室内にて行った。

発掘調査時に作成 し、点検を経た遺構等の実測図は、ソフ トウェア上で4多正、編集した。また、

遺構等の写真はそれぞれアルバムにより整理を行った。本書に掲載する遺構写真は選択 した後、紙

焼きし写真図版用に版下を作成した。

遺物の洗浄および注記を行った遺物は、接合作業を行い、必要なものは石膏による復元も行った。

これら遺物は、本書に掲載する遺物を選択 し、実測と写真撮影を行った。選択基準は、実測可能な

残存状況のものを原則とし、土器類の破片については特徴から時期や土器型式を特定できるものを

中心とした。遺物の実測作業は、原寸での実測を基本とした。土器は実測可能なものを中心に実測

を行った。実測を行った遺物は、浄書 し図版用の版下を作成 した。また、縄文土器器表面や銭貨等
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Ⅲ 調査方法

は湿拓により採拓 した。遺物の写真撮影はデジタルカメラを用いて行い、圧縮 したデータを編集し

写真図版として掲載 した。なお、これら遺物写真データはRAW形式と」PEG形式の両方を保管して

いる。すべての処理が終了した遺物は、本書掲載遺物と不掲載遺物とに分けて所定の場所へ収納した。

本書の原稿執筆は各担当者が分担 して行い、表現方法や名称などは担当者間で協議を行い、統一事

項を定め全体の中で可能な限り統一を図った。統一事項の詳細については次節で述べることとする。

(福島)

3 記載方法と凡例

(1)遺 構

遺構名および遺構番号は略号を用いて表現した。遺構略号は遺構種別によって分け、煩雑になら

ないよう努めた。遺構略号は各地区共通とし、以下の通りである。SI・ ― 竪穴住居、SK・ … 土坑、

SP・ ・・ピット (柱穴)、 SW。 一 炭窯、SX。 一 その他。遺構番号は、以下に示す通り遺構種別毎、

地区毎に通し番号を付与した。北 。中区・・・ 1～ 100、 南区・・。101～ 200。 例えば、「南区の上

坑 1」 は「SK101」、「南区の上坑 2」 は「SK102」 となり、「北・中区の土坑 1」 は「SK01」 となる。

遺構に関する記述は、以下の通り統一して行った。平面規模は「m」 単位で、深さは「cm」 単位で

表現した。遺構平面図における平面位置を示す方法として、グリッドは設けず国土座標による表記

を行った。図上の座標は「X」 と「Y」 の別を省略し、数値のみを示した。したがつて、マイナス「一」

の表示のあるものが「X」、無いものが「Y」 となる。遺構断面図に示した基準高は、すべて海抜標

高値とした。

(2)遺 物

遺物の掲載番号は、種類別に通 し番号で付与し、本文・観察表
。実測図・写真図版にそれぞれ表

記した。

土器等の器類については 1～ 72香、石器・石製品については101～ 113番、金属製品については

201～ 212番、羽口・炉壁など土製品については301～ 350呑、鉄淳類については401～ 450番 とした。

遺物実沢1図は、立体視可能な縄文土器・弥生土器を3分のと、拓影を伴う縄文土器・弥生土器破片

を2分の 1、 土師器・陶磁器類・石器 。石製品を4分の 1、 輔羽口・鉄製品を2分の 1でそれぞれ

統一し掲載した。なお、銭貨の銭紋拓影は原寸で掲載した。本書に掲載した遺物は「遺物観察表」

に一覧表として掲げた。この表中で示される遺物固有の番号は、先述した種別毎の番号である。遺

物写真図版に掲載した遺物の縮尺は不定とし、極力遺物の立体形状についての表現を重視した。

(3)そ の 他

本文中の地形の表現については尾根部、谷部、斜面部とした。

引用・参考文献は、原則として章毎にまとめ章末に記載したが、自然科学的分析の報告について

は節毎に完結しており節末に記載した。                       (福 島)
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Ⅳ 調 査 成 果

1   概 要

賽の神Ⅲ遺跡の調査範囲は、」R山田線と平行するように南北に長い8,388どである。調査範囲内には、

東から西へ延びる 3つの尾根端部とそれぞれに付随する谷部からなる。調査区内を東から西へ 2筋の

沢が流れており、これら沢によって区分される各地点は遺構・遺物の種別や時代が異なり便宜的に南

区・中区・北区という呼称で分け調査を行い、本書の記述も3地区ごとに行う。

南区は、西から東へ廷びる尾根部とそれに付随する両側谷部からなり、尾根部で竪穴住居や土坑な

ど、谷部では竪穴住居を検出した。尾根部のもっとも標高が高い地点は、南端の調査区境界付近であ

る。この地点の標高は約65mである。一方、東側谷部のもっとも標高が低い地点は約34mである。尾

根部、特に頂部においては森林腐植土層である表上を除去すると、マサ土からなる地山が姿を現す。

斜面部は各小谷部へと続 く狭れ部分に、Ⅲ層やⅣ層も確認できる。尾根部は全体的にいわゆる「痩せ

尾根」傾向で、頂部に目立った広さの平坦面はみられない。谷部は、西から東側へ向けて開き、表土

を除去するとⅢ層など谷部特有の重厚な土層が堆積 している。この南区の調査により検出した遺構は、

竪穴住居 (S1101・ 102)、 炭窯 (SW101)、 土坑 (SK101～ 114)、 鉄関連遺構 (SX101・ 102)である。

出土遺物は縄文土器、土師器などの上器類が遺構を中心とする埋土から出土した。

中区は、南区と北区に挟まれた尾根部と谷部からなり、谷部で竪穴住居や土坑を検出した。尾根部

のもっとも標高が高い地点は、南端の調査区境界付近である。この地点の標高は約40mである。一方、

調査を全面的におこなった東側谷部のもっとも標高が低い地点は約32mである。尾根部、特に頂部に

おいては森林腐植土層である表上を除去すると、マサ土からなる地山が姿を現す。この面で遺構検出

作業をおこなったが、遺構、遺物ともにみられなかった。谷部は尾根部の南側にあり、緩い傾斜が連

続する。堆積は尾根部よりも発達しており、黒色土と尾根部からの掲色の流出上が交互に堆積 してい

る。谷部では表土や近現代の流出土を除去すると黒色土が姿を現す。このやや粘質を帯びた黒色土上

面で遺構は認められない。しかし、この土層に土器が多く含まれているため、遺物を取り上げながら

これを除去した。この層直下面で遺構が認められ、遺構はこの層以前のものであると判断した。この

北区の調査により検出した遺構は、竪穴住居 (S101)、 土坑 (SK01～ 07)であり、遺物は主として縄

文土器、弥生土器が出土した。

北区は、中区の北に位置し、おおむね東西方向に延びる尾根部とこれに付随する南側の谷部からな

り、谷部で鉄関連遺構を検出した。尾根部のもっとも標高が高い地′点は、南端の調査区境界付近であ

る。この地点の標高は約罷mである。一方、調査を全面的におこなった東側谷部のもっとも標高が低
い地点は約29mである。尾根部、特に頂部においては森林腐植土層である表上を除去すると、マサ土

からなる地山が姿を現す。この面で遺構検出作業をおこなったが、遺構、遺物ともにみられなかった。

谷部では、沢に向け緩い傾斜が連続する。本来、堆積は発達 しているはずであるが、上層は近現代に

削平されている様子である。これは斜面裾部分から谷部にかけての傾斜角度が不自然であることから

も窺うことができる。そのため表上を除去すると、鉄津や焼土が認められる状況である。この北区で

検出した遺構は、鉄関連遣構 (SX01～ 09)、 炭窯 (SW01～ 04)であり、鉄関連遺物を中心に多く
の遺物が出土した。
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第 4図 調査区全図

-11-



1 概要
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Ⅳ 調査成果

X=-44100

X=-44150

第 6図 中区・南区全図
S=1:600
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2 南区の遺構と遺物

南区の遺構 と遺物

(1)検出遺構 と出土遺物

S1101竪穴住居 (第 7・ 8図、写真図版 4・ 5)

[遺構]南区尾根頂部からそれよりやや下った北側斜面にかけて位置する平面長方形の竪穴住居で

ある。                 ´

規模は、おおむね南北の軸である長軸は5.17m、 東西の軸である短軸は2.98m、 深さは49 8cmを 測る。

ただし、端軸方向は斜面の等高線と直交するため、斜面の崩落等により床面が失われている可能性

も考えられる。カマ ド設置されている奥壁斜面を大きくカットしてほぼ平坦な床面が削 り出されて

いる。

遺構埋土は、大きく分けて 4層の堆積が認められ、上層ほど黒色化している。床面は硬 く締まっ

ており、ほぼ平坦であるが、斜面下方向に向けわずかに傾斜が認められる。

側壁は大きく外傾して立ち上がるが、斜面下側の側壁は立ち上がりが認められない。これは、調

査では痕跡を確認することができなかったが、斜面下側の床面が盛土等で造成されていた可能性も

考えられる。そのため、本来は他の側壁同様に立ち上がりを持つ側壁が存在したのかもしれない。

床面はほぼ平坦で全体的に硬化している。また、この床面では不規則ながら、柱穴と考えられる小ピッ

トを2個確認している。

北西側壁に接する床面では、遺構の平面形状に則 した周溝を検出した。周溝の幅は約10cm、 深さ

は約 5 cmで ある。

奥壁中央にはカマ ドが設置されており、住居埋土とは明らかに異なる黄色のシル トで構成された

袖部を検出した。袖部は礫を芯材として作られており、奥壁側では 1個の扁平な角礫が長軸方向を

天地として直立した状態で確認された。また、周辺では芯材に用いられていたと考えられる礫も出

上した。燃焼部は長楕円形の範囲で赤化しており、直上では土師器甕類がまとまって出上した。こ

れら土師器甕のうち、外部下半から底部まで残存する 1点 は、底部を上向きにした状態で設置され

ており、この出土状況から支脚として転用されていた可能性が高いと考えられる。煙道部は、カマ

ドから煙管状に地山を李Jり 抜いて作られており、埋土はススを多量に含んで黒色化 している。煙出

し部は、木の根に当たる部分に開日しており、この木の根による攪乱のため判然としない。

遺構の特徴や出土した遺物より9世紀代の竪穴住居であると考えられる。

[遺物]S1101で は土器類が出土した。このうち土器類 1～ 4の 4点、101の石製品 1点、鉄製品

201・ 202の 2点を掲載した (第 9図、写真図版25)。

1～ 4は土師器甕である。いずれも製作に際しロクロ不使用の中～大形の上師器甕であり、形態

的特徴から考えて 9世紀～ 10世紀のものであると考えられる。ただし、後述する通り、 2は 8世紀

にみられる甕のようなやや古い形態を有するため 9世紀代と考えたい。 1はカマ ド埋土より出土し

た。頸部には緩やかな括れがあり、器厚は比較的薄い。 2は カマ ド埋土より出上した。底部から体

部下半が残存 しており、底径は他の上師器奏よりも小さく、体部下半は底部から垂直に立ち上がり、

屈曲点を経て外傾する。この形態的特徴は、今回の調査で出上した他の上師器甕とは異なり寸胴な

形態ではないことが推察される。これは全体の形状が不明ながら、他の上師器甕よりもやや古い特

徴を備えている可能性が考えられる。この特徴的な形態は、磯鶏館山遺跡HH10出 土土師器甕に類

似する個体が認められる。 3は カマ ド付近の床面直上より出土 した。底部のみ図化したが、同一個
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2 南区の遺構と遺物

緯 3

２。３

中嗣阿
岡昭捌日
四
　
⑭

(203・ 204)                                      (1 ～ 4・ 101)

第9図  S1101出土遺物

体の体部片は複数存在する。全体の形状は不明であるが、外部は直線的に立ち上がると推定される。

また、比較的器厚に厚みがあり、どの部位についてもほぼ均―である。焼成は悪 く、器表面の摩滅

も著 しい。底部外面には木葉痕が付いていた可能性が考えられるが、丁寧にナデ消されている。 4

はカマ ド燃焼部直上より出上 した大形の甕である。全体の下半のみしか残存 していないが、体部の

最大径は底部の最大径よりも大きい。底部外面には木葉痕が認められる。出土状況からカマ ドの支

脚として転用されたものであると考えられる。

101は石器であると考えられるが用途は不明である。一部表面にコゲ状の付着物が認められる。

201は不明鉄製品である。202も 不明鉄製品である。板状の形状、サイズなどから刀子の基部であ

る可能性が考えられる。

(福島)

S1102竪穴住居 (第 10。 11図、写真図版 6・ 7)

[遺構]南区谷部の平坦面に位置し、試掘 トレンチ底面においてカマ ドに由来する焼土と赤化礫の

検出により確認された。SKl16の一部と重複 しており、遺構の形状などよりこれよりも新しいと判断

される。 トレンチにより上端の一部を破壊されたが、平面形状はやや幅の広い4.07× 3.44mの概ね隅

丸方形であると分かる。壁はやや外傾ぎみに立ち上が り、最大52cm残存 している。床面は平坦で回

くしまっている。

北側隅を除く3方隅の床面からそれぞれ土坑 (Pitl・ 2・ 3)が確認されたが、いずれも浅く、柱穴

と思しきものではない。なお遺構外部においても、柱穴の痕跡は確認されなかった。Pit 2上 には土

師器甕片が散乱しており、また、Pit 3上には砂鉄 (4層)が堆積していた。

堆積土は2層に大分できる。1層 と3層では土質が酷似 しており、起源を同じくするものと見られる。

(203・ 204)
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Ⅳ 調査成果

層厚が厚いことから廃絶後、一気に埋没した可能性がある。

カマ ドは南西壁の中央やや南側に設置されており、煙道の主軸方向S-51° 一Wの半地下式の形態

で、燃焼部中央付近には焼土が良好に残存 していた。煙出し部は小穴状に掘 り窪められており、黒

色土壌化 した戊化物が堆積 していた。なお構築部材は礫と白色粘上である。煙道壁面から袖にいた

るまで人頭大の亜角礫が整然と並び、その上部に同様の礫を橋渡しにすることで強固なカマ ドの骨

組みとしていたようである。焼土上にも礫が支脚の可能性があるが、これら構築部材の一部が落ち

込んだとも取れる。一方白色粘土はほぼ残っておらず、煙出し部付近の堆積土上層 (2層 )お よび両

袖の一部 (7層 )にわずかに見られるのみである。

既述の通 り、砂鉄 (4層 )力S堆積しており、調査時には生産に関連する遺構の可能性も考慮 したが、

炉跡等は確認できなかった。とはいえ鉄滓が床面付近から出土していることから見てもSX102な どの

鍛冶遺構 との関連性が窺え、時期を同じくしている可能性が高い。また出土土器の年代観から9世紀

後葉～ 10世紀前葉にかけて存続していたものとみられる。

[遺物]S1102で は土器類および石製品が出上 した。このうち土器類は 5～ 16の 12点、石製品は102

～ 104の 3点を掲載した (第 12図、写真図版26・ 27)。

5～ 7は土師器杯である。いずれも製作に際 しロクロ使用の黒色処理が施されている。ただし、

5のみは内外面ともにミガキと黒色処理が施され、内面のみミガキと黒色処理がなされている他の

2点 とは異なる。 5。 6は床面直上より出土 し、 7は遺構埋土上層よりそれぞれ出上 した。 8は カ

マ ドより出土した小形の土師器甕である。器表面が摩減しているため、内外面とも調整は不明である。

9～ 16は いずれも製作に際しロクロ等の回転力を利用していない中～大形の上師器甕である。 9は

諄
1 10YR3/1黒褐色土

S旧 01(A― A'・ B― Bり
1 10YR3/1 黒褐色土なし
2 10YR3/2 黒褐色シル ト
3 10YR7/6 明黄褐色シル ト
4 10YR7/4 にぶい黄褐色シル ト
5 10YR7/6 明黄掲色シル ト
6 10YR6/8 明黄褐色シル ト
7 10YR7/8 黄褐色シル ト

ヒ
pH2
1 10YR3/1黒褐色土

有
　

　

　

　

　

有

や

し

し

し

し

し

や

や
な

な

な

な

な

や

有り
なし
なし
なし
やや有り
有り

υ

　

ο

(S=1/60)

ド 引
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2 南区の遺構と遺物

O

逸
ｎ
判

遺構埋土上層より出土 した大形の甕である。10は カマ ド周辺で出土した体部にやや九みがある中形

の甕である。11は口縁部から頸部までが残存 している中～大形の甕である。遺構埋土上層およびカ

マ ドから出上した。12は遺構埋土上層、煙道埋土より出上した大形の甕である。残存 している体部

は直線的に立ち上がり、縁部がわずかに屈曲する形態である。13は埋上下層、床面直上、カマ ド付

近から出上した中形の上師器甕である。顎部には焼成後 2カ所穿了しがなされている。この 2つの孔は、

1つの割れ目を跨いで対に存在することから補修孔であったと考えられる。14は遺構埋土上層、カ

マ ド燃焼部より出上した大形の上師器奏である。15は遺構埋上下層、カマ ド燃焼部、煙道埋土より

出上した大形の甕である。16は カマ ド燃焼部より出土した大形の甕である。

102～ 104は ともに砥石と考えられる凝灰岩製の石製品である。1021よ概ね直方体を呈 し、長側面

の 4面に擦痕が認められる。

(横井・福島)

SK101土坑 (第 13図、写真図版 8)

[遺構]南区尾根頂部に位置する平面円形の上坑である。規模は、直径0.82m、 深さ26.5cmである。

地山である花聞岩層 (Ⅵ層)を掘 り込んでおり、埋土はやや締まりがなく柔らかい。底面はやや丸

1塁

S1102カ マ ド (aつ竹 bb',cc)
1 10YR3/1 黒掲色土なし
2 10YR3/2 黒褐色シル ト
3 10YR7/6 明黄掲色シル ト
4 10YR7/4 にぶい黄褐色シル ト
5 10YR7/6 明黄掲色シル ト
6 10YR6/8 明黄掲色シル ト
7,OYR7/8 責掲色シル ト

有

　

　

　

　

　

有

や

し

し

し

し

し

や

や

な

な

な

な

な

や

有り
なし
なし
なし
やや有り

有り

第 11図  S1102カ マ ド
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Ⅳ 調査成果
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2 南区の遺構と遺物

みがあるが、ほぼ平坦である。遺構の機能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出上しなかった。

SK102土坑 (第 13図、写真図版 8)

[遺構]南区尾根頂部に位置する平面楕円形の上坑である。規模は、開口部長軸1.13m、 短軸0.82m、

底面短軸086m、 深さ41.2cmを 測る。地山である花商岩層 (Ⅵ層)を掘 り込んでおり、埋土はやや締

まりがない砂質のシルトが主体である。底面はほぼ平坦で、壁は底面付近でいくらかオーバーハン

グする。遺構の特徴から断面フラスコ形の貯蔵穴であると考えられる。

[遺物]埋土中より縄文土器片が複数片出上したが、いずれも微細な破片資料であり、詳細は不明

である。

SK103土坑 (第 13図、写真図版 8)

[遺構]南区尾根頂部に位置する平面不整な楕円形の上坑である。規模は、長軸1.42m、 短軸0,96、

深さ17cmを測 り、底面はほぼ平坦である。機能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出上しなかった。

SK104土坑 (第 13図、写真図版 8)

[遺構]南区尾根頂部に位置する平面円形の土坑である。規模は、長軸1.05m、 短軸0.59、 深さ13cm

を測り、底面はやや丸みを持つ。機能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出土しなかった。

SK105土坑 (第 13図、写真図版 8)

[遺構]南区尾根頂部よりやや南側斜面側に下がつた場所に位置する。開口部は平面不整な方形の

上坑である。規模は、開口部長軸0.94m、 短軸0.70m、 底面直径0.88m、 深さ84cmを測る。花筒岩層を

掘 り込んでおり、埋土は花商岩風化層を基調とする自然堆積上である。底面は平坦で、底面付近の

壁がややオーバーハングする。断面フラスコ形の貯蔵穴であると考えられる。

[遺物]埋土中より縄文土器片が複数片出上 したが、いずれも微細な破片資料であり、詳細は不明

である。

SK106土坑 (第 13図、写真図版 9)

[遺構]南区尾根頂部よりやや南側斜面側に下がった場所に位置する。平面やや楕円形の土坑であ

る。規模は、開田部直径0.61m、 底面直径072m、 深さ89cmを測る。花商岩層を掘 り込んでおり、埋

土は花闘岩風化層を基調とする自然堆積上であるが、最下層にはきめの細かなシル トが堆積 してお

り、これには炭化物がまばらに含まれている。底面は平坦で、底面付近の壁がややオーバーハング

する。底面に自然礫が 1点みられたが、埋没過程で流れ込んだ礫であると考えられる。断面フラス

コ形の貯蔵穴であると考えられる。

[遺物]埋土中より縄文土器片が複数片出上したが、いずれも微細な破片資料であり、詳細は不明

である。

SK107土坑 (第 13図、写真図版 9)

[遺構]南区尾根頂部に位置する平面円形の上坑である。規模は、直径0.69m、 深さ22cmを測り、底

面はおおむね平坦である。機能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出土しなかった。

SK108土坑 (第 13図、写真図版 9)

[遺構]南区尾根頂部に位置する平面不整な方形の上坑である。規模は、長軸1.32m、 短軸1.12、 深

さ21cmを測り、底面はやや丸みを持つ。機能および性格は不明である。
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SK1 01(A‐Aり
1 10YR7/3 にぶい黄褐色砂質シル ト

(締 まり疎 )
2 10YR4/1 褐灰色砂質シル ト

(締まり疎 )
3 10YR5/2 灰黄褐色砂質シル ト

(締まり疎 )
4 10YR6/2 灰黄掲色砂質シル ト

(締まり疎 )

SK107

G GI

SK107 (G‐ Gウ
1 10YR4/4 褐色シル ト (粗粒砂混入)
2 10YRS/4 にぶい黄褐色シル ト (粗粒砂混入)
3 10YR6/6 明黄褐色シル ト質砂

SK104 (D‐ Dり
1 10YR6/6 明黄褐色中粒砂

SK108(H‐ Hり
125Y5/3 黄褐色シル ト
225Y7/4 浅黄色シル ト (中粒砂混入)

SK102 (B― BI)
125Y7/4  浅黄色シル ト
225Y6/3  にぶい黄掲色砂質シル ト
(中～ IE粒砂混入 )
325Y7/2  灰黄色砂質シル ト

SK105 (E― Eり
1 10YR6/6 明黄褐色中粒砂
2 10YR5/6 黄褐色中極砂

(粗粒砂混入 )
3 10YR6/6 明黄褐色粗流砂

(中粒砂混入 )
4 10YR6/2 黄褐色砂質シル ト

(粗粒砂少量混入 )

Ⅳ 調査成果

SK103 (C‐ Cり
125Y7/2  灰黄色ンル ト質砂
225Y7/1  灰自色シル ト質砂
325Y7/4  浅黄橙色シル ト質砂

SK106

SK105(E‐ El)
125Y5/5 黄褐色シル ト質砂
2 10YR5/4 にぶい黄褐色中粒砂
3 10YR6/4 1こ ぶい黄褐色 シル ト質砂
425Y7/6 明黄褐色シル ト質砂

(炭化物少量、粗粒砂混入 )

SK109

SK109 (1■り
1 10YR4/2 灰黄掲色シル ト (粗粒砂混入)
2 10YR6/4 にぶい黄褐色シル ト (マ サ土混入)

SK108

第 13図  SK101-109
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2 南区の遺構と遺物

SKl10

SKl10(卜 Aり
1 7 5YR5/6 明掲色ンル ト (組粒砂混入 )
2 10YR5/6 黄褐色シル ト質砂
3 10YR4/4 掲色ンル ト (中 ～糧粒砂混入 )
4 10YR6/6 明黄掲色細粒砂
S 10YR6/6 明黄褐色細粒砂 (マ サ土用落上、地山 ?)
6 10YR5/4 にぶい黄褐色砂質シル ト (中粒砂混入 )
7 10YR6‐ 6 明黄褐色ンル ト質砂 (マ サ土崩藩上、地山 ?)
8 10YR4/3 にぶい黄褐色ンル ト質砂 (炭化物多 く含む)
9 75YR5/6 明掲色シル ト質砂 (中粒砂混入、焼土化弱 )
10 10YR5/4 黄褐色砂質シル ト (粗粒砂少量混入 )

SKlll・ 112

B

B 530m

SW101

SKl13

10YR3/1 黒褐色シル ト
10YR3/2 黒褐色シル ト
10YR7/6 明黄掲色シル ト

A

D

なし  やや有り (細粒砂混入 )
やや有り やや有り (細糧砂混入 )
なし  有 (細粒砂混入 )

ー SKl15(卜 Eり
1 10YR2/1 黒色ンル ト 中 中
花商岩粒7% 炭粒1%混入

謀 �

SKlll(B‐ Bり

SKl1 2(B‐ B')

B'

B'

SKl1 5

SKl13(D‐ Dり

-22-

第 14図  SKl10～ 113・ 115



Ⅳ 調査成果

[遺物]埋土中より縄文土器片が複数片出上 したが、いずれも微細な破片資料であり、詳細は不明

である。

SK109土坑 (第 13図、写真図版10)

[遺構]南区尾根頂部よりやや南側斜面側に下がった場所に位置する。平面やや楕円形の上坑である。

規模は、直径0.65m、 深さ29cmを測 り、底面はおおむね平坦である。機能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出土しなかった。

SKl10土坑 (第 13図、写真図版10)

[遺構]南区尾根頂部よりやや南側斜面側に下がった場所に位置する。平面やや不整な楕円形の土

坑である。規模は、開口部長軸0.91m、 短軸0.63、 底面直径0.98m、 深さ97cmを 測る。花商岩層を掘 り

込んでおり、埋土は花筒岩風化層を基調とする自然堆積土であるが、下層には焼土化 した状況が認

められる。この焼上の平面的な範囲は全体ではなく土坑中央付近に限られる。また、この焼土層よ

り直上層には炭化物や土器片が認められ、焼土層との関連が考えられる。底面は平坦で、底面付近

の壁がややオーバーハングする。断面フラスコ形の貯蔵穴であると考えられるが、焼土等の痕跡か

ら埋没途中で、火の使用が考えられるため内部での 2次的な使用も考慮に入れる必要がある①

[遺物]埋土中より縄文土器片が複数片出土したが、いずれも微細な破片資料であり、詳細は不明

である。埋土中位より磨製石斧が 1点出土した (第20図 )。 108は この磨製石斧である。ほぼ完形で

あるが刃部その他縁辺が一部久損している。

SKlll土坑 (第 14図、写真図版10)

[遺構]南区南側斜面に位置する平面やや楕円形の上坑である。規模は、長軸1.68m、 深さ30cmを測

り、底面はおおむね平坦である。遺構埋土は、周辺で検出されたその他の上坑とは異なり、黒色土

を基調とし、さらにSKl12埋土上層を切る。これらのことから周辺の遺構と埋没時期が異なる可能性

が考えられる。遺構の機能および性格は不明である。

[遺物]埋土中より縄文土器片が複数片出土したが、いずれも微糸田な破片資料であり、詳細は不明

である。

SKl12土坑 (第 14図、写真図版10)

[遺構]南区南側斜面に位置する平面楕円形の土坑である。規模は、直径1.61m、 深さ44cmを測る。

花商岩層を掘 り込んでおり、埋土は花筒岩風化層を起源とする自然堆積上であると考えられる。底

面はおおむね平坦である。断面フラスコ形の貯蔵穴であると考えられる。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出上しなかった。

SKl13土坑 (第 14図、写真図版11)

[遺構]南区南側斜面に位置する平面方形の上坑である。規模は、長軸168m、 短軸1.30m、 深さ36

cmを 測 り、底面はおおむね平坦である。遺構埋土は、周辺で検出されたその他の土坑とは異なり、

黒色土を基調とする。このことから周辺の遺構と埋没時期が異なる可能性が考えられる。遺構の機

能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出土しなかった。

SKl14土坑 (第 15図、写真図版11)

[遺構]南区北側斜面に位置する土坑である。遺構の大半は木の根による攪乱で全体の形状は不明

瞭であるが、おおむね平面円形であると推測される。規模は、開口部直径1.86m、 底面直径 1.46m、

深さ86cmを 測り、底面はおおむね平坦である。遺構上半は黄褐色シル ト (V層 )、 遺構下半は花聞岩

層 (Ⅵ層)を掘 り込んでおり、埋土上半は黒色土を基調とするシル トで、埋上下半は黄褐色シル ト

-23-



2 南区の遺構と遺物
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Ⅳ 調査成果

である。底面は平坦で、底面付近の壁は垂直あるいはややオーバーハング気味に立ち上がっている

ことから断面フラスコ形の貯蔵穴であると考えられる。

[遺物]遺構埋土より縄文土器片が複数出土した。このうち 2点について掲載した (第 16図 )。 19は

縄文土器深鉢の口縁部片である。器壁の傾きは不明であるが、端部が緩やかに外反する。20は縄文

土器深鉢の底部片である。底部外面には網代痕が認められる。

SKl15土坑 (第 17図、写真図版12)

[遺構]南区谷部S1102に 切られる平面溝状の形態を呈する陥し穴状土坑である。規模は長軸1.47m、

短軸0.28m、 深さ5 cmを測る。 トレンチやS1102に壊されており大半が残存 していない。
[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出上しなかった。

SP1 01～ 114柱穴状土坑 (第 16図、写真図版12)

[遺構]南区尾根頂部に分布する。いずれも平面円形で、平均すると直径約30m、 深さ約10cm程度の

規模である。形態 。規模より何らかの建物の柱穴である可能性が考えられるが、平面配置に規則性

を看取することができなかった。ただし、埋上の色調に違いが認められ、 3分類が可能である。

[遺物]SP103埋 土より礫石器が 2点出上 した (第20図 )。 105は埋土中位より出上した磨石である。

全体的に表面が滑らかで頻度の差はあると思われるが、あらゆる面を使用していると考えられる。

106は埋土上層にあたかも埋置されたような状態で出土した石皿と考えられる破片である。全体的に

乳白色を呈し、凝灰岩であると考えられる。表面は平坦で滑らかになっている。

〃

〃

〃

〃

〃

〃

‐８

…

フ

Ｆ

９
108

106

くヽ
ヽ
潟
√

ノだ

―

ィ

第 17図  SKo SP出土遺物
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2 南区の遺構と遺物

SW101炭窯 (第 18図、写真図版11)

[遺構]南区南側斜面に位置する平面長楕円形の炭窯である。長軸5.95m、 短軸0.92m、 深さ12cmを 測る。

長軸方向が等高線に平行する形態である。表土を除去すると炭化物層が認められ、すでに遺構上部

の大半は流出しているものと考えられる。底面は斜面に則 して傾斜が認められ、部分的に焼土が確

認できる。底面の焼土は被熱割合が少ないためか焼土化した面には厚みがない。遺構の特徴から古

代の伏せ焼きが行われた炭窯であると考えられる。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から土器などの遺物は出上しなかったが、炭化材が多く出土した。

SX101(第 19図、写真図版13)

[遺構]南区谷部の平坦面に位置し、Ⅲ層検出時に黄掲色粘土と焼土を混入する黒色上の円形プラン

として確認された。平面形状は円形の一部が突出したイチジク形で、長軸1,06m、 円形部の径0.60m

であった。主軸方位はN-27°一Wで、突出部は斜面上方を向く。壁は緩やかに底面へと下 り、円形

部の底面中央付近に焼上が形成されている。堆積土はおおむね4層 に分けられ、上位から順に、炉の

構成部材と考えられる粘土層、炭化物層、焼土層となる。焼土層下には鉄淳や粘土塊、炭化物を混

在する土層が堆積 していた。焼土面が最終の使用面と考えられ、焼土以下は使用時に繰 り返された

残淳の堆積と考えられるが、 4層中に焼土の形成は確認されなかった。そのため4層が操業以外の要

因で堆積 した可能性があり、そうすると4層 より抽出された鍛造剥片、粒状淳が本遺構に伴うものと

限定できず、鍛造鍛冶炉としての機能も断定できなくなる。掘 り方の形状は1.38× 0.59mの不整な長

円形であるが、中央付近に径26m、 深さ16cmの小穴を有する特異な形態である。本遺構は出土遺物

から鍛冶炉跡と考えられるが、炉に伴う竪穴および柱穴など工房の上屋構造は確認できなかった。

[遺物]堆積土および焼土上から炉壁43点 (437.7g)、 鉄淳4815.2gが 出土した。鉄淳の内訳は椀形鍛

冶淳1107.lg(10点 )、 流動津1845.5g(418点 )、 炉内淳1314.4g(550点 )、 鉄塊系遺物504.2g、 炉

壁融解物12.7g(2点 )、 再結合津5,2g(2点 )、 鍛造剥片12.7g、 粒状淳13.4gである。椀形鍛冶津は

遺構の突出部付近で2段重なったものが平坦面を上面にして出土しており、その出土状況からも生成

時の原位置を保っているものと考えられる。また流動淳が椀形鍛冶津をはさんで突出部の反対側に

流れ込んでおり、突出部が羽口着装部であることが推定できる。鍛造剥片、粒状津は4層中から出土

している。鍛造剥片は大きさ、厚さ、表面の質感にばらつきが有り、鍛造工程全般に由来するもの

と考えられる。粒状津も大小の差が激しく、小さいものは l mm足らずであるが大きいものはlcmに

も及ぶ。なお、これらの遺物は分析鑑定依頼しており、詳細はV章 2節にあずける。

SX102(第 21図、写真図版13)

[遺構]南区谷部に位置し、Ⅲ層掘削時に土層観察用ベルト断面に残った焼上、および鉄津の出土に

より確認された。掘削作業時に遺構の大半が破壊され、推定径21cmの 円形焼土のおよそ半分のみを

確認している。SX101か ら南におよそ3mと 近接しており、また出土鉄淳の形状からも鍛冶炉の一部

であると判断した。遺構に伴う竪穴および柱穴など上屋構造は確認できていない。またSX101に見ら

れるような掘り方の痕跡も確認できなかった。

[遺物]掘削中および焼土近縁から炉壁1′点 (7.9g)、 鉄津が341.5g(8点 )出土した。内訳は椀形鍛

冶津212.2g(1点 )、 炉内淳101.2g(4点 )、 鉄塊系遺物21.2g(2点 )である。椀形鍛冶津は完形で底

面は木炭上に着地しており、多量の木炭痕が観察される。上面下面の各地点では黒銹が浮いており、

磁石の反応も良好で鉄素材の混入が伺える。

(横井)
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Ⅳ 調査成果
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2 南区の遺構と遺物

(2)遺構外出土遺物

南区の遺構以外で出上した遺物のうち掲載した遺物は、21～ 33の上器類13点、34の 陶器 1点、

108の礫石器 1点である (第 22図、写真図版30。 31)。

21～ 34は縄文～弥生土器である。21は 4方に環状の把手が付けられている壷形の上器である。

34は相馬焼陶器である。

108は磨石である。

(3)小   結

南区の遺構は尾根頂部とそれよりやや下った斜面および谷部で検出された。古代の竪穴住居を尾

根部南側で 1棟 (S1101)、 谷部で 1棟 (S1102)そ れぞれ検出した。これら竪穴住居は、出土遺物か

ら9世紀～ 10世紀頃の竪穴住居であると考えられる。ただし、出土した土器の中に古い形態を戎す

奏が存在することから現段階では9世紀代に納まると考えられる。尾根部東側先端付近では、土坑

群およびピット群が検出された。土坑の多くは、いわゆるフラスコ土坑と呼ばれる貯蔵穴である。

尾根頂部に位置するフラスコ土坑は総じて浅く、風化や流出を繰り返した結果と考えられる。なお、

尾根部で検出した遺構の埋土には、黄色や灰白色のV層やⅥ層起源のものと黒色あるいは黒褐色の

Ⅲ層起源のものの2種類に分けることができる。この分類は、埋没時期の差によるものと考えられ、

遺構の時期の特定が難しい土坑などの遺構の時期を推定する示準となる。このことから、土坑の中で、

黒色土を基調とする遺構埋土であるSK■ 1・ l13の 2基の土坑は、古代の竪穴住居であるS1101と 埋土

が似ていることから古代に属する遺構であると考えられる。

また、谷部ではS1102に近接して鍛冶関連の炉であると考えられるSX101と SX102を 検出した。

SX101の前庭部と考えられる周辺には焼土や地山の小ブロックが混じる広がりを確認し、その上中か

らは鍛冶関連の鉄淳、鍛造剥片、粒状津等を検出した。S1102と の関連性は不明であるが、層位や堆

積状況から両者に大きな年代の隔たりはないものと考えられる。
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Ⅳ 調査成果
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3 中区の調査成果

3 中区の調査成果

(1)検出遺構 と出土遺物
S101竪穴住居 (第 23図、写真図版14)

[遺構]中 区谷部の緩斜面に位置する平面やや不整な円形の竪穴住居である。規模は、おおむね南北
の軸は3.02m、 東西の軸は3.34m、 深さは19cmを測る。遺構は包含層を除去すると平面的にプランが

確認でき、包含層の上面あるいは包含層中からの掘り込みではないことを確認した。

遺構埋土は、シルトの単層堆積が認められる。床面は硬く締まっており、ほぼ平坦である。壁面の

立ち上がりが確認できなかった斜面下側は、硬化した平坦面の範囲により全体のプランを認定した。

側壁は外傾して立ち上がるが、前述した通り斜面下側の側壁は立ち上がりが認められない。調査では

この壁の痕跡を確認することができなかったが、斜面上側同様の壁が存在した可能性も考えられる。

床面はほぼ平坦で全体的に硬化している。また、この床面では、柱穴と考えられる小ピットを2

個確認している。 1個は床面中央付近、 1個は床面中央より東寄りに位置する配置である。柱穴と
して機能したピットである可能性が考えられる。また、床面には花筒岩質の礫が 3個認められる。
これらは地山起源の礫であり、床面上ではなく床面下に礫の主体があり、堀方も認められない。こ

のことから、これら礫は竪穴住居に帰属するものではなく、この竪穴住居以前の転石である可能性

が高い。なお、北区尾根部には現在でも転落の恐れがある巨石が認められる。

床面中央よりやや北寄りに円形に赤化した炉跡を検出した。炉跡の焼土は中央がわずかに窪んで

おり、機能時の状態を反映している可能性が考えられる。

遺構の特徴や層位から縄文時代の竪穴住居であると考えられる。

[遺物]S101では土器類が出土した。このうち土器類35'36の 2点について掲載した (第26図 )。 い
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Ⅳ 調査成果

第 24図  S101出土遺物

SK01土坑 (第 25図、写真図版 15)

ずれも竪穴住居に伴う遺物であると断定できな

いが、比較的床面に近い層位で出上 した。

1は単層埋上の最下層より出土 した縄文土器

体部片である。地文のみで詳細な不明であるが、

焼成良好で比較的薄いことから後期～晩期の深

鉢である可能性が高い。 2は埋土より出上 した

縄文時代晩期～弥生時代の上器片である。地文

は細かく、水平方向に 2条の沈線が施 されてい

る。焼成良好で胎土も緻密である。

[遺構]中 区谷部に位置する平面不整な方形の土坑である。規模は、長軸0.98m、 短軸0.59m、 深さ11

cmを 測 り、底面はほぼ平坦である。埋土には細かな炭化物を多量に含んでいるが、底面に被熱の痕

跡は認められない。遺構の時期は包含層の下の遺構面で検出されることから縄文時代晩期～弥生以

前であると考えられが、機能および性格は不明である。

[遺物]土器等の遺物は出土しなかったが、炭化物が多く出土した。

SK02土坑 (第 25図、写真図版15)

[遺構]中区谷部に位置する平面不整な方形の土坑である。SK03と 切 り合い関係があり、SK03に切

られている。規模は、長軸1.03m、 短軸0,78m、 深さ18cmを 測 り、底面はやや九みを持つ。時期は包

含層の下の遺構面で検出されることから縄文時代晩期～弥生以前であると考えられる。この遺構の

機能および性格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出上しなかった。

SK03土坑 (第 25図、写真図版15)

[遺構]中 区谷部に位置する平面不整な方形の上坑である。SK02と 切り合い関係があり、SK02を 切つ

ている。規模は、長軸1.19m、 短軸092m、 深さ19mを 測 り、底面はやや九みを持つ。時期は包含層

の下の遺構面で検出されることから縄文時代晩期～弥生以前であると考えられる。この遺構の機能

および性格は不明である。

[遺物]微細な縄文土器片が 1点出上した (第29図 )。 37は縄文土器深鉢の体部片であると考えられる。

時期は不明である。

SK04土坑 (第 25図、写真図版15)

[遺構]中 区谷部に位置する平面不整な方形の上坑である。規模は、長軸0.92m、 短軸0.69m、 深さ8

cmを 測 り、底面はやや丸みを持つ。埋土は単層のシル トである。時期は包含層の下の遺構面で検出

されることから縄文時代晩期～弥生以前であると考えられる。この遺構の機能および性格は不明で

ある。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出土しなかった。

SK05土坑 (第 25図、写真図版15)

[遺構]中 区谷部に位置する平面不整な楕円形の土坑である。規模は、長軸0.95m、 短軸0.57m、 深さ

12cmを 測 り、底面はほぼ平坦である。埋土には細かな炭化物を多量に含んでいるが、底面に被熱の

痕跡は認められない。遺構上面に包含層が及んでいないため時期の特定は困難である。また、遺構

の機能および性格も不明である。

[遺物]微細な縄文土器片が 1点出土した (第29図 )。 38は縄文土器深鉢の体部片であると考えられる。
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3 中区の調査成果

A 298m           望堂

SK01

1 10YR2/1 黒色シル ト (炭化物多量に混入)
2 10YR3/2 黒福色ンル ト (粗粒砂混入)

B 299m

(炭化物微量混入)

SK03
1 10YR2/1 黒色シル ト なし

SK06
1 10YR2/2 黒褐色シル ト (炭化物微量混入)

第 25図 SK01～ 07

SK04
1 10YR2/2 黒色シル ト (炭化物微量混入)
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1 10YR2/2 黒褐色シル ト (炭化物多量に混入)

Ｋ０７
Ｘ

Ｓ

SK06

肖
日
周
Ｗ

駐

ｗ

ｈ
Ｈ
肘
γ

ー
SK05
1 10YR2/1 黒色シル ト (炭化物多量に混入 )
1 10YR3/2 黒褐色シル ト (粗粒砂混入 )

第 26図 SK出土遺物

時期は不明である。

SK06土坑 (第25図、写真図版15)

[遺構]中 区谷部に位置する平面不整な方形の土

坑である。規模は、長軸1.18m短軸1.02m、 深さ

18cmを測 り、底面はやや丸みを持つ。埋土は単

層のシル トである。時期は包含層の下の遺構面

で検出されることから縄文時代晩期～弥生以前

であると考えられる。この遺構の機能および性

格は不明である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出土しなかった。

SK07土坑 (第 25図、写真図版15)

[遺構]中 区谷部に位置する平面不整な楕円形の土坑である。規模は、長軸1.08m、 短軸0.65m、 深さ

10cmを測 り、底面はやや九みを持つ。埋土は単層のシル トである。時期は包含層の下の遺構面で検

出されることから縄文時代晩期～弥生以前であると考えられる。この遺構の機能および性格は不明

である。

[遺物]遺構埋土および遺構周辺から遺物は出上しなかった。

(2)遺構外出土遺物 (第 27～ 29図、写真図版32・ 33)

中区の遺構以外より出土した遺物のうち掲載した遺物は、39～ 63の縄文・弥生土器類24点である。

39は谷部包含層より出上した弥生土器台付鉢の脚台部である。断面三角形のシャープな沈線で区画
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3 中区の調査成果
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②

された幾何学空間に磨 り消しされた部分と縄文が施

された部分があり、最下段には 3本の水平な沈線が

平行する。40は谷部包含層より出上した縄文土器深

鉢の底部片である。焼成具合が良く胎土も緻密であ

る。41・ 42は谷部包含層より出土した弥生土器台付

鉢の鉢部分である。いずれも口縁部付近の内外面と

もに平行する沈線が施されている。内面の沈線は41

が 2条、42が 2条からなる点が異なる。内面は丁寧

にミガキ調整が施されており、精製品である。外面

の文様は沈線による区画が両者で異なり、41の方が

大きく波打つ曲線主体で構成されている。いずれも

焼成具合が良く胎土も緻密である。43・ 44は谷部包

含層より出上した縄文土器の深鉢である。外面の縄

文は、日縁端部にまで施されている。いずれも外傾

するバケツ形の器形であり、顎部に該当すると考え

られる位置にはわずかな屈曲点が認められる。口縁

端部は平坦に仕上げられている。いずれも焼成良好
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Ⅳ 調査成果

で硬質である。45。 46は谷部包含層より出土した縄文土器底部片である。46は外面に細かい縄文が

施されている。47は谷部包含層より出上した縄文土器深鉢の口縁部片である。外面は縄文が施され

ている。焼成良好で硬質である。48は谷部包含層より出土 した縄文土器の深鎌口縁部片である。や

や肥厚 した口縁端部は、傾き不明ながら、わずかに外反する。横位LRの縄文は口縁端部付近まで施

されている。49は谷部包含層より出土した縄文～弥生土器壷の口縁部～肩部にかけての破片である。

最低でも4条の平行する沈線が水平に施されている。器表面は全体的に丁寧なミガキ調整が施され

ており、精製品である。器壁の傾きは不明であるが、頸部から肩部にかけては緩やかな曲線を呈 し

ており、壼の形態を想像させる。50は谷部包含層より出土 した縄文～弥生土器である。九みを帯び

た形態的特徴から壷の体部片であると考えられる。肩部に相当すると考えられる部分の沈線は、水

平方向に 3条が認められる。沈線間は丁寧に地文がミガキ消されている。51は谷部包含層より出土

した縄文土器深鉢の口縁部片である。器壁の傾きは不明であるが、口縁端部は丸 く収められ直近ま

で縄文が及ぶ。52は谷部包含層より出上した縄文土器口縁部片である。粘土紐を貼 り付けた波状の

文様が認められる。53は谷部包含層より出上 した縄文土器口縁部片である。器壁の傾きは不明であ

るが、口縁端部は丸 く収められ直近まで縄文が及ぶ。54は谷部包含層より出土した縄文土器である。

器種は不明であるが、沈線で区画された磨 り消 し部分が存在する。55は谷部包含層より出上 した縄

文～弥生土器浅鉢の口縁部片である。 3条の水平方向の沈線が平行 し、各沈線間には刺突文が施さ

れている。地文は細かな横位LR縄文が認められる。56は谷部包含層より出土した縄文土器深鉢の口

縁部片である。外面には 3条の平行する水平な沈線が施されている。57は谷部検出面より出土 した

弥生土器台付鉢の脚台部である。横方向の沈線で区画された文様帯には縄文部分と磨 り消 し部分 と

に区分され、最下段には 2条の平行する沈線が水平方向に施されている。焼成良好で胎土も精良で

ある。58は谷部検出面より出土した縄文土器深鉢の口縁部片である。やや肥厚 した口縁端部は、傾

き不明ながら、わずかに外反する。この口縁端部直近まで縄文が及ぶ。59は谷部S101付近の検出面

より出土 した縄文～弥生土器である。器種は浅鉢か台付鉢の口縁部片であると考えられるが判然 と

しない。内面には 2条、外面には 3条の沈線が施されている。また、内面の器表面は丁寧にミガキ

調整が施されている。60は谷部表土より出上 した縄文～弥生土器浅鉢の底部片である。器表面の摩

滅が著 しく、文様等は不明である。底部はやや上げ底気味である。61は谷部表土より出土 した縄文

～弥生土器浅外の口縁部片である。波状の突出部には刻みが認められる。62は谷部表土より出上 し

た縄文土器片である。焼成良好で硬質である。63は谷部表土より出上した縄文土器の体部片である。

(3)小   結

中区では、尾根部に遺構および遺物がみられなかったものの、谷部には縄文～弥生土器を含む包

含層が形成されている。この包含層は人為的な堆積ではなく、尾根部や谷部のより高位地点起源の

自然堆積によるものであると考えられる。包含されている土器類は微細な破片まで存在するが、摩滅

の度合いが少ない個体も多く存在している。すなわち、調査区より遠くない地点に当該期の土器を有

する居住域が存在することを示唆しているものとみられる。また、この調査区外から流入 したと考

えられる包含層上面では遺構が認められず、大半の遺構は包含層直下面で検出される。このことから、

中区谷部で検出した 1棟の竪穴住居は包含層堆積以前の遺構であることが想定される。また、この

遺構面より約50cm下層には中lTX火山灰が トレンチによって確認された。したがって、このS101の 帰

属する時期は大まかながら縄文時代後期以降、弥生時代以前と考えられる。周辺で調査された遺跡

の成果を鑑みても、比較的低地に立地する竪穴住居であることから妥当な年代であると思われる。
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4 北区の調査成果

4 北区の調査成果

(1)検 出 遺 構

SX01(第 30図、写真図版17)

[遺構]谷部に位置する鉄関連遺構である。炉の形態は円形を基調とし、炉壁は南側で途切れる馬蹄

形を呈する。規模は、直径35cm、 深さ数cmのみが残存する。

埋土は地山・焼土・炉壁・炭化物を主体としており、堆積は人為的なものか自然的なものかは判

断できない。

炉内部は全体的に還元色を帯びているが、炉壁の基底部は酸化焼土からなっている。炉壁の厚み

は25～ 30cmで周辺に散乱して出土する炉壁片と比べやや脆弱である。

また、遠元層の下位には木炭層が認められる。この木炭層は炉の操業以前に生じたものであると

考えられ、炉構築直前におこなわれた空焚き、あるいは防湿のために敷かれたものであると考えら

れる。また、木炭層の下部には全面ではないが、炉壁付近に酸化焼土が認められる。

前庭部の平面形態は不明瞭であるが、概ね炉壁が途切れる掻き出し口と思われるところから南側

に向け広がつている。埋土は焼土ブッロク層であり、これに炉壁片と流出津が多く含まれている。

遺構の特徴や出土遺物より製鉄工程の炉であると考えられる。

[遺物]SIOlで は炉底から炉内および炉底津が出土した。前庭部の焼土ブロック層からは流出津が出

上した。

SX04(第 31図、写真図版20。 21)

[遺構]谷部に位置する鉄関連遺構である。炉の形態は円形を基調とし、炉壁は南側で途切れる馬蹄

形を呈する。規模は、直径32cm、 深さ数cmのみが残存する。

埋土は地山・焼土・炉壁・炭化物を主体としており、堆積は人為的なものか自然的なものかは判断

できない。

炉内部は全体的に還元色を帯びているが、炉壁の基底部は酸化焼土からなっている。炉底には半

退元状態の砂鉄が 2cmの厚みをもって広がっており、この砂鉄直下には硬質の還元焼土面が認めら

れる。また、退元層の下位には木炭層が認められる。この木炭層は炉の操業以前に生じたものであ

ると考えられ、炉構築直前におこなわれた空焚き、あるいは防湿のために敷かれたものであると考

えられる。

炉の南には前庭部が広がり、流出津が多量に出上した。前庭部は東西方向に長い楕円形の平面形

態を呈し、炉壁・焼土の混在した埋土の広がりで確認、検出した。この埋土は数cmの厚みで存在し、

この層直下では多量の流出淳を検出した。これらは平面的に概観すると砂粒が付着している裏面の

ものと付着していないきれいな表面のものが認められ、裏面が上向きになっているものを除去する

と下から流出方向などを示す良好な状態で検出できた。しかし、炉からの連続性は認められず、炉

から30cmあ まり断絶している。したがって、この前庭部と多量の流出津は、先述した炉本体と直接

関わらない炉の前庭部である可能性も考えられる。また、炉底から流出津を検出した前庭部に向け

ての斜度もあまりなく、多量の流出淳層の下部にも焼土プロック層や流出津を伴う落ち込みが存在

することからも検出した炉本体と多量の流出淳層との関連性はより希薄である。結論として、この

前庭部に伴う炉は、削平されて検出できなかったと考えざるを得ない。
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1 選元焼土 (砂鉄潟じる)
2 炭化物層 (焼土Bた混じる)
3.酸化焼上

Ⅳ 調査成果
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4 北区の調査成果

遺構の特徴や出土遺物より製鉄工程の炉であると考えられる。

[遺物]砂鉄、半退元砂鉄塊、炉底塊、炉内淳、流出淳を中心として鉄淳類が多く出土した。

SX06(第 32図、写真図版24)

[遺構]谷部に位置する鉄関連遺構である。炉の形態は円形を基調とし、炉壁は南側で途切れる馬蹄
形を呈する。規模は、直径44cm、 深さ5 cmである。

炉内の埋土は、堆積 している土壊はほとんどみられなく、崩壊 した炉壁片で埋め尽 くされている。

また、前庭部は炉壁や焼土ブロック混じりのシルトが認められる。

炉内部底面はやや九みを帯び、奥側は還元色を帯びている。炉内は全保的に硬質に焼き締まって

おり、炉壁は底面から高さ約 5 cm残存 している。また、還元層の下位には木炭層が認められる。こ

の木炭層は炉の操業以前に生じたものであると考えられ、炉構築直前におこなわれた空焚き、ある

いは防湿のために敷かれたものであると考えられる。

前庭部は不定な楕円形を呈し、流出淳が多く含まれる。

遺構の特徴や出土遺物より製鉄工程の炉であると考えられる。

[遺物]炉内では炉壁片が多く出上し、前庭部で流出津を鉄津類が多く出上した。前庭部埋土最上層
では鍛冶工程で生じる鍛造剥片も多く認められた。

SX08(写真図版25)

[遺構]谷部に位置する鉄関連遺構である。炉の形態は円形を基調とし、炉壁は南側で途切れる馬蹄

形を呈する。規模は、直径35cm、 深さ数cmのみが残存する。

遺構検出時に炉底が露出しており、炉本体には埋土と呼ぶことができる堆積層は認められない。

炉内部は全体的に強い還元色を帯びているが、炉壁の基底部は酸化焼土からなっている。また、

還元層の下位には木炭層が認められる。この木炭層は空焚きあるいは防湿のために敷かれたもので

あると考えられる。

前庭部は他の炉と異なり、西狽1に開口し、南北に長い楕円形を呈し広がっている。

[遺物]流出淳を中心に鉄淳類が多く出上した。

SXll(第 32図、写真図版22・ 23)

[遺構]谷部に位置する鉄関連遺構である。炉の形態は円形を基調とし、炉壁は南側で途切れる馬蹄

形を呈する。規模は、直径34cm、 3 cmの みが残存する。炉底は全体的に退元色を帯びているが、炉

壁の基底部は酸化焼土からなっている。また、還元層の下位には木炭層が認められる。この木炭層

は空焚きあるいは防湿のために敷かれたものであると考えられる。

[遺物]前庭部からは様々な鉄津類が出土した。

SX03(第 34・ 35図、写真図版24)

[遺構]谷部沢側斜面に形成された廃淳場である。規模は東西約16m、 南北約 8mの規模で、等高線

に沿って形成されている。深さは、斜面下方ほど厚い堆積が確認されるが、現在の沢水面下にまで

及ぶため斜面下方最下層までの掘削は行っていない。包含されている廃淳層には粗密が認められ、

概ね炉群に近い北西側において堆積が厚みを持ち、鉄淳の密度が高い。一方、製鉄関連の炉が少な

い東側は堆積も薄く、鉄津の密度が低い。
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Ⅳ 調査成果

1 10YR3/1黒 褐色ンル ト (炭化物含む)bは 焼土BL多量に混 じる
2 還元焼土 (砂鉄 を多く含む)
3 10YR2/2黒 褐色シル ト (粗粒砂・炭化物含む)
4 酸化焼土
5 10YR3/2黒 掲色ンル ト (炭化物・焼土BL含む)
6 流出滓 (原位置ではないもの)           8 10YR4/3に ぶい黄褐色シル ト

7 流出滓 (原位置であるものも多い)         9 10YR4/1褐 灰色シル ト

鋳:31[コ  SX04
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4 北区の調査成果
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Ⅳ 調査成果

[遺物]多量の鉄淳・炉壁片などが出土した。

(2)出 土 遺 物
輔羽回 (第 36～ 40図、写真図版35～ 37)

北区では鉄関連遺構を中心に総重量3,650.3gの輔羽口が出上した。そのうち28点 (301～ 328)に

ついて掲載した。大半が、SX03よ り出上したものである。いずれも円筒形を呈し、胎土には砂粒や

細かな繊維を多く含む。外面は先端部から順にガラス化、津化、退元化が認められる。淳化部分は

発泡した状態で固化しているものや錆化した状態のものも存在する。円筒の内面はいずれも滑らか

に仕上げられているが、外面には器面調整の痕跡や察のようなものの圧痕がみられる。大半が復元

値であるが、外径は6.8～ 9.2cm、 内径は2.4～ 3 7cmま での個体がある。外径が最大のものと最小の

ものの差は2.4cmであり、内径は外径に比べ、最大と最小のものの差が1.3cmと 小さい傾向である。

筒内部に滓の流れ込みによって孔詰まりしている個体も存在する。

鉄製品 (第41図、写真図版38)

北区では鉄関連遺構を中心に鉄製品が出上した。そのうち9点 (205～ 212)について掲載した。

205～ 210はいずれもSX03よ り出上した。205は断面方形の棒状を呈する。完形ではないため器種は

不明であるが、鉄鏃の基部である可能性も考えられる。206は断面円～方形の棒状を呈する。完形で

はないため器種は不明であるが、形状等より紡錘車の軸棒などの製品である可能性が考えられる。

207は A・ Bが結合した状態であった。本来同一個体であるか別個体であるか不明であるが、形状や

接点が認められないことから別個体である可能性が高い。208は板状の鉄製品である。側面から見る

と、「 9」 の字形に九く曲げられている。九められていない方の先端はやや厚みを減じている。用途

は不明である。209は断面長方形を呈する器種不明鉄製品である。2101よ SXllの炉体を検出中に出土

した藝あるいは楔と考えられる鉄製品である。全体的に重量感があり、先端に向け厚みを減じている。

やや磁力を帯びており、金属に磁着する。211は SXllの炉底部より出土した板状の鉄製品である。工

具などの基部が想定されるが器種は不明である。212は北側谷部検出面で出上した鉄釘である。断面

方形を呈し、東部は折り曲げによって成形されている。

炉壁 (写真図版39～ 42)

北区では鉄関連遺構を中心に総重量2,586gの 炉壁が出土した。そのうち39点 (332～ 370)について

写真と表のみ掲載した。炉壁の大半はSX06の炉内に崩れたような状態で出上した個体群がもっとも

遺存状態が良好である。また、SX03で は鉄淳とともに廃棄されたと思われる状態で出上したが、出

土傾向に偏りはみられない。これら廃淳場より出上した炉壁は全体的に細かな破片となっており復

元は困難である。しかし、いずれもスサと花商岩起源の砂粒を混和材として使用しており、その他

の物質は視認できない。細かな鉄淳を混和材として利用した痕跡も皆無である。また、炉壁の構築

芯材としての木舞等の痕跡もみられない。砂鉄が半還元状態で炉壁内部に付着する個体も多く見受

けられ、多くが製錬工程の炉壁であると想定される。

鉄滓 (第42～ 44図、写真図版43～ 46)

北区では鉄関連遺構を中心に総重量813,454,6gの鉄津が出土した。そのうち16点 (401～ 416)に

ついて掲載した。
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4 北区の調査成果
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Ⅳ 調査成果
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4 北区の調査成果
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Ⅳ 調査成果

401はSX04前庭部で出上した流出津の 1単位である。幾条にも筋状に流れ出た状態で冷え固まった

流出淳のまとまりであり、製鉄炉からの流出状況が顕著に表れている。この流出淳は、炉に近い側

の流出単位は大きく、炉から離れた側の流出単位は小さくなっている。一部で赤みが差す箇所もみ

られるが、全体的に青黒い色調を呈し、表面は光沢を帯び滑らかである。底面には砂や焼上が付着

しており、このことから地上を直接流れたものと推察される。この流出淳の 1単位は、比較的スムー

ズに流れ出たためか表面の起伏や複雑な淳流動は認められない。また、直線的に流動し、左右への

広がりは小さい。402は 401と 同様に、SX04前庭部で出土した流出津の 1単位である。幾条にも筋状

に流れ出た状態で冷え固まった流出津のまとまりであり、製鉄炉からの流出状況が顕著に表れてい

る。この流出津も、炉に近い側の流出単位は大きく、炉から離れた側の流出単位は小さくなってい

る。一部で赤みが差す箇所もみられるが、全体的に青黒い色調を呈し、表面は光沢を帯び滑らかで

ある。底面には砂や焼土が付着しており、このことから地上を直接流れたものと推察される。401よ

りも左右に広がりが大きい点で401と は異なる。403・ 406'407は いずれも流出溝津である。403は扁

平な板状の流出津であり、表面はゆつくりと流れながら冷え固まったとみられる級がいくつもみら

れる。また、裏面は表面とは異なり、砂粒などが多く付着しており地面を直接流れた特徴がみられる。

鉄分はほとんど無いようで、どこにも錆はみられない。一方、407は断面形状が403よ り蒲鉾状になっ

ており、溝の形状を明瞭に示している。406は比較的大きな溝淳である。断面形状はより蒲鉾状になっ

ており、流出した単位が幾重にも重なってできている。先述した401や 402な どの流出淳の基部、す

なわち炉体に近い側の淳であろうかと思われる。404は′鳥の足状鉄津であると考えられる。上下方向

により立体的に垂れ下がつた形状を呈する。ほぼチタンで構成されるようで、鉄分は少ない。408～

411はいずれも流出孔滓である。412は椀形滓である。断面は炉底の形状を示している。416は炉底塊

である。413～ 415はいずれも本書でコア淳としたものである。小割りされたような大きさと形状を

呈する。部分的に鉄分が認められる。

その他 (第45図、写真図版34。 35)

北区では鉄関連遺物以外の遺物もわずかながら出土した。遺物はそのうち16点 (64～ 72,109～

113。 201・ 202)について掲載した。ここに掲載した遺物は、時代および種別とも多岐にわたる内容

である。

64は弥生土器台付鉢の鉢部である。内面は丁寧にミガキ調整が施され、外面は沈線により文様区

画がなされている。口唇部内面には 1条の沈線がみられる。65は縄文土器片である。口縁部には沈

線と内外面ともに貼り付けの帯状突起が施されている。66は弥生土器壼の破片であると考えられる。

器壁は薄く、外面には沈線と連続刺突文が認められ、口唇部にも縄文原体の圧痕文が施されている。

また、焼成後の穿孔が1箇所認められる。67も 縄文時代晩期～弥生土器精製器種の口縁部である。内

外面ともに沈線が認められ、タト面には刺突文が認められる。68は縄文土器体部片である。外面には

網目縄文が認められる。70は弥生土器小形精製器種の底部である。69は縄文土器底部片である。71

は相馬焼碗の底部である。高台が付けられ、緑色の飴状の釉が内外面に認められる。72は麦酒瓶で

ある。大日本麦酒製のものである。201・ 202はいずれも寛永通宝である。201は銭文から古寛永、

202は銭文から新寛永であると考えられる。109'111'112は石鏃である。110は磨製石斧の破片であ

ると考えられる。1131よ磨製石斧である。刃部は欠損している。
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(3)小結

北区では谷部で鉄関連炉を8基検出した。いずれも製錬工程に伴う遺構であると考えられ、これ

らに伴って出土する鉄津が製錬工程で生じる鉄津が主であることからも明らかである。しかし、鍛

造剥片や一部鍛冶工程で生じる鉄津と思われるものも存在することから、すでに失われた鍛冶炉が

周辺に存在する可能性もある。

谷部の沢に近い地点には、廃淳場が形成されており、多量の鉄津、炉壁などが累々と検出された。

これらは、大半が製錬工程で生じる流出淳を主体としており、谷部の平坦面で行われた製錬工程で

生じたものを廃棄した結果であると推測される。

これら鉄生産に関する遺構・遺物は、土器類を伴わないため時期不明であるが、炉の形態などから

古代～中世初頭までの所産であると推察される。
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V 自然科学的分析

1 放射性炭素年代測定結果 (AMS測定 )

(1)遺 跡 の 位 置

賽の神Ⅲ遺跡は、岩手県宮古市大字金浜 (北緯39° 35ア 47″、東経141° 56′ 18〃 )|こ所在する。

(2)測 定対 象 試料

測定対象試料は、SX04B退元焼土直上から出上した木炭 (1:IAAA-73■ 7)、 SX102周辺鉄淳包含

層から出上した木炭 (2:IAAA-73118)、 SX01検出面から出土した木災 (3:IAAA-73119)、 SXll

埋土中から出土した木炭 (4:IAAA-73120)、 SX04前 庭部焼土B.L層直下から出土した木炭 (5:

IAAA-73121)、 SX03・ 4AのA層直上層から出上した木炭 (6:IAAA-73122)、 SX03・ 2B埋土から出

土した木炭 (7:IAAA-73123)、 合計7点である。

(3)測 定 の 意 義

遺構の時期を特定したい。

(4)化 学 処 理工 程

1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除く。

最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性になるま

で希釈する。アルカリ処理では0001～ lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間

処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を

用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃で乾燥する。希釈の際には、

遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅lgと共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で30分、850℃で2時間加熱する。

4)液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を

精製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイトを作

製する。

6)グラフアイトを内径lmmの カソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加

速器に装着し測定する。

(5)測 定 方 法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとした14C―AMS専用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を

使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。

この標準試料とバックグラウンド試料の測定も同時に実施する。また、加速器により
BC/レCの測定

も同時に行う。
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1 放射性炭素年代淑1定結果 (AMS測定)

(6)算 出 方 法

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用した。

2)HC年代 (Libby Age i yrBP)イ よ、過去の大気中墜C濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ ttCに よって補正された値である。

3)付記した誤差は、複数回の測定値についてχ2検定が行われ、測定値が1つの母集団とみなせる場
合には測定値の統計誤差から求めた値、みなせない場合には標準誤差から求めた値が用いられ

る。

4)∂ 略Cの値は、通常は質量分析計を用いて測定されるが、AMS測定の場合に同時に測定されるδ
略Cの値を用いることもある。δ ttC補正をしない場合の同位体比および年代値も参考に掲載する。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ;パーミル)で表した。

δ14c=[(14AS-14AR)/14AR]× 1000   (1)

δ13c=[(13AS-13APDB)/13APDB]X1000 (2)

ここで、14AS i試料炭素のHC濃度 :T4c/ワc)Sま たは∫4c/憾c)s
MAR:標準現代炭素のИC濃度 :(HC/ワC)Rま たはT4c/博c)R

δ ttCは、質量分析計を用いて試料炭素の13c濃度 (略AS=1℃′2c)を測定し、PDB(白亜紀
のベレムナイト類の化石)の値を基準として、それからのずれを計算した。但し、加速器によ

り測定中に同時におCオ2cを測定し、標準試料の測定値との比較から算出したδおCを用いること

もある。この場合には表中に (加速器)と注記する。

5)△ 望Cは、試料炭素がδ EC=-25,0(%。)であるとしたときのMC濃度 (ИAN)に換算した上で

計算した値である。(1)式のHC濃度を、δ ttCの測定値をもとに次式のように換算する。
14AN=14AS×

(0.975/(1+δ
13c/1000))2(14ASと して14c/12cを使用するとき)

または

=14AS× (0,975/(1+δ 13c/1000))(14ASと して14c/13cを使用するとき)

△14c=[(14AN-14AR)/14AR]× 1000(%。 )

貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料については、海洋中の放射性庚素濃度が大気の

炭酸ガス中の濃度と異なるため、同位体補正のみを行った年代値は実際の年代との差が大きく

なる。多 くの場合、同位体補正をしないδ
望
CIこ相当するBP年代値が比較的よくその貝と同一時

代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一致する。

6)pMC(percent Modern Carbon)は 、現代炭素に対する試料炭素の14C濃度の割合を示す表記であ

り、△14cと の関係は次のようになる。

△14c=(p�IC//100-1)× 1000(%。 )

pMC=Δ HC/10+100(%)

国際的な取り決めにより、この△HCあるいはpMCに より、HC年代が次のように計算される。

T= -8033 × in [(△ 14c//1000)+1]

= -8033 × in (p�[C//100)

7)HC年代値 と誤差は,1桁目を四捨五入 して10年単位で表示 される。

8)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料の14c濃度を元に描かれた較正曲線 と照 らし合わせ、過去
のИC濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、単C年代に対応する

較正曲線上の暦年代範囲であ り、1標準偏差 (lσ =68.20/O)あ るいは2標準偏差 (2σ =95.40/O)

で表示 される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁 を四捨五入 しない
HC年
代値であ
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V 自然科学的分析

る。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積によつて更新される。また、プログ

ラムの種類によつても結果が異なるため、年代の活用にあたってはその種類とバージヨンを確認

する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa104データベース (Reimer et a1 2004)

を用い、OxCalv3.10較正プログラム (Bronk Ransey1995 Bronk Ransey 2001 Bronk Rarnsey,

van der Plicht and Weninger2001)を使用した。

(7)測 定 結 果
14c年
代 は、SX04B退元焼土直上の木え (1:IAA大‐73117)が910± 30yrBP、 SX102周 辺鉄淳包

含層の木炭 (2:IAAA‐73118)が1240± 80yrBP、 SX01検 出面の木炭 (3:IAAA-73119)が990±

30yrBP、 SXll埋土中の木炭 (4:IAAA-73120)が 1040± 30yrBP、 SX04前庭部焼土B.L層直下の木炭 (5:

IAAA-73121)が 970± 30yrBP、 SX03・ 4AのA層直上層の木炭 (6:IAAA‐ 73122)が 870± 40yrBP、

SX03・ 2B埋上の木炭 (7:IAAA-73123)が 1100± 30yrBPで ある。

暦年較正年代 (lσ )は、1が1040～ 1100AD(40。1%)。 1110～ 1170AD(28.1%)、 2が680～ 810AD

(68.2%)、 3が 1010～ 1050AD(41.4%)・ 1090～ 1120AD(21.3%)・ 1140～ 1150AD(5.50/O)、 4が985～

1025AD(68.2%)、 5が 1020～ 1050AD(28.3%)。 1080～ 1150貪 D(39.9%)、 6が1050～ 1080AD(113%)・

1150～ 1220AD(56.9%)、 7が895～ 925AD(25.50/0)。 935～ 985AD142.7%)で ある。

試料の炭素含有率は十分であり、化学処理および浪1定内容にも問題が無いことから妥当な年代 と

考えられる。
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1 放射性炭素年代測定結果 (AMS測定)

IAA

IAA Code No 試 料 ,P年代および史奮の日住体比

lAAA 73117

42247-1

式料採取場所 :賽の神Ш遺跡

式料形態 : 木炭
式料鬼 (碁暑う :1

おby Age(rBP)  :  910士  頷
δ ttC(‰ )、 ⑭口速器)=-21.16± 0_m

Δ14c(‰)      = -107.2±  3`
pMC(%)     = 89,28± 03`

(参コ       δおCの補正無し

δ口C(解お)      = -1001±  31
pMC(%)     = 8999± 0引
セe(rBP)     :  850士  割

IAAA 73118

#2247-2

式料採取場所 :賽の神Ⅲ遺跡

式料形態 : 木炭

式料名 (番号):2

EIbby AgetyrBP)  : 1,240±  31

δ BC(‰ )、 働口速器)=-1875± 0.イ

Δ:4c(‰)      = -1435±  31
,MC(%)     = 85.65± 0説

(参考)     δ Ecの補正無し

δ HC(%o)      = -1324±  2X
pMC(%)      = 8676± 02(
へ質e(‐BP〕       :  1140±   3(

lAAA 73119

#2247-3

式料採取場所 :賽の神皿遺跡

式料形態 : 木炭

式料名 (番号):3

Libby AgelTBP) : 990■  3
δ13c(‰ )、 働m碧器)=-2933■ 0,7
Δ14c(察ぉ〉      = -115,8上  31
pMC(%)     = 88,42± 03

(参考)     δ二3Cの補正無し

δ14c(%。 )      = -1236±  2」
pMC(%)      = 8764± 0雰

気ge(ィBP)     : 1,060±  3
lAAA 73120

#2247-4

式料採取場所 :賽の神Ⅲ遺跡

式料形態 : 木炭

式料名(番号):4

昴by Age(yrBP)  : 1,040±  叡
δ laC(‰ )、 (加速器)=ワ 3.02■ 0.招
Δ14c(‰)      = -121.1±  3.ィ

,MC(%)     = 8789± 03`

惨 考)     δいCの補正無し

δ14c(夕誌)      = -1175±  3
pMC(%)      = 8825±  OJ

営ヽo(yrBP)      :  1,000±   31

lAAA 78121

#2247-5

式料採取場所 :賽の神Ⅲ遺跡

式料形態  : 木炭

式料名 C番号):5

れby Ago(yrBP)   :  970■  31

δ nC(‰ )、 (加速器)=ツ 1.40± 0■
Δ14c(‰)     =-1138±  3.′
っMC(0/。)     = 8862± 03′

(参考)     δおCの補正無し

δ14c(‰)     = -1072±  31
pMC(%)     = 8928■ 0&
gヽe(yrBP)     「  910■  3(

lAAA 73122

#2247-6

式料採取場所 :奏の神Ⅲ遺跡

式料形態 : 木炭

式料名 (番号):6

LIbby Age(ytBPl   i  370士  虫
δ ttC(‰ )、 (加速器)=-23.74± Og
△
“
C(‰)      = -102.9±  4.(
pMC(%)     = 89,71± 0,4(

(参考)     δ Ecの補正無し

δ ИC(実お)      = -1006±  3千
pMC(%)     = 8994± 034
敬e(vr8P)     :  850±  31

IAAA 73123

42247-7

武料採取場所 :賽の神Ш遺跡

武料形態 : 木炭

武料名鉛 号):7

臥bby Age(ガ BPl   : 1,100±  3(

δ:3c(察ぉ)、 (加逆勢働 =-1924± 08(

△14c(冥五)     =-1280±  3(

pMC(%)     = 87.20± 0.3(

(参考)     δ Ecの補正無し

δ i4c(男ぉ)      = -1177±  31
pMC(%)     = 8823± 03
へge(yrBP)     : 1,010±  31
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第 46図 放射性炭素データ
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2 賽 の神 Ⅲ遺跡 出土鉄 津等 の分析 調査

11よ じ め に

(財 )岩手県文化振興財団殿から宮古市に所在する賽の神Ⅲ遺跡から出上した鉄関連遺物について、

学術的な記録と今後の調査のための一環として化学成分分析を含む自然科学的観点での調査を依頼

された。調査の観点として、出土鉄津の化学成分分析、外観観察、ミクロ組織観察、X線回折等に基づき、

資料の製造工程上の位置づけおよび始発原料などを中心に調査 した。その結果について報告する。

2 調査項 目および試験 。観察方法

(1)調査項目

調査資料の記号、出土遺構・注記および調査項目を表 1に示す。

(2)調査方法

(i)重量計測、外観観察および金属探知調査

資料重量の計量は電子天秤を使用 して行い、少数点 2位で四捨五入 した。各種試験用試料を採

取する前に、資料のタト観をmm単位まであるスケールを同時に写し込みで撮影した。資料の出上位

置や資料の種別等は提供された資料に準拠 した。

着磁力調査については、直径30mmの リング状フェライ ト磁石を使用 し、6mmを 1単位として

35cmの高さから吊した磁石が動きは始める位置を着磁度として数値で示した。遺物内の残存金属

の有無は金属探知機 (MC i met』 checker)を 用いて調査 した。金属検知にあたっては参照標準

として直径 と高さを等 しくした金属鉄円柱 (1.5mm φx15mmH、 20mmφ x2.OmmH、 5mmφ x

5mmH、 10mm φx10mmH、 16mmφ x16mmH、 20mm φx20mmH、 30mmφ x30mmH)を 使用 し、

これとの対比で金属鉄の大きさを判断した。

(ii)化学成分分析

化学成分分析は鉄銅に関するJIS分 析法に準じて行っている。
・ 全鉄 (T Fe):三塩化チタン退元一ニクロム酸カリウム滴定法。

,金 属鉄(M Fe):臭素メタノール分解―EDTA滴定法。
・ 酸化第一鉄(FeO):ニクロム酸カリウム滴定法。

・ 酸化第二鉄(Fe2031 i計 算。 ・化合水(CoW):カ ールフィッシャー法。
・ 炭素(C)、 イオウ(S):燃焼―赤外線吸収法。

・ ライム(CaO)、 酸化マグネシウム(MgO)、 酸化マンガン(MnO)、 酸化ナトリウム(Na20)、

珪素(Si)、 マンガン(Mn)、 リン(P)、 銅(Cu)、 ニツケル(Ni)、 コバル ト (Co)、 アルミニウム(Al)

バナジウム(V)、 チタン(Ti):ICP発光分光分析法。

・ シリカ(Si02)、 アルミナ(A1203)、 酸化カルシウム(CaO)、 酸化マグネシウム(MgO)、

二酸化チタン(Ti02)、 酸化リン(P2051、 酸化カリウム(K20):ガ ラスビード蛍光X線分析法。

但 しCao,MgO,MnOは含有量に応 じてICP分析法またはガラスビー ド蛍光X線分析法を選択。
・ 酸化ナトリウム(Na20):原子吸光法。

なお、鉄淳中成分は、18成分 (全鉄T,Fe、 金属鉄M.Fe、 酸化第一鉄FeO、 酸化第二鉄Fe203、

シリカSi02、 アルミナA1208、 ライムCaO、 マグネシアMgO、 酸化ナトリウムNa20、 酸化カリ

ウムK20、 二酸化チタンTi02、 酸化マンガンMnO、 酸化リンP205、 コバルトCo、 化合水C.W.、
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V 自然科学的分析

炭素C、 ヴァナジウムV、 銅Cu)を化学分析 している。分析は各元素について分析 し、酸化物に

換算 して表示 している。

鉄製品中成分の化学分析は、13成分 (炭素C、 シリコンSi、 マンガンMn、 リンP、 イオウS、

銅Cu、 ニッケルNi、 コバル トCo、 アルミニウムAl、 ヴァナジウムV、 チタンTi、 カルシウム

Ca、 マグネシウムMg)を化学分析 している。

(i� )顕微鏡組織観察

資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上げ)する。金属

鉄はナイタール (50/O硝酸アルコール液)で、鍛造剥片は王水でそれぞれ腐食後、顕微鏡で観察

しながら代表的な断面組織を拡大 して写真撮影し、顕微鏡組織および介在物 (不純物、非金属

鉱物)の存在状態等から製鉄・鍛冶工程の加工状況や材質を判断する。原則として100倍および

400倍 で撮影を行う。必要に応 じて実体顕微鏡 (5倍～ 20倍)に よる観察も行う。

(iv)X線回折測定

試料を粉砕 して板状に成形 し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に

応 じて、それぞれに固有な反射 (回折)さ れた特性X線を検出 (回折)で きることを利用して、

試料中の未知の化合物を同定することができる。多 くの種類の結晶についての標準データが整

備されており、ほとんどの化合物が同定される。

測定装置 理学電気株式会社製 ロータフレックス (RU‐300型 )
測定条件

① 使用Xtt            Cu― Kα (波長=1.54178A)

②  Kβ線の除去          グラフアイト単結晶モノクロメーター

③ 管電圧・管電流         55kV・ 250mA
④  スキャニング・スピード     4.0° /min
⑤  サンプリング・インターバル   0.020°
③ D.S.ス リット          1°
⑦  R.S.ス リット            0.15mm
③  S.S.ス リット             1°
③ 検出器             シンテレーション・カウンター

3 調査結果および考察

調査資料と調査項目を12頁の表1に、13～ 14頁の表2～表5に資料の化学成分分析結果を、14頁の

表6に X線回折結果を、それぞれ示した。金資料の外観写真は20～ 24頁 に、鉄淳、金属の顕微鏡組

織は25～ 30頁に、X線回折チャートは31～ 36頁に示した。鉱物組織の英文、化学式は一括して5.参

考に示した。

各資料の調査結果をまとめて最も確からしい推定結果を最後にまとめた。

資料番号No.1 粒状滓

外観観察 :通常の外観写真と20倍に拡大した外観写真を20頁に示す。分析資料は3個選んだ。No.1-1

は黒色光沢、気孔ありで磁着がない、No.1-2は黒色、光沢なし、気孔多数で微磁着、No.1-3は淡青灰色、

光沢なし、気孔なしで微磁着である。

顕微鏡組織 :3種類の粒状津断面の顕微鏡写真を25頁に示した。No.1-1お よびNo.1-2ではマグネタイ
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卜(Magnetite:Fe304)、 その背後に成長した短冊状ファイヤライト(Fttalite:2FeO・ Si02)組織が観

察される。Nol-3は 粘土組織である。

以上より、本資料は鍛錬鍛冶工程の比較的初期の段階で生成した粒状淳と思われる。

資料番号No.2 鍛造剥片

外観観察 :通常の外観写真と20倍 に拡大 した外観写真を20頁 に示す。分析資料は3個選んだ。全て強

磁着。No.2-1は表面が青黒色光沢ありで、裏面は茶褐色凹凸で光沢がなく、気孔もない、No.2-2は両

面とも黒褐色でやや光沢があり、少し気孔もある。No.2-3は表面が青黒色で光沢があるが、裏面は茶

褐色で光沢がない。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を25～ 26頁に示す。いずれの資料 も王水腐食による鉄酸化膜の 3層構

造が確認できた。外層はヘマタイト(Hematite i Fe203)の 微厚白色が辛うじて認められ、中間層はやや

黄色のマグネタイト(Magneitei Fe304)、これより内層はウスタイト(Wusite i FeO)組 織となっている。

以上より、本資料は鍛錬鍛冶の中期以降に生成した鍛造剥片と思われる。

資料番号No.3 砂鉄

外観観察 :通常の外観写真と拡大 した外観写真を21頁 に示す。水洗 し、比重分別により大まかな不

純物を除去した砂鉄で褐色を帯びている。lmm以上の大きな粒子は指で容易につぶれる擬似粒子で

ある。100倍の拡大写真に見られるように黒色でつやがあり粒径は100μ 前後で、粒子には壁開の表

面性状のものも見られる。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を26頁 に示す。粒子内には多 くの気孔が観察される。チタン鉄鉱と磁

鉄鉱とが固溶体になり格子状の微細な模様を呈するウイッドマンステッテン組織(Widmanstatten

Structure)は観察されていない。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チャー トを31頁に示す。マグネタイト(Magnetite:Fe304)の 回折線が

高強度で、ヘマタイト(Hematitα Fe203)、 アノーサイト(Anorthitei CaA12Si208)の 回折線も認められる。

化学成分 :分析結果を13頁 の表2に示 した。比較のため、宮古市内の島田工遺跡と山口館跡で採取

された砂鉄の分析値を併記 した。磁選効果と思われるが全鉄は67.50/Oと 高 く、FeOは 22.00/O、 Fe203

は72.10/O、 Fe203と FeOの比率は77:23である。同じく磁選効果と思われるが代表的な不純物である

Si02は 1.80/0と 比較的少ない。Ti02含有量は0.980/0と 低 く、上質な砂鉄と推察される。砂鉄の品質を

検討するために化学成分間(酸化チタン、全鉄、酸化マンガン)の関係を18～ 19頁の図6～図7に示 した。

図6に Ti02と T.Feの関係を示す。高品位砂鉄である中国地方の真砂砂鉄、および島田I遺跡とほぼ

同様にT.Feの高い高品位砂鉄である。図7はMnOと Tio2と の関係を示す図であるが、中国地方の真

砂砂鉄とほぼ同じ位置にある。

粒度測定 :磁着分の砂鉄の粒度分布を13頁の表3に示す。lmm以上の粒子は0.80/Oで 、0.2mm前後に

粒子径がほぼそろっており、算術平均粒径で262μ mである。

以上より、本資料は中国地方の真砂砂鉄とほぼ同様にT Feの高い高品位砂鉄である。

資料番号No.4 流出滓、着磁度 :2、 メタル反応 :な し

外観観察 :長 さ107.9mm× 幅898 mm× 厚さ34.9mm。 資料の重量は4325gである。外観写真を21頁 に

示す。2cm幅位の流動単位が8条以上重なった流出淳の先端片である①破面は上流側に1面のみである。

上面は流動単位が重なり、一部に流出溝の破礫を巻き込んでいる。色調は黒色である。水蒸気の発生
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によるものか、下面は5mm大以下に泡立ち、流出溝の床の砂礫が噛み込んでいる。破面でみるとよく

流動しており、中央より下部は発泡しているが、上側は気泡もなく、緻密である。全体的に均質である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を26頁に示した。多角形結晶ウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)、

繭玉状のウスタイト(WustittFeO)、 その背後には短冊状のフアイヤライト(Fayalitei2FeO oSi02)が観

察される。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チヤートを31頁に示す。ウルボスピネル (UlvoSpine12FeO o Ti02)

の回折線が高強度に、ファイヤライ ト(Fayalitα2FeO・ Si02)の 回折線が中強度に、ウスタイ ト

(WuStite:FeO)の 回折線が弱強度に認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示した。全鉄48.1%に対して金属鉄は0.330/Oである。FeOは 54.70/O、

Fe203は 7.51%、 Si02は 17.90/0、 Ti02は 5,61%で あり始発原料は砂鉄とみられる。FeOn‐Si02-Ti02の 3

成分系に換算するとFeOnは 72.570/0、 Si02は 20.88%、 Ti021ま 6.550/0と なり16頁のFeOnSi02-Ti02系 の

平衡状態図ではウルボスピネル (UlvoSpine12FeO・ Ti02)、 フアイヤライト(Fayalitα 2FeO・ Si02)お よ

びウスタイト(WustitαFeO)の境界領域にあり顕微鏡観察結果と一致する。17～ 18頁に示す図3、 4、 5

は津の成分的特徴から製鉄工程の生成位等を検討する図である。これら図における位置関係、後述の

図8、 および出土場所などを考慮すると本資料は製錬淳と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬津 (流出淳)と思われる。

資料番号No.5 流出滓、着磁度 :<1、 メタル反応 :な し

外観観察 :長さ72.4mm× 幅33.2 mm× 厚さ29.9mm。 資料の重量は106.6gである。外観写真を21頁に

示す。直径が30～ 33mm位の九棒状の流出孔淳である。上流と下流側が破面で、上流側は2段に割れ、

下流側は流れ方向に削るように段差がつき割れている。全周にわたり、最大3mm位 までの砂が噛み

込んでおり孔の中で固まったことを示している。茶色の銹染みが数ヶ所認められるが、色調は銹の

影響で赤茶色を帯びた黒色である。本来は黒色である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を27頁に示した。多角形結晶ウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)、

繭玉状のウスタイト(Wustitα FeO)、 その背面には短冊状のファイヤライト(Fayalitα2FeO oSi02)が観

察される。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チヤートを32頁に示す。ウルボスピネル (UlvoSpineと 2FeO・ Ti02)

の回折線が高強度に、フアイヤライ ト(Fayalite2FeO・ Si02)の 回折線が中強度に、ウスタイ ト

(WuSitα FeO)の 回折線もわずかに認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表引こ示した。全鉄47.20/0に 対して金属鉄は0290/0と わずかである。FeO

は55.20/0、 Fe203は 5,720/0、 Si02は 20.9%、 Ti02は 4460/Oであり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn Si02-

Ti02の 3成分系に換算するとFeOnは7060%、 Si02は 24.230/O、 Ti02は5.17%と なり16頁のFeOn Si02-Ti

02系の平衡状態図ではウルボスピネル (UlvOSpine12FeO o Ti02)と フアイヤライト(Fayalite2FeO・ Si02)

の境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。17～ 18頁の図3、 4、 5とこ

おける本資料の位置関係、後述の図8、 および出土場所などを考慮すると本資料は製錬津と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬津 (流出津)と思われる。

資料番号No.6 製錬滓、着磁度 :<1、 メタル反応 :な し

外観観察 :長さ73.9mm× 幅614 mm× 厚さ51.4mm。 資料の重量は306.5gで ある。外観写真を22頁に

示す。扇形をした破片で、破面は扇の両面と中心側の3面である。上面は非常に平滑で良好に溶融し
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ていたことを示す。下面は小さな気泡で覆われている。淳そのものは黒色だが、銹が染み側面は茶

色を呈する。側面で見ると非常によく溶け、中央から下には全く気泡がみられず、中央よりやや上

に大きな気泡があり、それより上側では小さな気泡が多い。よく溶融しており製錬津と思われる。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を27頁に示した。繭玉状のウスタイト(WustiteiFeO)、 多角形結晶ウル

ボスピネル (UlvoSpine12FeO・ Ti02)、 その背面には短冊状のファイヤライト(Fayali俺 2FeO oSi02)

が観察される。

X線回折 :結果を14頁の表61こ、チャートを32頁に示す。ウスタイト(WuStitα FeO)の 回折線が高強度

に、ウルボスピネル (UlvoSpine12FeO・ Ti02)と ファイヤライト(Fayalite i 2FeO・ Si02)の 回折線が

中強度に現れ主要鉱物相は顕微鏡組織と一致している。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示した。全鉄54.20/Oに対して金属鉄は0.220/0と わずかである。FeO

は61.70/O、 Fe203は 8.61%、 Si02は 14.7%、 Ti02は 3.620/Oであり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn‐

Si02-Ti02の 3成分系に換算するとFeOnは 79。330/0、 Si02は 16.590/O、 Ti02は4.08%と なり16頁のFeOn‐

Si02-Ti02系の平衡状態図ではウスタイト(WuSitα FeO)と ウルボスピネル (UlvoSpine12FeO o Ti02)の

境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。17～ 18頁の図3、 4、 5に

おける本資料の位置関係、後述の図8、 および出土場所などを考慮すると本資料は製錬淳と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬淳と思われる。

資料番号No.7 炉内滓、着磁度 :<1、 メタル反応 :な し

外観観察 :長さ64.8mm× 幅35,8mm× 厚さ18.8mm。 資料の重量は73.4gである。外観写真を22頁に示す。

厚手の皿が割れたような不整四角形の淳片である。上面は滑らかで、中央側がやや皿状に窪んでいる。

断面でみると中央が厚く、外側が薄い。下面は小さな凹凸があり白色の石英粒が多数噛み込んでいる。

気泡などは極めて少なく、緻密な淳である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を27頁に示した。多角形結晶ウルボスピネル(UlvoSphe12FeO・ Ti021、 繭

玉状ウスタイト(Wustite:FeO)、 その背面に短冊状のファイヤライト(Fayalite2FeOoSi021が 観察される。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チャートを33頁 に示す。ウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)

の回折線が高強度に、ファイヤライ ト(Fayalite2FeO oSi02)の 回折線が中強度に、ウスタイ ト

(Wusitα FeO)の 回折線もわずかに認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示した。全鉄49.8%に対して金属鉄は0.830/0である。FeOは 56.8%、

Fe203は 6.17%、 Si02は 18,4%、 Ti02は5200/Oであり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn‐Si02-Ti02の

3成分系に換算するとFeOnは 72.75%、 Si02は2125%、 Ti02は 6000/Oと なり16頁のFeOn‐Si02-Ti02系

の平衡状態図ではウルボスピネル (UlvoSpine12FeO・ Ti02)、 ファイヤライト(Fayalitα 2FeO'Si02)お

よびウスタイト(WuStitα FeO)の境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一

致する。17～ 18頁の図3、 4、 5における本資料の位置関係、後述の図8、 および出上場所などを考慮

すると本資料は製錬淳と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬淳 (炉内津)と 思われる。

資料番号No.8 流出滓、着磁度 :1、 メタル反応 :な し

外観観察 :長さ59.Omm× 幅42.5mm× 厚さ15.6mm。 資料の重量は77.2gである。外観写真を22頁に示す。

扁平な不整五角形の黒褐色を呈する流出淳で、破面は3である。破面はいずれも緻密であるが、長辺

の破面には5mm大のガス子しが2個観察される。上面はよく溶融していて平滑でしわが一つある。下面
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側は砂礫が付着し、少しザラザラした感じである。着磁度は1でメタル反応はない。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を27頁 に示 した。多角形結晶ウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)、

その背面に短冊状のフアイヤライト(Fayalitα2FeO・ Si02)が観察され、メタル粒も散見される。

X線回折 :結果を14頁の表61こ、チャー トを33頁 に示す。ウルボスピネル(UlvoSpineと 2FeO・ Ti02)の

回折線が最高強度に、フアイヤライ ト(Fayalitα2FeO oSi02)の 回折線が中強度に、石英(Si02)の 回折

線もわずかに認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表41こ示 した。全鉄36.80/0に対 して金属鉄は0.400/Oと わずかである。FeO

は4590/O、 Fe203は 1.030/O、 Si02は 26.30/O、 Ti02は7.64%であ り始発原料 は砂鉄 と見 られる。FeOn―

Si02-Ti02の3成 分系 に換算す る とFeOnは 58.03%、 Si02は 32.520/O、 Ti021よ 9.450/0と な り16頁 の

FeOn― Si02‐Ti02系 の平衡状態図ではウルボス ピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)と ファイヤライ ト

(Fayalite2FeO oSi02)の 境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。

17～ 18頁の図3、 4、 51こ おける本資料の位置関係、後述の図8、 および出上場所などを考慮すると本

資料は製錬淳と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬津 (流出津)と思われる。

資料番号No.9 流出滓、着磁度 :1、 メタル反応 :な し

外観観察 :長さ48.5mm× 幅32.2mm× 厚さ23.9mm。 資料の重量は53.6gである。外観写真を22頁に示す。

黒褐色で九みを帯び、表面が平滑な流出淳の小塊である。下部には鳥の足のように見える突起が2本

存在する。破面はこの足部の片方のみで、全体によく溶融 しており緻密で重量感がある。上面側は

平滑であるが下面側には窪みがあリー部に砂礫が付着している。着磁度は1でメタル反応はない。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を28頁 に示 した。多角形結晶ウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)、

繭玉状のウスタイ ト(Wustite:FeO)、 その背面に短冊状のファイヤライト(Fayalite2FeO・ Si02)が観察

され、メタル粒 も散見される。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チヤー トを34頁 に示す。ウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)の 回

折線が最高強度に、ウスタイト(WustiteiFeO)の回折線が高強度に、ファイヤライト(Fayalite2FeO oSi02)

の回折線が中強度に認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示 した。全鉄48.2%に 対 して金属鉄は0.400/Oである。FeOは 57.OO/O、

Fe203は 4.99%、 Si02は 17.3%、 Ti021ま6.24%で あり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn‐Si02-Ti02の

3成分系に換算するとFeOnは 72.48%、 Si02は 20.23%、 Ti02は 7.300/0と なり16頁のFeOn―Si02‐Ti02系

の平衡状態図ではウルボスピネル (UlvoSpineと 2FeO・ Ti02)、 ウスタイ ト(WuStittFeO)お よびフア

イヤライ ト(Fayttitα 2FeO oSi02)の境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観祭、X線回折と

一致する。17～ 18頁の図3、 4、 5における本資料の位置関係、後述の図8、 および出上場所などを考

慮すると本資料は製錬淳と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬淳 (流出淳)と 思われる。

資料番号No.10 炉内滓、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長さ112.9mm× 幅90.5mm× 厚さ32.5mm。 資料の重量は353.9gである。外観写真を23頁 に

示す。灰褐色の上部が盛 り上がった扁平な長円で重量感のある炉内淳である。破面は小1である。上

面側は左右の中央部で盛 り上がり、多 くの岩石粒が付着 している。木炭の付着 していた痕跡 も認め

られる。下面側はやや黒味を帯びたゴツゴッとした感 じで、 しわ状の面に多 くの気泡が観察され、
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上面と同様に岩石粒の付着が認められる。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を28頁 に示 した。多角形結晶ウルボスピネル(UlvOSpine12FeO・ Ti02)、

繭玉状のウスタイト(Wusitα FeO)、 その背面に短冊状のフアイヤライト(Fayalite2FeO oSi02)が観察

され、メタル粒も散見される。

X線回折 :結果を14買の表6に、チャートを34頁 に示す。ウルボスピネル(UlvoSpineと 2FeO・ Ti02)、 フア

イヤライ ト(Fayalitei2FeO oSi02)の 回折線が最高強度に、ウスタイト(WusiteiFeO)の 回折線が弱強度

に現れ、ハーシナイト(HerCynite:Fe+2A1204)の 回折線もわずかに認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示した。全鉄47.3%に 対 して金属鉄は0.170/0と わずかである。FeO

は54.6%、 Fe203は 6.70/0、 Si02は 20。10/0、 Ti02は5.430/Oであり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn‐ Si02-

Ti02の 3成分系に換算するとFeOnは 70.60/O、 Si02は 23.150/O、 Ti021ま 6.250/0と なり16頁 のFeOn Si02-

Ti02系の平衡状態図ではウルボスピネル(UlvoSpine12FeO・ Ti02)と ファイヤライト(Fayalite2FeO oSiO

Dの境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。17～ 18頁の図3、 4、 5に

おける本資料の位置関係、後述の図8、 および出上場所などを考慮すると本資料は製錬淳と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬淳 (炉内淳)と 思われる。

資料番号No.11 炉内滓、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長さ69.Omm× 幅331mm× 厚さ27.3mm。 資料の重量は546gである。外観写真を23頁に示す。

ゴツゴツと凹凸の激しいブロックが溶着 したような暗褐色の炉内淳で破面はない。下面側は比較的

扁平である。上面側には直径がlcm大の木えが脱落した痕跡が り、下面側には、多 くの砂礫が付着

している。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を28頁 に示 した。樹枝状と繭玉状ウスタイト(Wustite:FeO)、 ウルボ

スピネル (UlvOSpine12FeO・ Ti02)、 わずかにフアイヤライト(Fayalite i 2FeO o Si02)も 観察される。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チャー トを35頁 に示す。ウスタイト(WuStite i FeO)の 回折線が最高

強度、ウルボスピネル (UlvoSpine12FeO・ Ti02)の 回折線、ファイヤライト(Fayalite:2FeO・ Si02)

の回折線が弱強度に現れている。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示した。全鉄56.30/0に対して金属鉄は0.190/。 とわずかである。FeO

は70,1%、 Fe203は 2.320/O、 Si02は 12.20/O、 Ti02は 4.00/Oであり始発原料は砂鉄と見られる。FeOn―Si02-

Ti02の 3成分系に換算するとFeOnは 81.72%、 Si02は 13.770/O、 Ti021よ 4.510/Oと なり16頁 のFeOn―Si02-

Ti02系 の平衡状態図ではウスタイト(WuStite:FeO)と ウルボスピネル (UlvoSpine12FeO o Ti02)の境

界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。17～ 18頁の図3、 4、 5にお

ける本資料の位置関係、後述の図8、 および出土場所などを考慮すると本資料は製錬津と考えられる。

以上の結果から、本資料は低Ti02砂鉄を始発原料とする製錬淳 (炉内淳)と 思われる。

資料番号No.12 鉄塊系遺物、着磁度 :2～ 3、 メタル反応 :16mmよ りやや大

外観観察 :長さ50.9mm× 幅28.2mm× 厚さ212mm。 資料の重量は34.Ogである。外観写真を23頁に示す。

ずんぐりと丸みを帯びた鉄塊系遺物で、色調は茶褐色な部分と暗紫色の銹色の部分が混在 している。

上面側には砂粒や酸化土砂が付着している。下面側も同様であるが、4× 10mm大の木炭片の混入も

認められる。

顕微鏡組織 :津部分の顕微鏡組織写真を28頁 に示す。淳中に砂鉄粒が観察され、イルメナイ ト

(IImeniteiFeO・ Ti02)も 観察されることから始発原料は砂鉄と見られる。メタル部分の顕微鏡組織写
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真を30頁に示す。No 12-1はパーライト基地にフェライトが析出している組織、No.12-2は ほとんど炭

素を含まないフェライト組織である。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を14頁の表5に示した。Cは 0310/0で 亜共析

銅の範囲にあり顕微鏡観察と一致する。

以上をまとめると本資料は始発原料を砂鉄とする製錬工程で生成した亜共析組成の鉄塊と思われる。

資料番号No.13 鉄片、着磁度 :5、 メタル反応 :16mmよ りやや′Jヽ

外観観察 :長さ431mm× 幅252mm×厚さ9.5mm。 資料の重量は170gで ある。外観写真を23頁 に示す。

不整三角形の扁平な鉄片で、色調は全体に暗紫色の銹色を呈する。上面側には凸部を起点とした微

細な亀裂が縦横に見られ、側面にも内部に向かった大きな亀裂が観察される。

顕微鏡組織 :津部分の顕微鏡組織写真を29頁 に示す。多角形結晶ウルボスピネル (UlvoSpine12FeO・

Ti02)が観察されており、始発原料は砂鉄と見られる。メタル部分の顕微鏡組織写真を30頁 に示す。

灰黒色縞模様のパーライト組織の中に黒い繊維状の片状黒鉛が観察されるねずみ鋳鉄組織である。

化学成分 :化学成分は金属鉄について行った。分析結果を14頁の表5に示 した。Cは 4.860/Oで あり、

顕微鏡観察の結果と一致する。

以上をまとめると本資料は始発原料を砂鉄とする過共晶鋳鉄の鉄塊と思われる。

資料番号No.14 砂鉄

外観観察 :通常の外観写真と拡大 した外観写真を24頁 に示す。比重および磁選した資料であり、黒

色でlmmを超える粒子はなく、250μ m前後が多い、粒度分布の狭い砂鉄である。石英や長石などの

岩石類の存在は肉眼ではみとめられない。着磁性は極めて良好であり、磁石に対 してひげのように

線状に隆起する。非磁着成分はほとんど認められず、チタン磁鉄鉱がほとんど含まれていないと思

われる。100倍の拡大写真に見られるように黒色でつやがあり、粒径は250 μ m前後が多 く観察される。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を29頁 に示す。粒子内に多 くの亀裂が観察される。チタン鉄鉱 と磁

鉄鉱とが固溶体になり格子状の微細な模様を呈するウイッドマンステッテン組織(Widmanstatten

Structure)は観察されていない。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チヤートを35頁 に示す。マグネタイト(Magnetite:Fe304)回折線が

高強度、ヘマタイト(HemaitαFe3051回折線が中強度、ウスタイ ト(Wustite i FeO)と 石英 (Quart多

Si02)の 回折線が弱強度に現れ、アノーサイト(Anorthite i CaA12Si208)の 回折線も認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表2に示 した。比較のため、宮古市内の島田Ⅱ遺跡と山口館跡で採取

された砂鉄の分析値も併記した。磁選効果と思われるが全鉄は64.00/0と 高く、FeOは 30.70/0、 Fe203

は56.00/Oで Fe203と FeOの比率は65:35である。同じく磁選効果と思われるが代表的な不純物である

Si02は 5120/0と 比較的少ない。Ti02の 含有量は1880/Oと 低 く、上質な砂鉄と推察される。この砂鉄の

品質を検討するために化学成分間 (酸化チタン、全鉄、酸化マンガン)の 関係を18～ 19頁の図6～図

7に示した。図6に Ti02と T Feの関係を示す。高品位砂鉄である中国地方の真砂砂鉄、および島田正

遺跡とほぼ同様にT,Feの高い高品位砂鉄である。図7は MnOと Ti02と の関係を示す図であるが、中

国地方の真砂砂鉄とほぼ同じ位置にある。

粒度測定 :砂鉄の粒度分布を13頁の表31こ示す。lmm以上の粒子はなく、015～ 0.5mmで ほぼ800/o

を占め粒度分布は狭い。資料No.3よ りやや粗 く、算術平均粒径は362μ mである。

以上をまとめると本資料はNo3と ほぼ同様、中国地方の真砂砂鉄相当でT.Feの高い高品位砂鉄である。
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資料番号No.15 椀形滓、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長さ632mm× 幅89.5mm× 厚さ29,9mm。 資料の重量は106.3gである。外観写真を24頁 に

示す。三方が割欠面の椀形淳の小片でよく溶融 しており、緻密で重量感がある。上面側には酸化土

砂の付着が見られる。色調は銹の影響で赤茶色を帯びているが、本来は黒色である。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を29頁 に示 した。樹枝状とウスタイ ト(wusite:FeO)組織、その背後

に短冊状ファイヤライト(Fayalite:2FeO・ Si02)組織が観察される。メタル粒も散見される。

X線回折 :結果を14頁の表6に、チャー トを36頁 に示す。ウスタイト(WuStite:FeO)の 回折線が最高

強度に、フアイヤライト(Fayalite:2FeO oSi02)の 回折線が中強度に現れ、ハーシナイト(HerCynitα F

eO o A1203)の 回折線も認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示 した。全鉄51.7%に射 して金属鉄は011°/0と わずかである。FeO

は57.8%、 Fe203は 9.520/0、 Si02は 19.00/O、 Ti021ま 1.80/Oで あ り始発原料は砂鉄 と見 られる。FeOn―

Fe203-Si02の 3成分系 に換算するとFeOは 66.960/O、 Fe203は 11.030/O、 Si02は22,01%と な り16頁 の

FeOn―Fe203-Si02系 の平衡状態図ではウスタイト(WuStite:FeO)と フアイヤライ ト(Fayalite i 2FeO・

Si02)の境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。17～ 18頁の図3、 4、

5における本資料の位置関係と出土場所などを考慮すると本資料は精錬鍛冶淳と考えられる。

以上の結果を総合すると、本資料は砂鉄を始発原料とする、精錬鍛冶津と思われる。

資料番号No.16 椀形滓、着磁度 :な し、メタル反応 :な し

外観観察 :長さ605mm× 幅44.2mm× 厚さ36.2mm。 資料の重量は98.3gである。外観写真を24頁に示す。

椀形滓の小片で破面は大2、 小1である。色調は黒褐色で、よく溶融しており気泡もやや認められる

が重量感がある。下面側には炉床粘上の付着が見られる。

顕微鏡組織 :顕微鏡組織写真を29頁 に示 した。樹枝状ウスタイト(Wusite:FeO)、 背景に短冊状ファ

イヤライト(Fayalite:2FeO・ Si02)が観察される。メタル粒も散見される。

X線回折 :結果を14頁の表6イこ、チャー トを36頁 に示す。ウスタイト(WuSite i FeO)の 回折線が最高

強度に、ファイヤライト(Fayalite:2FeO o Si02)の 回折線が中強度に現れ、ハーシナイト(HerCynite―

Fe+2A1204)の 回折線も認められる。

化学成分 :分析結果を13頁の表4に示 した。全鉄52.00/0に 対 して金属鉄は0.14%と わずかである。FeO

は5980/O、 Fe203は 7690/O、 Si02は 19.30/O、 Ti02は 1,790/0で あ り始発原料は砂鉄 と見 られる。FeOn―

Fe203-Si02の 3成分系に換算するとFeOは 68.9%、 Fe203は 8.86%、 Si021ま22.24%と なり16頁のFeOμ

Fe203-Si02系 の平衡状態図ではウスタイト(WuStite:FeO)と フアイヤライ ト(Fayalite:2FeO o Si02)

の境界領域にある。平衡状態図上の位置は顕微鏡観察、X線回折と一致する。17～ 18頁の図3、 4、 5

における本資料の位置関係と出上場所などを考慮すると本資料は精錬鍛冶津と考えられる。

以上の結果を総合すると、本資料は砂鉄を始発原料とする、精錬鍛冶津と思われる。

4 ま と め

(1)遺 跡 の 性 格

遺構は北側谷部とこれより南に150m離れた南側谷部の2カ 所が確認されている。これら遺構で

採取された16資料は、鉄津14資料 (鉄塊2資料を含む)と砂鉄2資料である。鉄淳の出所を製造工

程別に推定すると、製錬10資料、精錬2資料、鍛錬2資料となった。北側谷部と南側谷部の関連性

を検討するため、採取された鉄津と砂鉄について、酸化マンガンと二酸化チタンとの関係を調査
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V 自然科学的分析

した。結果を19頁の図8に示 した。砂鉄を還元していく過程で、鉄滓中の酸化マンガンと二酸化チ

タンは鉄の還元分離により濃度が増加 し、砂鉄を始点として右上部に推移 していく。原料が同一

であれば両者の比 (図 中直線の傾き)は変わらない。南側谷部、北側谷部いずれで採取された鉄

津資料もほぼこの線上を推移していることから、いずれの鉄滓も同一始発原料の砂鉄である可能

性が考えられる。

(2)遺 構 の 性 格

北側谷部における製鉄関連遺構 (SX04、 ′SX06、 SX01)お よび、隣接する廃津場 (SX03)から

の出土資料が全て製錬津と推察されたこと、南側谷部の鍛冶炉 (SX102)か らの出土資料は、精錬

鍛冶淳と鍛錬鍛冶で発生する鍛造剥片と粒状淳などであったことなどから、北側谷部では製錬が、

南側谷部では精錬鍛冶と鍛錬鍛冶がそれぞれ行われ、両地区間での工程分担が行われていたこと

も想定される。

(3)始 発 原 料

本調査で得られた鉄津14資料中、12資料から、Ti02鉱物のウルボスピネルが観察されているこ

とから、本遺跡の始発原料は砂鉄と判断される。砂鉄のTi02濃度は、北側谷部廃淳場の土壌より

採取が1,830/0、 南側谷部竪穴住居より採取が0。98%でいずれも低Tiの 「真砂砂鉄」に相当する品質

であり、前述19頁の図8の結果からも両地区で採取された砂鉄は同一のものである可能性が高いと

思われた。

(4)個 別 資 料

地 区 資料 No 遺構 調査結果

ゴヒ

側

谷

吉Ь

SX03

廃津場

4 4A(グ リンド)A層直上層 始発原料を砂鉄とする製錬滓 (流出滓)
5 5B(グ リッド)A層 始発原料を砂鉄とする製錬滓 (流出滓)

6 廃滓遺構 2B 2層 始発原料を砂鉄とする製錬滓

7 4A(グ リンド)上層 始発原料を砂鉄とする製錬滓 (炉内滓)
つ
ね 3A 最上部 始発原料を砂鉄とする亜共析組成の鉄

塊

13 6A 2層 目 始発原料を砂鉄とする過共晶鋳鉄の鉄

塊

14 堆積土壌中 始発原料砂鉄。真砂砂鉄に分類

SX04

製鉄炉

8 前庭部 始発原料を砂鉄とする製錬滓 (流出滓)

9 前庭部 始発原料を砂鉄とする製錬滓 (流出滓)

SX06

製鉄炉

10 還元層上面 炉底 ? 始発原料を砂鉄とする製錬洋 (炉内洋)

SX01

製鉄炉

炉内還元層直上 砂鉄を始発原料とする、製錬滓 (炉内滓)

南

側

谷

部

SX102

鍛冶炉

1 焼土下混土 鍛錬鍛冶工程の前段階で生成した粒状

洋
つ
ね 焼上下混土 鍛錬鍛治の中期以降に生成した鍛造剥

片

15 砂鉄を始発原料とする、精錬鍛治滓

16 砂鉄を始発原料とする、精錬鍛冶滓

S1102

竪穴住居

3 Pit3 始発原料砂銑 真砂砂鉄に分類
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5参  考

(1)鉄津の顕微鏡組織について :鉄淳を構成する化合物結晶には、一般的に表Alの ような鉱物組

織がある。酸化鉄 (Fe203、 Fe304、 FeO)、 二酸化ケイ素 (シ リカ:Si02)、 アルミナ (A1203)

および二酸化チタン (Ti02)を組み合せた化合物 (回溶体)が多く、これら鉱物結晶は含有量に

も依存するが、X線回折により検出され確認できる。鉄淳中の低融点化合物がガラス相 (非晶質)

を形成することがあり、X線回折では検出されない。

(2)鉄一炭素系平衡状態図

フェライト組織 :炭素をほとんど

含まない C<0.02%以 下の鉄
で、柔らかく白色である。
パーライト:フェライトと鉄炭化物
であるセメンタイトFe3Cが交互
に層状構造を形成した組織で C
濃度が高いほど Fe3Cが増え黒
く見えてくる。
Cが 0.8%以下の亜共析鋼では
特別な熱処理がなければファエ

ライトとパーライトが基本的な構
成組織となる。
Cが 0.8%～2.1%の範囲では過
共析鋼でセメンタイト、パーライト
が主要組織となる。
Cが 2.1%～4.3%では亜共晶鋳
鉄、Cが 4.3%以上では過共品
鋳りとなる

鉱物組榊お (和 ) 鉱物名 (英 ) 化学式 Ts~光顕微鏡観察状況

ヘマタイト Hematite α―Fe203 赤褐色～赤紫色

マグネタイト h/4agnetite Fe304 白青色、四角または多角盤状

ウスタイト ヽ
～
/ustite FeO 灰白色、繭玉状または樹枝状

ファイヤライト Fayalite 2FeO・ Si02 薄い青灰色、短冊状の長い結晶

ウルボスピネル Ulvospinel 2FeO・ Ti02 白色、四角～角形板状結晶

イルメナイト IImenite FeO・ Ti02 白色、針状・棒状の長い結晶

シュードブルッカイト Pseudobrookite FeO・ 2Ti02 白色、金十状の結晶

ゲーサイト Goethite α一FeOOH 白～黄色、リング状が多い。

石英 (シリカ) Slica α一Si02 白色～半透明
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6 図 表 。写 真

表1 調査資料と調査項目

V 自然科学的分析

資料 No. 出上位置・層位 種類 着磁

度

MC

反応

夕阻

写真

化学

成分

組織

雲

X線

回折

1 SX102焼上下

混土

粒状津 ○ ○ O ○

2 SX102焼土下

混土

鍛造剥片 ○ ○ ○ ○

3 S1102 Pit 3 砂鉄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 SX03 4A(グ リン

ド)A層直上層

流出滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 SX03 5B(グ リッ

ド)A層

流出滓 ○ ○ ○ 〇 ○ ○

6 SX03(廃滓遺構 )

2B2層
椀形滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 SX03 4A(グ リッ

ド)上層

炉内滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 SX04 前庭音Б 流出滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 SX04前庭部 流出滓 ○ ○ ○ ○ O ○

10

９
。

ＳＸ０６
・厩

還元層上面 炉内滓 ○ O ○ ○ ○ ○

SX01炉内還元層

直上

炉内滓 ○ O ○ ○ ○ ○

12 SX03 3A最上部 鉄塊系遺

物

○ ○ ○ ○ ○

13 SX03 6A 2層 目 鉄片 O ○ ○ ○ O

14 SX03堆積土壌中 砂鉄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 SX102 椀形滓 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 SX102 椀形津 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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の (°/o

資料 No T.Fe FeO Fe203 Si02 A1203 CaO MgO K20 Na20
比率(%)

Fe,O「 FeO

67.5 22.0 ９
２
▼
ｒ 1,80 1.05 0.43 0.23 0.05 0.07 76。 6 ４つ

じ
９
，

14 64.0 ワ
‘

０つ
υ 56.0 5。 12 1.75 0.64 0.32 0。 19 0.13 64.6 35.4

Sl 41.4 28.1 6.77 1.57 0。 96 0。 86 1.14

S2 35,0 29,0 10。8 2.12 1.16 0.86 1.31

０
じ
０
０ 60,9 6.64 2.36 0.80 0.16 0.19 0.14

S4 62.0 29,8 55.5 5。 98 3.16 0。 22 0.34 0。 25 0。 11 65.1 34.9

Yl 58.5 24.9 55。 7 10.4 ９つ
ね
Ｏ
υ 0.25 0。 32 0。 14 0,74 69。 1 30.9

表2 砂鉄の化学成分分析結果 (つづき)(°/0)

2 賽の神Ⅲ遺跡出土鉄淳等の分析調査

表2 砂鉄の化学成分分析結果

Si02+A1203・ CaOtt MgOtt Na20+K20

Sl、 S2、 S3、 S4は 同じ宮古市の島田Ⅱ遺跡から出土した砂鉄で、前3者は島田Ⅱ遺跡出土鉄滓類の分析 。調

査報告 (平成13年 3月 )の資料0001、 0002、 00-03、 最後のS4は (平成 14年3月 )の資料No.16の 結果を

参考に引用した。Ylは同じ宮古市の山口館遺跡報告書 (平成17年 3月 )の資料No.5の結果を参考に引用した。

空欄は分析未実施である。

表3 砂鉄の粒度分布と算術平均系 (%、 μm)

鉛
Ｎｏ．

Ti02 MnO P205 C.ヽV. V
Ti02/

T.Fe

MnO/
Ti09

X//Ti02
鮮

成剣

3 0。 98 0.24 0。276 0.61 0。 20 0.015 0.245 0.204 3.63

14 1.83 0。 30 0.289 0.69 0.18 0.029 0。 164 0.098 8。 15

Sl 1.47 0。 30 0.146 1.20 0.13 0.0355 0.204 0.088 39。4

S2 2.52 0。 39 0.205 2.37 0,11 0.0720 0,155 0.044 45。25

S3 1.82 0.42 0.86 0.51 0。 20 0,0299 0.231 0.110 10.29

S4 0.60 0.08 0。 147 1.39 0.11 0.0097 0.133 0.183 10.06

Yl 1.47 つ
ね
つ
と
０

0。 153 1.05 0,20 0.0251 0。 150 0.136 16.6

C.れ′.= 十AlクORtt CaOtt MRO十

m

資料 No. -100 +100 +150 +250 +500 +1000 +2830 平均粒度

3 7.5 22.7 46.5 15.0 7.5 0,8 0 261.6

14 1,7 6.4 19,7 60.7 11.6 0.0 0 362.0

表4 鉄滓の化学成分分析結果 l°/。 )

印
Ｎｏ．
T.Fe M.Fe FeO Fe203 Si02 A1203 CaO MgO K20 Na20

比率∽

FeO Fe,Oa

4 48.1 0.33 54.7 7.51 17.9 5.17 3.25 0.66 0.58 0.66 87.9 ９

，

5 47.2 0.29 55,2 5.72 20.9 つ
０
∩
υ

５ 2.14 0.58 0.51 0.68 90.6 9,4

6 54.2 0.22 61.7 8.61 14.7 4.03 1.68 0.50 0.33 0.54 87.8 ９
，
９
，

7 49.3 0。 83 56.8 6.17 18.4 5.57 2.43 0.62 0.46 0.55 90。2 21,0
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8 36.8 0.40 45,9 1.03 26.3 7.47 5,08 1.46 0.75 0.83 97.8 2.20

9 48.2 0.40 57.0 4。99 17.3 4.96 3.46 0.87 0.46 0.46 91.9 8,10

10 47.3 0.17 54.6 6,70 20.1 5,83 1.95 0,80 0.47 0.46 89.1 10.9

56.3 0,19 70。 1 2.32 12.2 3.80 1,72 0.52 0.27 0.30 96.8 3.20

15 51.7 0.11 57.8 9.52 19.0 6.51 1.25 0.48 0.47 0。47 85,9 14.1

16 52.0 0.14 59.8 7.69 19.3 6.42 1.30 0.44 0.48 0.52 88.6 11.4

Si02

V 自然科学的分析

表 4 鉄滓の化学成分分析結果 (つづき)l°/。 )

資

料

No.

Ti02 MnO P205 Co C.ヽV. C V Cu
Ti02/

T,Fe

MnO/
Ti02

造滓
成剣

4 5。 61 0.63 1.21 0.006 0.40 0.04 0.29 0,002 0.117 0.112 28。 22

5 4.46 0.52 0。455 0,006 0.48 0.06 0.23 0.002 0.094 0.117 30,74

6 3.62 0.41 0.496 0.006 0.56 0,03 0。 28 0.002 0,067 0,113 21.78

7 5。 20 0.52 0.667 0.006 0。 43 0,05 0。 33 0.002 0.105 0.100 28,03

8 7.64 0,72 0.714 0.009 0.18 0,03 0。26 0.002 0.208 0.094 41.89

9 6.24 0.59 0.644 0.008 0.32 0.04 0。24 0.002 0.129 0.095 27.51

10 5.43 0.66 0.477 0.006 0.50 0.03 0。 27 0.002 0,115 0.122 29.61

11 4.00 0.54 0.697 0.005 0,44 0.03 0。30 0.001 0.071 0.135 18.81

15 1.80 0.27 0.463 0.002 0,75 0.05 0.18 0,001 0,035 0.150 28。 18

16 1,79 0.27 0.453 0.003 0.61 0,04 0。 18 0,001 0.034 0,151 28,46

CoW.=化合水、造浮成外 Si09+Al―〕03+CaOtt MgO+Na20+K20

表 5 鉄製品の化学成分分析結果  l°/0)
資 料

No.
C Si Mn P S Cu Ni Co 刈 V Ti Ca Mg

つ
る 0。 31 0.030 0.008 0.087 0.023 0.004 0.011 0.019 0.019 0,005 0.032 0.030 0.004

つ
０ 4.86 0.009 0,020 0。 19 0.024 0.005 0.014 0.030 0.001 0.019 0.003 0.002 <0.001

表 6 X線回折結果

資料 No 同定鉱物種と回折強度
つ
０ M:強、H,An:有

4 Ui強、F:中、Wi弱

5 U:強、F:中、W:有

6 W:強、U,F:中

7 U:強、F:中

8
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9 U:最強、Wi強、F:中

10 F,Ui最強、Wi弱、Her有

Wi最強、Uぅ R厨耳

14 M:最強、H:中、W,Q:弱、An:有

15 V最強、F:申、Hё庄有
16 W:最強、F:中、Her:有

鉱物記号:W(クスタ/FL螺式 herFeO)、 M(マグ紗 イトMagnetito― Fe304)ヽ

F17アイヤライト:Fayalite「 F02Si04)ヽ Go(ゲーサイト:Goethito一 〇FeOOH)、

Q,Cb(シリカ、クリストノミライトIQuaFtZ~SiO)、 IH(ヘマタイト:Hemaute―Fe29♪ヽ

U(タルボスピネル:Ulvospinel-2FeO・ TiO♪、Anばノーサイト:ッ蛹 olthite一 CaA12Si201)

He� ―ヽシナイト:Hercynite一FeO・ A120♪
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FeOn― Si02-Ti02系状態図

第 47図  FeOn‐ Si02‐Ti02系鉄滓の平衡状態図

FeOn― Fe203-Si02系状態図

V 自然科学的分析

VT2

第 48図  FeOn‐ Fe203‐ Si02系鉄滓の平衡状態図
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+砂鉄製錬滓

へ精錬鍛冶滓

A鍛錬鍛冶滓

ス鉱石製錬滓 (文

献値 )

□炉壁付着滓

む奏の神Ⅲ

第 49図  出土鉄滓の全鉄量 (T.Fe)と 二酸化チタン量 (Ti02)の分布図

∞

９０

３。

７０

６０

５０

４０

３０

２０

１。

０

（じ
く
督
批
製

40            50            60
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2 賽の神Ⅲ遺跡出土鉄淳等の分析調査

第 53図 砂鉄と鉄鉱石原料の酸化チタン量 (Ti02)と 酸化マンガン (MnO)

◆東北地方砂鉄

菰中部地方砂鉄

罐中国地方砂鉄

饉中国地方真砂

溢中国地方赤目

〇関東地方砂鉄

九州地方砂鉄

基金石餅鉄

X滋賀県鉄鉱石

x国外鉄鉱石

菊山口館跡

▲島田Ⅱ

日賽の神Ⅲ

001
0 0001 0 0100            0 1000

Ti02/T Fe

８

●

０
寺

f.7
甲 9

6
と

μ

コ

3H長 15

（
深
）
〇
⊆
夏

0.80

0.70

0.60

0.50

0.40

0.30

0.20

0.10

0.00

2.00 4.00     6.00

Ti02(%)

8.00 10.000.00

-78-

第 54図 砂鉄および鉄滓の酸化チタンと酸化マンガンの関係
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2 賽の神Ⅲ遺跡出土鉄津等の分析調査
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2 賽の神Ⅲ遺跡出土鉄淳等の分析調査
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2 賽の神Ⅲ遺跡出上鉄滓等の分析調査
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Ⅵ 考古学的分析とまとめ

1 縄文～弥生時代

(1)遺   構

検出した縄文時代の遺構は、竪穴住居とフラスコ土坑が中心である。竪穴住居は、中区で検出し

たS101の l棟のみである。この住居は、住居内の出土遺物やこれを覆う包含層出土遺物から縄文時

代晩期である可能性が高い。これまでに調査された縄文時代晩期に属する竪穴住居の例を周辺遺跡

に求めると、「近内中村遺跡」などが挙げられる。

フラスコ土坑は、南区の尾根頂部およびそれよりやや下がった斜面部に位置し、フラスコ土坑で

ある可能性が考えられるものも含め計 6基である。フラスコ土坑は、底面が平坦で底面に近い程径

が大きくなるフラスコ形を呈する土坑である。これまでの研究により、このような形態を呈する土

坑は植物性食料の貯蔵穴であると考えられている。しかし、今回の調査では、この貯蔵穴として利

用したという明確な痕跡は見出せなかった。これは、貯蔵する対象物が有機質の物質であり、その

痕跡が残らないということが主たる原因であると考えられる。次に詳細な時期についてであるが、

それぞれほとんど遺物を伴わないことから詳細な時期を特定することは難しい。しかし、平面的な

分布域が尾根先端部直径20mの範囲に限定されることや、形状・規模・埋土等に共通性が認められ

ることから、おおむね同じような時期であろうことは推測できる。しかし、SKl14だけは他の土坑と

異なり北側斜面に位置し、規模が他の土坑より突出して大きい。そのためSKl14は、機能や時期など

他のフラスコ土坑と何らかの異なる要素を持つ可能性がある。

(2)遺   物

縄文～弥生時代に属する遺物の大半は土器類である。縄文土器は前期～晩期に属するものが出土

した。このうち、縄文土器では主に中期と晩期に属する土器群が比較的点数が多い。一方、弥生土

器は前期～中期とみられる土器が出土した。南区斜面では、中期の上器が多く認められ、主体は大

木10式が主体である。これらの上器は先述したフラスコ土坑群に最も近い斜面で出土することから

フラスコ土坑群もこの時期に属する可能性が考えられる。晩期の上器については主体となる時期が

大洞Aお よびA'式に当たる。これらは中区谷部で包含層中から出土したものである。ここで検出し

た竪穴住居と関わりがあるのかもしれない。

(3)/Jヽ     結

賽の神Ⅲ遺跡では縄文時代中期から後期にかけて南区の尾根部を中心に遺構・遺物とも認められ

るが、竪穴住居等の居住を示す遺構がみられない。検出した遺構はフラスコ土坑が主であり、これ

ら土坑が貯蔵穴として用いられたと考えられるため、集落の縁辺部、少なくとも近くに居住域が存

在していることを示唆している。調査区外には尾根部が続いており、居住域はこの調査区外の尾根

部に広がっている可能性が考えられる。

中区谷部では縄文時代晩期から弥生時代の遺物が多く出上したが、包含層からの出上である。こ

の包含層直下で検出した 1棟の竪穴住居は、この時期の遺構である可能性が考えられる。そのため
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Ⅵ 考古学的分析とまとめ

この中区においても集落縁辺部である可能性が考えられる。

2古 代

(1)遺   構

検出した古代の遺構は、南区で検出した2棟の竪穴住居、鉄生産関連遺構がなど挙げられる。鉄

生産に関連する遺構については節を別にして詳細に述べるため、本節では竪穴住居を中心にまとめ

ることとする。調査した2棟の竪穴住居はいずれも南区に位置するが、S1101は尾根部、S1102は谷部

にそれぞれ立地する。この立地状況が異なる2棟の間にはどのような差があるのだろうか。これ以

外に2棟間で異なる属性を表にまとめてみた。表の通り大きく異なるのは、カマドから屋外へ延び

る煙道部である。S1101の煙道部が地山をトンネル状に李Jり 抜かれているのに対し、S1102の煙道部

は地山を溝状に掘り込んだ後に礫を用いてトンネル状に作られている。島田工遺跡の報文では、長

い煙道部を有する竪穴住居よりも短い煙道部を有する竪穴住居が時期的に新しい傾向を示すと分析

している。出土遺物で新旧を決し得ないが、この煙道部の違いによる時期差を援用するならばS1101

よりもS1102の方が先行する可能性が考えられる。また、S1102は煙道部分を礫によって頑丈に作ら

れている。これは、県内でも類例があるが、いまだその分析はなされていない。このような石組み

の煙道は、県内では県北部で認められており、その出自も含め注目されるところである。

(2)遺   物

古代の竪穴住居から出土した土器類はいずれも土師器である。これら土師器は、杯が 3点出土し

ている以外、残りすべてが甕である。S11012よ り出上した 3点の郭は、いずれもロクロが用いられ

た土師器である。 2点は内面に黒色処理が施され、残る 1点は内外面ともに黒色処理が施されてい

る。いずれも底部が欠損しているが、他の遺跡出土資料などを勘案すれば、回転糸切りによる底部

切り離しが行われているものと推察される。この3点のみで竪穴住居の年代を決めるのは難しいが、

槻ね 9世紀～ 10世紀前半の年代幅におさまるものと考えられる。杯類に比べると甕類は2棟の竪穴

住居から一定量得られている。よって、ここではこの土師器甕を中心に分類し、もう少し年代を絞っ

てみたい。

出土した土師器甕は、南区で検出したS1101と S1102の 2棟の竪穴住居に帰属するものである。本

書で掲載した12点の甕はすべてロクロによる回転力が用いられていない奏であり、県内で平安時代

の土師器甕にみられるロクロの使用、不使用による製作技法状の分類はできない。ただし、先述し

たように土師器杯類はいずれもロクロが用いられた土師器であることから、ロクロ技術が導入され

ている時期のものであることは確かである。しかも、これら出土甕類の口縁部などにみられる形態

的特徴は平安時代のそれを示しており、やはり9世紀～ 10世紀の上器であると想定される。この時

間幅の中でこれら甕が、どのような時期的位置にあるかを可能な限り模索してみたい。

今回出土した土師器甕は、その大きさにより大形甕・中形甕 。小形甕の 3サイズに分類することが

可能である。この分類の根拠として、宮古市内でもっとも古代の上師器甕資料が豊富である島田Ⅱ

遺跡の出土非ロクロ土師器甕のうち全体形状が寸法の復元が可能なもの41点の法量を分析したとこ

ろ、大きく3つのまとまりがあることが半J明 したことによる。以下では、この分類について詳説する。

大形甕 :器高25cm以上のもの。島田正遺跡では12点確認。
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l 縄文～弥生時代

中形甕 :器高15cm以上、25cm未満のもの。島田Ⅱ遺跡では12点確認。

小形甕 :器高15cm未満のもの。島田Ⅱ遺跡では17点確認。

ちなみに、分類し数量を数えたわけではないが、内陸部の調査事例ではこれら3つの大きさに分

類可能であるが、中形甕は多 くなく大形か小形の両方に偏る傾向があると思われる。多分に感覚的

なものであるため参考にはならないかもしれない。

これらは、土師器甕が煮炊きに使用される特性上、土師器甕という形式 (器種)の さらなる形式

細分であると考えられる。これは同じ煮沸具の中での使い分けがなされていた可能性を示すもので

ある。 3つの大きさの形式は、土器に対して縦方向で分類したが、横方向を加えるとどうなってい

るか、これも同じ資料の口径を用いて分類すると大まかに2つの形態に分類できる。以下の通りで

ある。

口径と器高が措抗する形態・

口径が器高を上回る形態・・

短胴形

長胴形

このような2形態を先に分類 した 3形態に反映させると、大形甕には短胴形のものが皆無ですべ

て長胴形、小形甕は長胴形が皆無ですべて短胴形、そして中形甕には短胴形と長胴形の両方がほぼ

半々の割合で存在している。

これら分類を踏まえて、大まかな時間的な位置付けをみる。この地域の土師器編年は、資料数の

多い県内内陸地域の編年との比較により行われてきた経緯があり、大まかな変遷の流れという意味

では大きく異なることは今後もないと考えられ、これを踏襲し参考にする。特に、比較的 9世紀代

の資料が充実している磯鶏館山遺跡、 9世紀後半から10世紀代の資料が充実している島田正遺跡 2

～ 4次調査の報文を参考にすると以下のような傾向が把握される。

大形甕は長胴形のものに特化されている傾向で、短胴のものはみられない。これは先ほどの分類

試案に適合する。さらに、磯鶏館山遺跡の編年案をみると、底部径が小さいものから大 きいものヘ

と変遷するとみられる。島田正遺跡では「バケツ形」と形容されているものが、底部径が大きく、

日縁部の作 りが粗雑である。これらは時期的により新 しいものと考えられる。なお、ここで供伴 し

ている杯類 も同じく新 しい要素を持っている。したがって、大形甕は短胴形に特化された形式であ

るが、底部が小さく比較的不安定なものから底部が大きくより安定感のある形態へと変化すると仮

定できる。これは、当然ながら底部から体部にかけての括れのあり方へも影響するものと思われる。

この括れがあるものから括れのないものへ と変化すると捉えることができるのである。この底部の

大きさと括れの関係は、土器成形方法と密接に関係することは想像に難くない。すなわち、これは

製作技法上も省力化が想定されることを反映している可能性が高いのである。技術上小 さな底部を

基礎として、そこから上位に体部を積み上げる方法よりも、大きな底部を基礎としてそこから上位

に体部を積み上げる方が容易であると想像されるからである。これは、未乾燥の粘土で成形される

特性上、下方にかかる粘上の自重が真下へのベク トルを示す土器ほど安定感があるものと考えられ

るのである。底部から外へ開く形状で粘土紐を積み上げると、この自重の作用が器体に及ぼす影響

が大きく、寸胴なものになればなるほど自重による歪みや器体に及ぼす影響は小さいものと考えら

れ、そこで挟む乾燥時間もより短縮できると思われる。したがって、底径が小さく体部下半に括れ

を持つ土器の方が、手間がかかり量産には不向きである。省力化、量産化への道筋を想定するならば、
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バケツのような寸胴なものが後出すると考えたい。さらに、甕体部の膨らみの曲線が、寸胴なもの

は括れのあるものに比べ、大きく損なわれ直線的になる可能性が高い。したがって、最終的には口

縁部の括れにも影響を及ぼし、後出する甕ほど括れ度合いが弱くなることに繋がるのではないだろ

うか。

以上のことから、S1101。 102出上の上師器甕の年代は9世紀～ 10世紀前半に該当すると考えられ

るが、S1102については寸胴な奏が少なく、特に中形甕に底径が小さく括れが明瞭なものが含まれて

いる。また、これらは口縁部の括れも比較的強いものがあるため、現時点ではおおむね9世紀後半

の年代が考えられる。島田工遺跡でみられる「バケツ形」の甕が出現する以前であると結論づけたい。

土器以外では、竪穴住居 (S1102)で 砥石が出上している。一般的な集落でも普遍的にみられる遺物

であるが、近くでSX101な ど鍛冶炉が存在するため、鉄生産や加工などの作業に結びつくものかもし

れない。特に、この住居内では砂鉄溜まりの上坑も検出されていることから、この住居の成員が鉄

生産と浅からぬ縁を持っていたと言うことができる。しかし、出上した土器類は通常の竪穴住居で

みられる一通りのセットが認められるため、ここで日常生活を送っていたものとみられる。砂鉄を

有するということは鍛冶工程というより製鉄の工程に関わる可能性が高い。したがって、近隣にこ

の竪穴住居の時期に操業する製鉄に関する遺構が存在することを示唆するものである。さらに、こ

の時期に砂鉄を竪穴住居床面の穴に蓄えるという所作が存在することも明らかになったことは有意

義である。

(3)鉄 生 産

北区谷部では製鉄炉を8基検出した。これらは共通の廃津場であるとみられるSX03に鉄津および

炉壁などの廃棄物が投棄されている。検出した製鉄炉のうち形態がわかるものは4基のみである。

これらは、いずれも小形の円形自立炉であると考えられ、炉底に還元面が確認され、遺構周辺や前

庭部からは製錬工程で生じる流出淳が多く出土している。このような状況は、これらが製鉄炉であっ

たことを示している。特に、SX04の前庭部でみられた流出淳の出土状況は、これに伴う炉体が不明

ながら炉から流出した状況がよくわかる。しかし、この流出淳を排出した炉体そのものは残存して

いないと考えられるため炉体と前庭部の鉄淳との関係性は今回の調査では十分に把握できなかった。

古代の製鉄遺跡が多く調査されている福島県相馬地方では、製鉄炉は方形で大形の炉体と踏み輔が

設置されるタイプのものである。このような形態の炉は、西日本各地の主要鉄生産遺跡でみられる

ことから、この炉のあり方からも相馬地方が律令政府と密接な繁がりを有していたと考えられる。

現に、その他の遺構・遺物からも同様のことが言えるようである。しかし、今回検出した製鉄炉の

形態は、太平洋側では主に岩手県や青森県でみられる。このことから、東北地方でも南部は律令型

の製鉄、北部は在地型の製鉄に分かれる可能性が高い。さらに、相馬地方の製鉄遺跡群とは当宮古

地域の製鉄遺跡とは全体規模が蓬かに異なっている。製鉄を支配する側の体制が根本的に違ってい

るように思える。ただし、鉄は武器や武具など軍事に関わるものも作り出すため、これを支配者が

野放しにしておくとは考えがたい。特に島田工遺跡では、鉄生産の一大拠点であること力WJ明 して

おり、ここでは多くの武器が出上している点も看過できない。したがって、鉄生産を支配、管理す

る人々のあり方についても気になるところである。この矛盾については、今後何らかの考察が必要

であろう。

また、南区谷部では鍛錬鍛冶工程の炉であると考えられるSX101・ 102を検出した。これらは鍛造

剥片や粒状淳が検出されることから鍛冶炉とした。平面規模は北区の製鉄炉よりも小さく、底面の
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還元が進んでいない。

鉄淳等の遺物は、大半が廃淳場であるSX03か ら出上した。これらの総重量は約800kgであり、現在

の沢まで廃津が及んでいることを考えると、掘削は叶わなかったが ltを超える廃淳がなされてい

たものとみられる。この膨大な量の出土鉄津は、沢に面した谷部斜面に廃棄された状況を示 し、斜

面上方から順次廃津行為が行われたと考えられる。また、これら出土鉄淳は、流出津を中心とした

製錬淳がその大半を占めるが、その中には鍛錬鍛冶工程で生 じる椀形津や鍛造剥片も少なからず認

められる。このことから、今回検出されなかった鍛冶炉が周辺に存在する可能性が考えられる。南

区の鍛冶炉では、鍛冶淳が出土し、鍛造剥片、粒状淳も検出したことから調査所見と合致する。

これら鉄関連遺構の時期は、遺構の特徴や出土遺物からは判断できない。特に、遺物においては土

器類を伴っていないため推測すらできない状況である。したがって、出土した炭化物をAMS測定し、

年代を想定することをおこなった。第V章でその測定結果を示 したが、今一度以下の通 りまとめて

おく。

資料 1

資料 2

資料 3

資料 4

資料 5

資料 6

資料 7

北区SX04炉底・・・・・・AD1040～ 1100(11世紀前半～ 12世紀 )

南区SX102周辺・・・・・AD680～ 810(7世紀後半～ 9世紀前半 )

北区SX01炉内・・・・・・AD1010～ 1050(11世紀前半～ 11世紀後半 )

北区SXll埋土・・・・・・AD985～ 1025(10世紀後半～ 11世紀前半 )

北区SX04前庭部・・・・・AD1020～ 1050(11世紀前半～ 11世紀後半 )

北区SX03、 4A上層・・・AD1050～ 1220(11世紀後半～ 13世紀前半 )

北区SX03、 2B・ ・・・・・AD935～ 985(10世紀前半～後半 )

この結果から推測すると、南区で検出した鍛冶炉と思われるSX102は、7～ 9世紀前半となっている。

近在する竪穴住居 (S1102)が 9世紀後半と考えられるためこの竪穴住居よりもやや古い時期のもの

である可能性が考えられる。竪穴住居とは直接的な切り合い関係はないものの竪穴住居埋土との関

係からも時期的隔たりはないものとみている。一方、北区の製鉄炉エリアの資料は、概ね10世紀前

半～ 13世紀前半までという結果である。製鉄炉でもっとも新しい年代が与えられているのは、SX04

炉底の資料の12世紀であり、もっとも古い年代が与えられているのはSXll埋上の11世紀前半という

ことになる。SXllは その他密集する炉群から東に単独で存在しており、他のものよりも古い年代が

与えられることについては、ある意味頷ける。その他のものは、現時点では11世紀を中心とする時

期のものであると考えたい。この年代については、同じくAMS測定をおこなった周辺遺跡の鍛冶関

連遺構でも同じような年代が得られているため妥当性はあると思われる。これについては、竪穴住

居や土師器・須恵器など古代を特徴付ける遺構や遺物がここでみつかっていないことも証拠の一つ

なのかもしれない。今後、周辺域でも同様の遺構が調査され、年代を絞り込めるデータが増えるこ

とを期待する。整理作業を開始した当初は、北区が製鉄関連、南区が鍛冶関連とそれぞれの地区で

分担されていたと考えたが、AMS測定などの情報を得た今となっては、これらが一時期に併存して

いない可能性の方が高くなった。したがって、同時期に場所を変え、工程を変えという構造ではなく、

それぞれ単に時期が異なり、異なる場所で操業していただけであるとみられる。先述した通り、北

区でも鍛冶炉が存在した可能性が考えられるが、廃津場から得られた土壌には鍛造剥片がほとんど

みられない。もし、ここに鍛冶炉が存在したとしても、それはかなり小規模で数も多くないと判断

される。
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(4)/1ヽ     結

南区で検出した古代の2棟の竪穴住居は出土遺物より9世紀後半～ 10世紀初頭の住居であると考えられ

る。谷部にある住居では、原材料である砂鉄の保有が認められ、一般的な竪穴住居ではなく、鉄生産に関

わる成員が屋住していた可能性が考えられる。また、南区谷部で検出した鍛冶炉はこれら竪穴住居の時期

を前後する時期に操業していた可能性が考えられる。

また、北区谷部で検出した炉はいずれも製鉄炉であることが確認された。これらの時期についてはAMS
測定に頼るしかないが、古代末の時期を想定するしかない状況である。また、廃淳場より少なからず鍛錬

鍛冶工程の遺物が認められることから未見の鍛錬鍛冶炉が周辺に存在する可能性が指摘できる。

3 ま と め

今回の調査により縄文時代中期～弥生時代の集落縁辺部を確認することができた。これより西側に集落

中心部が存在する可能性が考えられる。また、9世紀後半～ 10世紀初頭の竪穴住居 2棟はいずれも通常

の住居として機能していることが考えられ、鉄生産との関連性は不明である。しかし、土坑内の砂鉄溜ま

りの存在は唯一鉄生産との結びつきを考える材料である。今後の検討課題である。製鉄炉は東北北部に通

有の自立型の炉であることが確認できた。このような炉の形態は東北南部ではみられないことから地域に

よって製鉄の手法が異なっていたことを追認することができた。

最後に、製鉄遺跡である本遺跡を十分に理解することができず、想像めいた言葉が並ぶ内容となかった

が、今後も機会があれば再考してみたい。

引用・参考文献

宮古市教育委員会 1995『磯鶏館山遺跡発掘調査報告書』宮古市埋蔵文化財調査報告43

(財)岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センター 2004『島田正遺跡第2～ 4次発掘調査報告書』岩手県文

化振興事業団文化財調査報告書第450集
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第2表引⑦ 遺物観察表 (器 )

掲載

番号
種別・器種 出土地点・遺構・層位

寸法 (cm) 焼

成

胎

土
色調 調整・文様 備考

口径 器高 底径 器厚

1 土師器・奏 南区・S1101カマド埋土 (176) (130) △ O 灰黄色
ヘラナデ (外 )、
ハケ (内 )

2 土師器・甕 南区・S1101カマド埋土 (76) O O 灰黄色
ハケ (内 ) 支脚に転用か。

3 土師器・甕 南区・S1101床面直上 (30) △ O
にハミい

黄橙色

ハケ (外 )

4 土師器・甕 南区・S1101カマド埋土 (141) (1■8) O △ 灰黄色
ハケ (内 ) 底部木葉痕。

5 土師器・杯 南区・S1102床面直上 (131) (39) 035 O O
にぶい

黄橙色

ミガキ (内・外) 内外面ともに黒色処理。

6 上師器・杯
南区・S1102床面直上、

埋土上層
(131) O O 黒色

ミガキ (内 ) 内面のみ黒色処理。

7 土師器・杯 南区・S1102埋土上層 (133) (44) O O
に心ミい

黄褐色

ミガキ (内 ) 内面のみ黒色処理。

8 土師器・甕 南区・S1102カマド燃焼部 (1■2) △ O
明黄橙
色

不 明 ′卜形 。

9 土師器・甕 南区・S1102カマド燃焼部 (188) (203) O O
に心ミい

黄橙色

ケズリ (外 )、 ハケ

(内 )

土師器・警
南区・S1102埋土上層、
カマド、床面直上

(140) (139) O △ 黄灰色
ハケ (内・外)

11 土師器・奏
南区・S1102埋土上層、

カマド
(139) (39) × △ 灰黄色

ハケ (内 )

土師器・甕
南区・S1102煙道上層、

埋土上層
(188) (99) O O

に心ヽい

黄橙色

ケズリ (外 )

土師器・甕
南区・S1102埋上下層、床
面直上 (Pl、 P3)、 カマド

(84) O O 灰黄色
ケズリ・ハケ (外 )、
ハケ (内 )

頸部に2ヵ所の補修孔。

土師器・甕
南区・S1102埋土上層、
カマド燃焼部

(190) (204) O O 褐灰色
ケズリ・ハケ (外 )、
ハケ (内 )

外面にスス、内面に
コゲ付着。

土師器・甕
南区・S1102埋上下層、
カマド燃焼部、煙道埋土

(182) (194) O O 灰黄色
ケズリ (外 )、 ハケ

(内 )

外面にスス、内面に
コゲ付着。

土師器・甕 南区・S1102カマド燃焼部 (178) (207) O O
に心ヽい

黄橙色

ケズリ (外 )

縄文土器

深鉢
南区・SK102埋土 △ O

に心ミい

黄橙色

沈線、地紋 (RL)

縄文土器

深鉢
南区・SKl12埋土 △

灰黄褐
色

縄文土器

深鉢
南区・SKl14埋土 O O 褐灰色

縄文土器

深鉢
南区・SKl14埋土 O O 褐灰色

縄文土器・

深鉢
南区・北側斜面包含層 (120) 077) O O 橙色

頸部4方に環状把手。

縄文土器

深鉢
南区・北側斜面包含層 O O

にぶい

黄橙色

縄文土器・

深鉢
南区・北側斜面包含層 (45) O O

にハミい

黄橙色

網代痕あり。

縄文土器

深鉢
南区・北側斜面包含層 (98) △ O

にぶい

黄橙色
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第2表引② 遺物観察表 (器 )

掲載

番号
種別・器種 出土地点・遺構・層位

寸法 (cm) 焼

成

胎

土
色調 調整 。文様 備考

口径 器高 底径 器厚

縄文土器・

深鉢
南区・北側斜面包含層 X △ 褐灰色

弥生土器 南区・尾根部検出面 O O 褐色

縄文土器・

深鉢
南区・尾根部検出面 O O

灰黄褐
色

隆帯、刺突文。

縄文土器・

深鉢
南区・谷部遺構外 O X

にぶい

赤褐色

縄文上器・

深鉢
南区・谷部遺構外 (130) (122) O

にぶい

赤褐色

縄文土器・

深鉢
南区・尾根部遺構外 △ △

灰黄褐
色

網代痕あり。

縄文土器・

深鉢
南区・尾根部遺構外 (25) O O

にぶい

黄橙色

縄文土器・

深鉢
南区・谷部遺構外 (123) O O

に心ミぃ

褐色

網代痕あり。

縄文土器・

深鉢
南区・谷部遺構外 (32) O O

にぶい

黄橙色

陶器・鉢 南区・谷部排土中 (152) O O 緑色
相馬焼 (18c?)。

縄文土器・

深鉢
中区・S101埋土最下層 O O

にぶい

黄橙色

弥生土器?
中区・S101埋 土、中区・

谷部包含層
O O 褐灰色

弥生土器 中区・SK03埋土上層 O O
灰黄褐
色

縄文土器・

深鉢
中区・SK05埋土上層 O O 黒褐色

弥生土器・

台付鉢
中区・包含層 (66) O O

にぶい

黄褐色
沈線

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 (60) O O

にぶい

黄橙色

弥生土器・

台付鉢
中区・包含層 (57) O O 黒褐色 沈線

弥生土器・

台付鉢
中区・包含層 (47) O O 赤褐色 沈線

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 (300) (122) O O

灰黄褐
色
口唇にも縄文

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 (299) (215) O O

にぶい

黄橙色
口唇にも縄文

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 (30 (110) O O 明褐色

弥生土器・

甕?
中区・包含層 O O

にぶい

黄橙色

内面にコゲ付着。
一部赤彩。

縄文上器・

深鉢
中区・包含層 O O

にハミい

黄橙色

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 △ O

灰黄褐

色
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第2表―③ 遺物観察表 (器 )

載

号

掲

番
種別・器種 出土地点・遺構・層位

寸法 (cm) 焼

成

胎

土
色調 調整・文様 備考

口径 器高 底径 器厚

縄文土器・

壷?
中区・包含層 O O

に心ミぃ

黄橙色
沈線

縄文土器・

壼?
中区・表土 O O 褐灰色 沈線

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 O O 褐灰色

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 O O 黒褐色

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 O O 褐灰色

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 △ O

にハミい

黄橙色
沈線

弥生上器 中区・包含層 O O 褐灰色 沈線・列点文

縄文土器・

深鉢
中区・包含層 △ △ 褐灰色 沈線

弥生土器・

台付鉢
中区・検出面 O O

に心ミい

黄橙色
沈線

縄文土器・

深鉢
中区・検出面 O O

におミぃ

黄橙色

縄文土器・

深鉢
中区・検出面 (S101付近 ) O O 褐色 沈線

縄文土器・

浅鉢
中区・表土 ○

に心`い

黄橙色

縄文土器・

鉢
中区・表土 O O 黒色 沈線

縄文土器・

鉢
中区・表土 O O 明褐色

縄文土器・

鉢
中区・表土 O O

に心ミい

黄橙色
沈線

弥生土器・

鉢
北区・ SX03 O O

に心ミぃ

赤褐色

縄文上器 】し区・SX03 O O
灰黄褐

色

弥生土器 北区・SX03 O O 橙色

縄文土器? 引ヒ区・SX03 O ○ 褐灰色

縄文土器・

深鉢
北区・検出面 O O

に心ミぃ

褐色

縄文土器・

深鉢
北区・検出面 124) O 〇

に心ミい

黄橙色

弥生土器? 北区・トレンテ O O
に心ミい

橙色

陶器・碗 北区・表土 O O
緑色・

灰白色

底部外面以外に

施釉

相馬焼 (18c?)。

麦酒瓶 北区・表土 287
肩部・体部下端・

底部外面に陽刻

(株 )大日本麦酒 (M39
～ S24製造)。

凡例  焼成欄、Oは良好・△はやや不良・×不良。胎土欄、Oは精良・△はやや粗・ Xは粗。
寸法欄、()付き数字は復元値。
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第3表 遺物観察表 (石器・石製品 )

掲載
番号
種別・器種 出土地点・遺構・層位

寸法 (cm・ g)
材質 備考

長さ 幅 厚さ 重量

不明 南区・S1101床面直上 (114) (176) 12826 安山岩 スス付着。

砥 石 南区・S1102埋上下層 凝灰岩

砥 石 南区・S1102北西床面直上 1391 凝灰岩

砥 石 南区・S1102床面直上 3318 凝灰岩

磨製石斧 南区・SKl10埋土中位 1 安山岩

磨石 南区。SP103埋土最上層 花商岩

石皿 南区・SP103埋土中位 27450 凝灰岩

磨石 南区・谷部検出面 7510 花満岩

石鏃 北区 SX03・ 検出面 035 買岩

磨製石斧 北区 'SX03表土～検出面 流紋岩

石鏃 北区・SX03・ 5A A層相当層 頁岩

石鏃 北区・SX03・ 5A最上層 025 頁岩

磨製石斧 北区・谷部表土 102 1673 流紋岩

第4表 遺物観察表 (金属製品 )

載

号

掲

番
種別・器種 出土地点・遺構・層位

寸法 (cm・ g)
材質 備考

長さ 幅 厚さ 重量

銭貨 北区・谷部検出面 銅製 新寛永通宝。

202 銭貨 中区・谷部検出面 銅製 古寛永通宝。

不明 南区・S1101カマド付近床画直上 153 鉄製

不明 南区・S1101床面直上 鉄製

不明 北区・SX03・ 6A最上層 120 鉄製

不明 北区・SX03・ 7A上層 鉄製

207A 不明 北区・SX03沢側表土～検出面 鉄製

207B 不明 北区・SX03沢側表土～検出面 鉄製

208 不 明 引ヒ区 。SX03・ 5Aベルト 鉄製

不明 北区・SX03・ 6B A層相当層 鉄製

鉄製藝 北区・SXll検出面 鉄製 磁力を帯びる。

不明 北区・SXll炉内底面 鉄製

鉄釘 北区・谷部検出面 鉄製
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第5表―① 遺物観察表 (輪羽口)

掲載

番号
出土地点・遺構・層位

寸法 (cm) 胎土中の

混合物

着

度

装

角
備考

長さ 外径 内径 厚さ

北区・SX03・ 5A落ち込み、5B落ち込み (141) 砂粒

北区・SX03・ 4A下層、5A上層、5B (93) (90) (24)
砂粒・細か

な繊維

北区 i SX03・ 4A東側落ち込み、4A最下層 (132)
砂粒・細か

な繊維

Jと区・SX03・ 5a南】ヒベ)レト2層目 (1■3) 砂粒

北区・SX03・ 4A南】ヒベルト (177) 砂粒 滓による完全な孔詰まり。

耳ヒ区・SX03・ 2A (125)
砂粒・細か

な繊維

307 北区・SX03・ 5A東西ベルト
砂粒・細か

な繊維

北区・SX03・ 4A2層目 (焼土BD 砂粒・細か

な繊維

北区・SX03・ 4A東側落ち込み (122) (84) (30) 砂粒

北区・SX03・ 5B東西ベルト最下層、
6Bベルト壁面、6B A層相当層

(37) 砂粒

北区谷部・検出面 (207)
砂粒・細か

な繊維
滓による完全な孔詰まり。

引ヒ区 ,SX03・ 7Aフミルト (A煙3)
砂粒・細か

な繊維

313 北区・SX03・ 検出面 (100) (78) (32) 砂粒

北区・SX03表土～検出面、6B最下層 (76) 砂粒

北区・SX03・ 5A最上層 (168) 砂粒

北区谷部表土～検出面 (148) (32) 砂粒 滓によってやや孔詰まり気味。

北区・SX03・ 5A上層 (174) (33)
砂粒・細か

な繊維

】ヒ区三・SX03・ 5A「衛ヨとベルト2帰雪目 (73) (74) 砂粒

北区・谷部表土～検出面 (73) (32) 砂粒

320 北区 i SX03・ 6A最上層 (92) 砂粒

北区・SX03・ 6A最上層 (炭化物層直上) (68) (30) 砂粒

322 北区・SX03・ 6A最上層 (68) 砂粒

323 北区・SX03・ 6B東西ベルト下層 砂粒

324 北区・谷部検出面 (171) 砂粒
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第5表―② 遺物観察表 (輪羽口)

載

号

掲

番
出土地点・遺構・層位

寸法 (cm) 胎土中の

混合物
装着
角度

備考
長さ 外径 内径 厚さ

325 北区・SW14埋土上層 砂粒

326 北区・SX08前庭部埋土 砂粒

北区。SX06炉壁内 (192) (88) 砂粒

北区・SW14埋土上層 (74) 砂粒

南区・谷部 C-3焼土内 (82) (46) 砂粒

南区・S1102付近トレンチ 砂粒

南区・SX101A-2暗 褐色土 (78) 砂粒

第6表―① 遺物観察表 (炉壁)(写真のみ掲載)

載

号

掲

番
出土地点・遺構・層位

寸法 (cm)
重量 (g) 備考

高さ 幅 厚さ

332 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区 'SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 157 11188

334 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

335 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 2903

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

337 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

欠 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 105 2498

339 北区。SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1723

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1384

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 2075

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1921

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1585

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

345 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 2288

346 北区。SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1581
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第6表Ю 遺物観察表 (炉壁)(写真のみ掲載 )

載

号

掲

番
出土地点・遺構・層位

寸法 (cm)
重量 (g) 備考

高さ 幅 厚さ

347 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1455

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

352 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区。SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 1129

354 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

355 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

356 北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 235

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 390

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 )

北区・SX06・ 炉内 (炉壁 BL層 ) 782

363 北区・SX03・ 2A・ 2層目

北区・SX03・ 2A・ 2層 目 1231

北区・SX03・ 2A・ 2層目

366 北区・SX03・ 4A・ 上層

367 Jと匡こ。SX03・ 4A・ ■ュ〕雷 1313

】ヒ区・SX03・ 4A・ _L層

369 北区・SX03・ 4A・ 上層

北区 i SX03・ 4A・ 上層 363
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南区SX出土遺物の分類

水洗。乾燥

肉眼分類・着磁判定

鉄
塊
系
遺
物

椀
形
鍛
冶
滓

炉
壁
融
解
物

北区SX03(廃滓場)出土遺物の分類

→ 棒 状 を 呈 す る  孔洋
→ 溝を流れた様な形状  溝滓
→ 流 れ た よ うな 形 状  その他  磁着部分

→悧坤 Й塊状ゴア滓 三隅
→ ガラス化、細かな動き 溶着滓

大きさが5cmよりも

重 く錆 び た 塊 状 鉄塊系遺物 三

炉底の形状を残す形状  炉底塊  磁着

→ 椀 形 を 呈 す る 椀形鉄滓  三

↓　　　　　↓

羽 口

第 67図 鉄関連遺物の種類と選別
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第7表Ю 遺物観察表 (鉄滓 )
SX03     1A_L層

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓 1

流出斎澤 1042

その他 12153

/1ヽ計 13323

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合 計 5188

大 1

鉄塊系遺物 /1ヽ 950
′J「ヽ手ト 1268

炉内滓 5593

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 0

磁着弱
′Jヽ :干ト 0

溶着洋 0

炉 壁 6

羽 ロ 0

黒鉛化木炭 1

鉄 片 0

SX03     1B T層
嘉三据u 細 月叫 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流出溝滓 1

その他
′Jヽ言十 1933

コア滓

磁 看 部 あ り 507 1

磁着部なし 19740

合 計 20247

鉄塊系遺物

大 0

0

rlヽ 計 0

炉内滓 2

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁 着 強 0

れ猛尿ξttB 0

′卜計 0

溶着滓 2

炉 壁

B]「ヨ 492 1

鉛化木炭

鉄 片

SX03  2A下 層 (砂質土 )
種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出子L滓 0

流出溝洋 0

その他
7Jヽ Flt

コア洋

磁着部あり 1797 1

磁着部なし 0

合 計 1

大 0

鉄塊系遺物 7j、

71ヽ計

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱 1

J髯計 1

溶着洋

炉 壁

可][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

SX03   2A中 ～下層
種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流出孔洋 0

流出溝滓 0

その他 2355 2

/1ヽ言十 2355 2

コア滓

磁着部あり 2

磁着部なし 0

合計 582 2

鉄塊系遺物

大 0

0

′卜計 0

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁看強

磁着弱

rlヽ言十

溶着滓 6

炉 壁 8232

羽 口 5

黒鉛化木炭

鉄 片

SX03  2A上 層
種 別 細別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋 776

流出澪澤

その他 15581

/1ヽ計 17738

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合計 18790

大

鉄塊系遺物 7Jヽ

71ヽ計

炉内滓 2674

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

n腋弁事B弓
/Jヽ f計 0

溶着滓

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

SX03   2A 2層
薙ヨ男J 細 男u 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 3392

流出溝滓

その他 98811

′Jヽ言十 103349

コア滓

磁看部あり

磁着部なし 3976

合 計 17469

大

鉄塊系遺物
′Jヽ HI

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 1

磁看弱 3433 1

Pjヽ計 5334 2

溶着滓 477 1

炉 壁 13105

羽 ロ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 狩 0

SX03  2A下 層 (砂質土 )
種 別 細 別 重 量 (g) 燻 数

流出洋

流出孔浮

流出溝滓

その他 8697 46

/1ヽ計 8697

コア滓

磁着部あり 1

磁看部なし

合 計 1

大

鉄塊系遺物 /1ヽ 760
ツト計

炉内滓 5302

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

輛堕月雪ヨ∃ 2216 1

Plヽ言十 2216 1

溶着滓

炉 壁

ヨヨ「ヨ 526 3

黒鉛化木炭

鉄 埓 0

SX03   2A 2層
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 3392 5

流出溝洋 3

その他 98811 106

/1ヽ娠予ト

コア滓

磁着部あり 4

磁着部なし 8976

合計 17469

鉄塊系遺物

大 0

71ヽ 計

炉内滓 0

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 1

磁着弱 3433 1

/1ヽ言十 2

溶着滓 477 1

炉 壁 13105

可可Eヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

SX03   2A A層
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流 出 漏 滓

その他 30962
′Jヽ言十 31496

コア滓

磁着部あり 1

磁着部なし 5

合 計 3546

大

鉄塊系遺物 71ヽ

Plヽ計

炉 内 滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

穏ヒ浣事B]
′Jヽ討

溶着滓

炉壁 4847

ヨ弓「コ

黒鉛化木炭

鉄 片
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殖≧男咽 細 舛Щ 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔澤

流出溝澤

その他 109999
′〕ヽ;干ト 109999

コア滓

磁 看 部 あ り

磁着部なし 6222

合 計 622_2

大 609

鉄塊系遺物 /1ヽ

′卜計 1286

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

れ眩院事弱
/1ヽ計

溶着滓 748

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 斥

第7表引② 遺物観察表 (鉄滓)
SX03   2A

SX03 2A B層

SX03

SX03 2A

2A最上層

2層 2層14 15  SX03

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋 956 1

流出溝洋

その他 31210
/1ヽ計 32166

コア洋

磁着部あり

磁着部なし 11082

合 計 11082

大 1

鉄塊系遺物 /1ヽ 00

′よヽ言十 1

炉内滓

焼結砂鉄塊 00

炉底塊 00

椀形洋

磁着強

れ眩浣雪目∃ 00

′Jヽ言十

溶着滓 744 1

炉 壁 3845

ヨヨ「ヨ 1

黒鉛化木炭 00

鉄 片

SX03

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓

その他 55876
/1ヽ ;干ト 55876

コア洋

磁看部あり

磁着部なし 0

合計

鉄塊系遺物

大 749 2

/1ヽ 0

/1ヽ 計 749 2

炉内滓 0

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁看強

磁着弱

′Jヽ言十 0

溶着洋

炉 壁 11713

】ヨ「ヨ 0

黒鉛化木炭

鉄 舟 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 800 1

流出溝滓 1

その他 101719

/1ヽ計 102659 263

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 6

合計 6

大 0

鉄塊系遺物 508 7

′〕ヽ「干r 7

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 0

磁着弱 1

/1ヽ言十 1

溶 着 滓 48_3 2

炉 壁 15002

羽 ロ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 甜田男J 重 量 (g) 点数

流出洋

流出孔滓

流出溝滓

その他 39944
′Jヽ言十 39944 154

コア滓

磁 看 部 あ り

磁着部なし 1

合 計 1

大

鉄塊系遺物 1

′卜討

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁看弱

″Jヽ骨十

溶着滓 222 1

炉 壁

]ョ rョ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出涌浮 3

その他 145217 182

′よヽnt 147733 185

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 14589

合 計

大 1747 3

鉄塊系遺物 打ヽ 623 7

71ヽ計 2370

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 00

炉底塊

椀形滓

磁着強 00 0

磁着弱
/1ヽ計 00 0

溶着滓 0.0

炉 壁 27482 106

羽 口 00 0

黒鉛化木炭

鉄 片 00 0

距三男咽 調日男J 重 量 くg) 点数

流出洋

流出孔滓 0

流出濤滓 3

その他 16789

小計 17976

コア滓

磁 着 部 あ り 0

磁着部なし 19923

合計 19923

鉄塊系遺物

大 0

月ヽ 5

小 計 650 5

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁看強 0

亀眩昆事目目 0

71ヽ三十 0

溶着洋 340 3

炉 壁 0

羽 口 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 337 1

流出溝澤 530

その他 6023
′Jヽ言十 6890

コア 滓

磁着部あり

磁着部なし 12133

合 計 12133

大 249 1

鉄塊系遺物 1343
′卜計 1592 22

炉内滓

焼結砂鉄塊 4470 1

炉底塊

椀形滓

磁着 g盆 1869 1

磁着弱
/1｀ RI

溶着滓

炉壁 3391

]ヨ「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片 0

種男可 細男咄 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 1

その他 13819 253
′卜計 254

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 5

合計 5

鉄塊系遺物

大 0

vj、 2008
7Jヽ計 22

炉内洋

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強

磁着弱 0

71ヽ 計

浴着澤 0

炉壁

ヨヨ『] 0

黒鉛化木炭 00

鉄 片
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種男1 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 5

流出涌滓 1605 3

その他 25636 345
Plヽ言十 29193 353

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 10449

合 計 10449

大 800 1

鉄塊系遺物
71ヽ言十

炉内滓 3933

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 17295 1

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

/1ヽ計 0

詩,宰 0

炉壁

可可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

第7表引③ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    2B 2層

SX03 3A ベルト」二層

最上層

2B 2層

3A壁面―括

2層

21SX032層 上層

3A A層SX03

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流出孔洋 607

流出漏浮 990

その他 17393

/1ヽ言十 18990 482

コア津

磁着部あり 1

磁着部なし

合 計 14149

大 1426

鉄塊系遺物 1056
′Jヽ ;干ト

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊 2576 1

椀形滓

磁着強

磁着弱
71ヽ言十

浴着滓

炉 壁 4527

可可Eヨ

黒鉛化木炭 1

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流 出 子L澤

流出清滓 ‖92 1

その他 9129 234
71ヽ言十 285

コア洋

磁着部あり

磁看部なし 10602

合 計 10602

大 679

鉄塊系遺物 4616
′〕ヽ言十 5295

炉 内 浮 2960

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′卜計 0

溶着滓 6

炉 壁

可可「ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 922 5

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出浦滓 1

その他 13376

′Iヽ言十 13777

コア滓

磁 着 部 あ り

磁着部なし 7

合計 3932 7

鉄塊系遺物

大

/1ヽ 計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

′Jヽ言十

溶着滓 1

炉 壁 1

ヨヨEヨ

黒鉛化木炭

鉄 斤

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流出溝洋 0

その他 45179
′Jヽ BI 45273

コア滓

磁着郡あり

磁着部なし 7231 5

合計 7231 5

鉄塊系遺物

大 0

/1ヽ 747
′卜計

炉内滓 1713 8

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 2

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

/1ヽ計 0

溶着洋 1

炉 壁 1862 11

ヨ可「ヨ 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝洋 846 1

その他 11251

′Jヽ計 12097

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 7

合計 9809 7

鉄塊系遺物

大

′よヽ三十

炉内滓 3555

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁着弱

′Jヽ言十

溶着滓

炉 壁

ヨ]「]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 浮 3051

流出漏滓 662

その他 15396 675
/Jヽ言十 19109

コア津

磁着部あり

磁看部なし 18129 17

合 計 18129

大

鉄塊系遺物 Jヽ
′卜計

炉内滓 5883 24

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形洋

磁着強

磁 看 弱 0

/1ヽ :汁

溶着洋 0

炉 壁

可可Eヨ 0

黒鉛化木炭 1

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 (g) 点数

流出洋

流 出 孔 澤

流出溝滓

その他
/1ヽ計

コア 滓

磁着部あり

磁看部なし 4833

合 計 4833

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ計 1097

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁看弱 0

/1ヽ言十

溶着洋

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重豊 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 澤

流出溝滓

その他
7Jヽ言十 5020

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 13397

合 計 16846

大

鉄塊系遺物 1

/1炸計

炉内滓 620 2

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 1937 3

椀形洋

磁着強 0

石陵兄罫目弓 0

/1ヽ計 0

溶着滓 0

炉 壁 20186

]可 [ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

-108-



種 別 躙田男可 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出澪滓 0

その他
rlヽ 計 10652 244

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 1500 1

合 計 1

鉄塊系遺物

大 2

/1ヽ

′卜計 1583

炉内滓 8804

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 7757 2

椀形滓

磁着強

磁着弱 5300 3

/J｀ ET 5300 3

溶着洋

炉 壁 20926

可可〔ヨ 330 I

黒鉛化木炭 0

鉄 片

第7表引④ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    3A 2層

3B ベルト」二層

3B ベルト■二層

SX03 3A最 上層

SX03 3B ベルト■層

最上層

3B A層直上

3B べ】レト■層

SX03 3B A層直上

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 737

流出溝滓

その他
′よヽ計 21669 326

コア,宰

磁着部あり

磁着部なし 7

合計 4622 7

鉄塊系遺物

大 2

/1ヽ

/1ヽ言十

炉内洋 2529

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩完雪弱 3778 1

打ヽ計 1

溶着滓

炉 壁

ヨ可【]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 子L澤

流出溝滓

その他 114110

/1ヽ計 115529 306

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 13277

合 計 13277

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

Jヽ ;計

炉内洋 3938

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ計

溶着洋

炉 壁 17809

ョ可rョ

黒鉛化木炭

鉄 片

種男り 細男J 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 1703

流出溝滓

その他 118766

′卜計 120469

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 24383

合計 24383

鉄塊系遺物

大

2087
/1ヽ計 3905

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 2487

椀形滓

磁着強

磁着弱
′卜計

溶 着 滓 858

炉 壁 12819

]][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

"ヨ

男咽 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 澤

流出漏滓

その他 81530
71ヽ言十 82384

コア,宰

磁着部あり

磁着部なし 16920

合 計 16920

大

鉄塊系遺物 2039

小計 2039

炉内滓 397_2

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

再呟完ヨ弓目
′卜計

溶着洋

炉壁 11579 126

可ヨ[]

黒鉛化木炭 2

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 00

流出溝洋

その他 109940 207
rlヽ 計 109940

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計 8469

鉄塊系遺物

大

PIヽ計

炉内洋 1

焼結砂鉄塊

炉底塊 6647 1

椀形滓

磁看強

磁着弱

′〕ヽ:干ト

溶着滓

炉 壁

羽 日

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔浮

流出濤澤

その他
′Jヽ :干ト

コア洋

磁着部あり

磁着部なし 7420

合 計 7420

鉄塊系遺物

大

802
7jヽ言十 802

炉内滓

焼結砂鉄塊 00

炉底塊 6567

椀形滓

磁着強

れ眩弄雪弱

/1ヽ計

溶着滓

炉壁 23495

可B「]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 222 1

流出溝洋 1

その他 251

/1ヽ計 54126 253

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 1334 4

合計 4

大 0

鉄塊系遺物 /1ヽ

′卜計

炉内滓
ll■結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 0

磁着弱 0

′Jヽ ;計「 0

溶着滓 0

炉 壁 0

羽 口 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出子L滓

流 出漏滓

その他 35370
′Jヽ言十 35370 136

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 3

合 計 3

大 2

鉄塊系遺物
′卜計 2

炉内滓 3027

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強
IFM完事弓弓 4155 2

′いBt 4155 2

溶着滓

炉 壁 11498

]可「] 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0
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第7表―⑤ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    3B A層 直上      35  SX03
種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流出孔滓 1

流出溝洋

その他 111710 333
71ヽ 計 112141 334

コア津

磁着部あり

磁着部なし

合計 9224

大 4

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ計 768

炉内滓

焼結砂鉄塊 00 0

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

磁着弱 1070 1

′卜計

溶着洋 1

炉 壁 1

可ヨ「ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 2

4A A層

4A A層直上

SX03 4A 3層

4A最上層

SX03 4A

SX03

SX03

2層

下層 40

SX03 4AベルトA層 41 43

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 滓 0

流出蒲滓 0

その他 69072
′Jヽ :干ト 69072

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 29037

合 計 29037
大 706 2

鉄塊系遺物 7Jヽ

71ヽ言十 2073

炉内滓 9762

焼結砂鉄塊

炉底塊 7968

椀形滓

磁着強

磁着弱 1

7Jヽ RI

溶着滓

炉 壁

可】「ヨ

黒鉛化木炭

片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋

流出溝津

その他 27023
′Jヽ計 27023

コア滓

磁着郡あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

1355 17

′よヽ言十 1795

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁着強 0

石眩浣雪ヨ∃ 3

打ヽ言十 0

溶着滓 1

炉 壁 4667

]可口 0

黒鉛化木炭 2

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 に ) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 629 1

その他 35029

小計 35658

コア 滓

磁 看 部 あ り 0

磁看部なし 44316

合 計 44316 30

大 0

鉄塊系遺物 0

′卜計 0

炉内滓 9

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 5466 1

椀形滓

磁着強

磁看弱

/1ヽ 計

溶着滓

炉壁 14445

ヨ可Eヨ

告化木炭

民片 00

種 別 細男げ 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流出溝津

その他 26948
′卜計

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

′Jヽ Ht

炉内滓 5

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 2

椀形洋

磁着強 0

桐眩テξ∃目 0

′Jヽ ;干ト 0

溶着滓 0

炉壁 10329

]可「ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤 4414 22

流出澪滓 0

その他 19631

/1ヽ計

コア滓

磁着部あり

磁看郡なし 2

合 計

大

鉄塊系遺物 /1ヽ 2790
/1ヽ計

炉内滓 9695 44

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

祠協浣事目目
′卜計

溶着滓

炉 壁 8504

羽 口

黒鉛化木炭 692

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋

流出溝澤

その他 12069
′Jヽ言十 12069

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 6466

合 計

大

鉄塊系遺物
′〕ヽ言十

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀影滓

磁着強

磁着弱 0

/Jヽ娠計

溶着滓

炉 壁 7323

Bヨ「]

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤 0

流出溝滓

その他 24555
′J「ヽ手ト 24555

コア洋

磁看部あり 1

磁着部なし

合 計 4123

鉄塊系遺物

大 915

1300
7Jヽ Ht

炉内滓 2819

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩テξヨ弓
/1ヽ 計

溶着滓

炉壁 10063

]可「]

黒鉛化木炭 1

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 10944
/1ヽ nt 10944

コア滓

磁着部あり 1

磁着部なし 1448 5

合計 1858 6

大 1073 4

鉄塊系遺物 0

7Jヽ言十 1073 4

炉内津 15531

焼縮砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 8626 3

rlヽ計 8626 3

溶着滓

炉 壁

]][] 1

黒鉛化木炭 1

鉄 片
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種 別 細男咄 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 8

流出涌澤

その他 16525

J埠計

コア 滓

磁着部あり

磁着部なし 4

合 計 4

大 0

鉄塊系遺物 /1ヽ 0

/1ヽ計 0

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 22615 1

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′よヽ計 0

溶着滓 0

炉 壁 1066 6

可]「] 0

黒鉛化木炭 3

鉄 片 0

第7表引③ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    4A T層

SX03 4B

5A A層

SX03 4A ベルト■層

炭化物層 48

最上層

5A最 上層

5B東西ベルト最下層 52

SX03 2層 46

4947

50

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 1222 1

流出溝滓 1

その他 42975
/1ヽ計

コア洋

磁着部あり

磁着部なし 10838

合計 10338

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ H■

炉内滓 6356

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁着弱

/1ヽ計

溶着滓 153 1

炉 壁 8994

B][]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 蔓三ど曇 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 澤 2014

流出清滓

その他 26399 225
′!ヽ言十 28413 231

コア滓

磁 看 部 あ り

磁看部なし 529 1

合 計 1

大

鉄塊系遺物 4ヽ
′卜計

炉内洋 15514 192

焼結砂鉄塊

炉底塊 14659

椀形洋

磁着強

れ蹴男雪目目 5236 1

/1ヽ 計 5236 1

溶着滓

炉壁 6052

可ヨ「]

黒鉛化木炭 565

鉄 舟

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 15381 50

′〕ヽ膏十 15381

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 1025 2

合計 2

鉄塊系遺物

大 0

0

J髯計 0

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁看強 0

磁着弱 0

/1ヽ Ht 0

溶着滓 0

炉 壁 556 4

]可「] 546 3

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流 出 孔 浮

流出涌滓

その他 18124

/1ヽ計 18124

コア津

磁着部あり

磁 看 部 な し 19677

合 計 25333

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ言十 00

炉内滓 20096 129

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱 12150

/1ヽ計 12150

溶着洋

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭 1

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋 0

その他 7796
/1ヽ計 7796

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 3741

合計

六

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ計

炉内滓 30402 760

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強 1

磁着弱 0

′Jヽ :干ト 1

溶着滓

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流 出 孔 澤 0

流出澪滓 0

その他
′Jヽ :手ト 18398

コア滓

磁着部あり 0

磁看部なし 2

合 計 2

大 667 3

鉄塊系遺物 rlヽ 178 1

/1ヽ計 345 4

炉内滓 5031

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 5755 2

椀形滓

磁着強 0

輛眩月雪弓目 0

/1ヽ計 0

溶着滓 0

炉 壁 4127 8

羽 口 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓 0

その他 231al

Jヽ計 23191 105

コア滓

磁着部あり 8606

磁着部なし 16606

合計 25212

大 5630

鉄塊系遺物
′Jヽ計

炉内滓 4201

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

和眩二まヨ∃ 11705 4

小計 11705

溶着滓 5265

炉 壁 6290

]][]

黒鉛化木炭 1

鉄 片 1

厠ヨ男鴫 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓

流出濤滓 1

その他 6670
Plヽ ;干ト 8397

コア滓

磁看部あり 4

磁着部なし 18386

合 計 19804

鉄塊系遺物

大

/1ヽ

/1ヽ計

炉内滓 17767

焼結砂鉄塊

炉底塊 1820 2

椀形滓

磁看強

覇眩ヌ耳弓目 3546
′1ヽ言十 3546

溶着洋 683
戸目琶 11

]可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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第7表咆 遺物観察表 (鉄滓 )
SX03    5B A層         53 SX03
種 別 m田男可 重 量 俊 ) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋

その他 20069

Jヽ計 20069

コア滓

磁着部あり 4338

磁着部なし 11660

合計 15998

鉄塊系遺物

大

′Jヽ計

炉内滓 29946

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁看強

覇眩月事弓弓 9763
′Jヽ言十

溶着滓 526

炉 壁

ヨ可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片 1

SX03 6A最上層
種別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流出孔洋

流出溝 ,宰

その他 2205
71ヽ言十 2205

コア滓

磁着部あり 5285 7

磁着部なし

合 計 6736

大

鉄塊系遺物
フト計

炉内滓 17523

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
rlヽ計

溶着洋 3416

炉壁

羽 口 200 1

黒 鉛 化 木 炭

鉄 片

6A最 上層
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓

流出溝洋

その他
′卜計 30300

コア滓

磁着郡あり 2226

磁着部なし 758

合計

大 0

鉄塊系遺物
′Iヽ ;干ト

炉内滓 16837

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱 2

71ヽ 計 2128

溶着滓 1083 7

炉 壁 1

可]「ヨ

黒鉛化木炭 0

鉄 片

6Aベルト下層

6A地 山直上 57 SX03    6A 最 _上層

6A べⅢレト■二j吾

2層

58

6A東西ベルト上層  61

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他
rlヽ計 4343

コア滓

磁 看 部 あ り 4513 7

磁着部なし 8375

合 計 12888

鉄塊系遺物

大 0

rlヽ三十 0

炉内滓 30350 441

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁看弱 8368
ツト計

溶着滓 2796

炉 壁 0

羽 口

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔澤

流出溝滓 0

その他 9757
′J「ヽ手十 9757

コア滓

磁着部あり 15985 17

磁着部なし 6559

合 計

大

鉄塊系遺物 336 1

′Jヽ計 336 1

炉内滓 42873

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀影滓

磁着強 00

磁着弱 00 0

′Jヽ計 00

溶着滓 6

炉 壁 11

】]「] 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 574 2

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出,宰

流出孔洋

流出溝洋

その他 27693
71ヽ H■ 27693

コア津

磁着部あり 3

磁着部なし 2230 6

合計 5403 9

大 0

鉄塊系遺物 0

′Jヽ ;計十 0

炉内滓 11405

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 3001 5

7jヽ言十 5

浴着滓 6

炉 壁 2

羽 口 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他
′い計

コア洋

磁着部あり 8

磁着部なし

合計 10572

大 4

鉄塊系遺物 266 2

71ヽ 計 6

炉内滓 40356

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形津

磁着強

れ整浣事弱 1

′Jヽ f予ト 1596 1

溶着岸 1587

炉 壁 7

可][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片 132 1

種 別 調□男Щ 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 4935
7jヽ言十 4935

コア滓

磁看部あり

磁着部なし

合計 7533

鉄塊系遺物

大 676

′J｀計 2

炉内滓 33249 376

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 5369

磁着弱 5257
rlヽ :計 10626

溶着津

炉壁

羽 口 1

黒鉛化木炭 1

鉄 片

種 別 細 別 重豊 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 澤

流出澪滓

その他
/1ヽ言十

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 11310

合 計 16521

鉄塊系遺物

大

244 1

71ヽ 計 1

炉内滓 24856

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強 9875

れ眩月雪弱 7660
′卜討 17535

港着滓 2998

炉 壁 1

弓ヨEヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 細 別 重 量 (宮 ) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 9848
′卜計

コア滓

磁着部あり 2603

磁着部なし 10308

合計

鉄塊系遺物

大 1460

1

rlヽ 計 7

炉内滓 36333 340

焼結砂鉄塊

炉底塊 4058

椀形滓

磁着強

磁着弱 7455
′Jヽ H■ 12161

溶着滓 3865

炉壁

可可Eヨ 858

黒鉛化木炭

鉄 片 1

第7表―③ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    6A 最上層

6B最 下層

SX03 6B A層相当

6B 蒔こF百八ゥレトA層磨:_上  63 SX03 6B A層直上 64

6B バリレトT'吾 6B A層直上

SX03 6B A層相当 SX03 6B A層相当 70

SX03

種 別 躙田男可 憂筆霊 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓

その他
′よヽ言十 3370

コア

'宰

磁 看 部 あ り 10360 11

磁着部なし 2302

合 計 12662

大 2

鉄塊系遺物 670
′よヽ言十

炉内滓 22398

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 5

れ眩良事弱 2

/1ヽ計 12796 7

溶着滓

炉 壁 0

】][] 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重ξ≧(g) 点 数

流出滓

流出子し,宰 0

流出溝滓

その他

小計

コア滓

磁 看 部 あ り 10548

磁着部なし 8617

合 計 19165

大 00 0

鉄塊系遺物 694

小計 4

ヨ内滓 45152 430

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 1

′J｀ HI 1

溶着洋

炉 壁 0

可ヨ「] 2

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 330 1

流出溝洋

その他
′Jヽ言十 4068

コア洋

磁着部あり 5930

磁着部なし 11327

合計 17257

大

鉄塊系遺物 1

′Jヽ言十 1029

炉内滓 23259

夢鉄塊

炉底塊 2427 1

椀形滓

磁着強

れ眩浣事ヨヨ

小計 0

溶着滓 2899

炉壁

可可[ヨ

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 2638 6

/J｀討 2638 6

コア滓

磁着部あり 1

磁着部なし 9

合計 4723

六 0

鉄塊系遺物 2

′Jヽ Ht 2

炉内滓 6842

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 2

磁着弱 00 0

′よヽ「計ト 2

溶着滓 625 2

炉 壁 576 1

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 243 1

その他 16420
′Jヽ言十 16663 43

コア滓

磁着部あり 15469

磁着部なし 5486

合計 20955

大

鉄塊系遺物 7

′Jヽ F計十 7

炉内滓 47603 375

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩テ事弓弓 6322
71ヽ 計 13475 7

港着滓
百彊匿

可][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 12088

/1ヽ 計 12088

コア滓

磁看部あり 10227

磁着部なし 13240

合計 23467

鉄塊系遺物

大 793

′Jヽ言十 793

炉内滓 163

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 4223

磁着弱 23323
′Jヽ言十 27546

溶着滓 3432

炉 壁

羽 口 0

黒鉛化木炭

鉄 片 0

菊圭男u 粕田男U 憂≡ど曇 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤

流出溝滓

その他 3462
′〕ヽ言十 3462

コア滓

磁 看 部 あ り 11751

磁着部なし 14584

合 計 26335

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ nt 2870

炉内滓 17272

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

れ眩房事ヨB 15380
′Jヽ HI 15380

溶着滓 2678

炉 壁

ヨ可「]

黒鉛化木炭

鉄 片

聰三男J 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔澤

流出濤滓

その他 3039
′卜計

コア洋

磁看部あり

磁着部なし

合 計 4393

大

鉄塊系遺物
′卜計

炉内滓 12632 135

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁 着 強

磁着弱 1481 1

′卜計 1

溶着滓 1639

炉 壁

可可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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棗≧男咄 細 別 重量 くg) 点 数

流出滓

流出孔澤

流出蒲滓

その他 3954

Jヽ言十

コア滓

磁 看 部 あ り 6480

磁着部なし 6414

合 計 12894

大 3895

鉄塊系遺物 6154
′Jヽ計 10049

炉内滓 36229

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁看弱 1926

′Jヽ言十

溶着滓 6535

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

第フ表―③ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    7A 局と上層 7B ハ`ルトA層 7B A層相当

SX03 最上層 SX03 7C A層相当 SX03 lB

SX03 lB 南】ヒベルト上層  77  SX03 lB東西ベルト上層  78 SX03 lA 南】ヒベルト

種 別 調田月J 皇 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓

流出澪滓

その他 5512
′Jヽ拝干ト 5512

コア滓

磁 看 部 あ り 2975 5

磁看部なし 15505

合 計

大 1458 3

鉄塊系遺物 743
′卜計 7

炉内滓 34607

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 7437 6

磁 看 弱 11142 6

/1ヽ計 18579

溶着滓

炉 壁 0

可可「ヨ 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 甜田男咄 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓 708 4

その他
′J「ヽ計十 9860

コア滓

磁 看 部 あ り

磁着部なし 21284

合 計 23497

大 3

鉄塊系遺物 0

Jヽ RI 3

炉内滓 48071 373

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 0

磁 看 弱 15148 6

′J｀ Ht 15148 6

溶着滓 9406

炉壁 342 1

ヨヨ「] 0

黒鉛化木炭 0

鉄 斥 0

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 4089
′Jヽ RI 4039

コア滓

磁着部あり 11060

磁着部なし

合 計 25394

大

鉄塊系遺物
71ヽ言十

炉内滓

売結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱 5460
7jヽ計

浴着滓 4867

炉 壁

ヨヨ「]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝滓

その他 22802
′Jヽ H■ 22802

コア滓

磁着部あり 4309 5

磁着部なし 7525 8

合計 11834

大 4

鉄塊系遺物 7Jヽ 842

■ヽ言十 1833

炉内洋

焼縮砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着 3蛮 0

再ヒ完尋弓B 0

1ヽ計 0

浴着滓 4428

炉 壁 0

]可 Eヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種男咀 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔洋 0

流出溝洋 0

その他 22478
′Jヽ∈許「 22478

コア洋

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合計 0

大 0

鉄塊系遺物 71ヽ 0

rlヽ言十 0

炉内洋 0

暁 結 砂 鉄 塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強

磁着弱
′〕ヽ:計十

溶着滓

炉 壁 2

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋

その他
′Jヽ計 15480

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物

J炸計

炉内津

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

欄監見ま∃ヨ

小計

溶着滓

炉 壁 8048

可弓[ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝洋 0

その他 21251

′J｀ RI 21251

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 3

合計 3

六 0

鉄塊系遺物 /1ヽ 1

/1ヽ計 1

炉内滓 215 2

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩浣事弱
′Jヽ言十

溶着滓 1

炉壁 5

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他

■ヽ計

コア,宰

磁着部あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

/1ヽ

′Jヽ IBI

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 00

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ 計

溶着滓

炉壁

ヨ可「]

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 甜田男吐 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 698
/1ヽ計

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

′Jヽ言十

炉内滓 1

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

′〕ヽ言十

溶着滓

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

第7表引⑩ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    1A T層           80 SX03 lA最 上層 81  SX03 刊A

SX03

上層

2A 3層SX03

SX03 中層

上層

2A最 上層 lASX03

殖≧月J 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 浮

流 出 溝 滓

その他
′Jヽ言十

コア滓

磁着部あり

磁看部なし

合 計

六

鉄塊系遺物
/1ヽ言十

炉内滓 359

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′卜討

溶着滓 0

炉 壁 1

羽 ロ 0

黒鉛化本炭

鉄 片 0

種 別 細男鴫 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋 2

流 出 溝 浮 0

その他 30042
′卜計 31513 164

コア洋

磁着部あり 0

磁着部なし 11912 8

合 計 11912 8

大 0

鉄塊系遺物 290 3

rlヽ 計 290 3

炉内津 1262

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 938 4

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

小計 0

溶着滓 0

炉 壁

Bヨ [ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

棗ヨ男鴫 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

瓦 出 孔 浮

流出澪澤 1

その他 1722
′Jヽ言十 2863

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合 計 1677

大

鉄塊系遺物
Plヽ 計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′卜計

溶着洋

炉壁

羽 日

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓 0

その他 6072 9

/1ヽ ;計ト 6072 9

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計 0

大

鉄塊系遺物 /1ヽ 0

′Jヽ言十

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形洋

磁着強 0

磁着弱
′Jヽ ;計ト 0

溶着滓 0

炉壁 0

ヨ可E] 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 5

rlヽ計 5

コア洋

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合計 0

鉄塊系遺物

大 0

0

/1ヽ :予ト 00 0

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′Jヽ fヤr 0

溶着滓 0

炉壁 0

羽 口 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋 1

流出溝滓

その他 12374
rlヽ計 12570

コア津

磁着部あり

磁着部なし

合計

大 5042

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ計 5042

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
7jヽ計

溶着滓

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 調田男Щ 重 量 ( 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 1

その他 7260
′Jヽ言十 7866

コア滓

磁 着 部 あ り 0

磁着郡なし 4

合計 3247 4

鉄塊系遺物

大 0

0

′卜計 0

炉内滓 1956

暁結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

7jヽ計 0

溶 着 0

炉 壁

可可「] 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

棗三労鴫 細別 重量 (g) 点数

流出津

流 出 孔 浮 205 2

流出澪澤 0

その他 2988
/1ヽ計

コア滓

磁着部あり

磁看部なし

合 計

大

鉄塊系遺物 Jヽ
′J「ヽ手ト

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

亀眩兄ξヨ弓

′卜計

溶着滓

炉 壁 502 2

羽 ロ

黒鉛化本炭

鉄 片
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種男叫 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 浮 278

流出溝滓

その他 98528 242
71ヽ 計 99621 246

コア滓

磁着部あり

磁看部なし 23605

合 計 23605

大

鉄塊系遺物
rlヽ言十

宰 2878

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
rl｀ RI

溶着滓

炉壁 888

ョョr]

黒鉛化木炭

ミ片

第7表―① 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    2A B'吾 SX03 2B 2層 SX03

SX03 2B 南】ヒベルト土l層  92  SX03

2A 南】ヒベルトー…1舌  95  SX03 2A

下層 SX03 2A

SX03

2B東西ベルト下層  91

最上層

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 澤 508 0

流出澪滓 52373 0

その他 0

″Jヽ計 52881

コア滓

磁着部あり 0

磁看部なし 11410

合 計 11410

大 0

鉄塊系遺物
′よヽ:計十 0

炉内滓 1695

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形洋

磁着強

磁着弱 0

′卜計 0

溶着滓 0

炉 壁 6589

可可Eヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔 ,宰 1

流出溝滓

その他

小計

コア滓

磁 看 部 あ り 0

磁着部なし 1084 3

合 計 1084 3

大 0

鉄塊系遺物 1

′卜計 1

炉内滓 880 6

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 00 0

れ眩昇雪弓巳 00 0

/1環計 0

溶着滓 00 0

炉 壁 0

]可 []

黒 鉛 化 木 炭

鉄 狩

種 別 細男叫 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓

その他 5710
′Jヽ計

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物
/1ヽ言十

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ計 0

溶着滓

炉 壁

可][ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝津 0

その他 14190

′Jヽ計 14190

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 3

合計 4370 3

六

鉄塊系遺物
′Jヽ :干ト

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ言十

溶着滓

炉 壁 3162

可可[]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋

その他 1

′Jヽ三十 1

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物 Jヽ
/1 「ヽ計

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ言十

溶 着 滓

炉 壁 1

ヨヨ「] 0

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 男昭 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 8045
′Jヽ ;予ト

コア滓

磁 着 部 あ り 0

磁着部なし 5

合 計 5

鉄塊系遺物

大 0

0

′卜計 0

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁着弱

71ヽ言十

溶着洋

炉壁 649

可可E]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 13129

71ヽ 計 13129

コア滓

磁看部あり 0

磁着部なし

合 計 1666 2

鉄塊系遺物

大

J 0

7J｀ HT

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

Jヽ言十 0

溶着津 0

炉 壁 3063

ヨヨ[] 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 男Щ 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出子し,宰 0

流出溝滓

その他 27441 227
′Jヽ言十 27441

コア洋

磁看部あり 0

磁着部なし 2883 7

合計 2883 7

鉄塊系遺物

大 0

4

′Jヽ計 4

炉内洋

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

亀眩完雪∃弓 0

′よヽ;干ト 0

溶着滓

炉 壁

]可 [ヨ

黒鉛化木炭 560 2

鉄 片
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第7表―⑫ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    3A 壁面精査吋ヨ    98 SX03
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝洋 0

その他 8242
71ヽ計 3242

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 2280 4

合計 2280

鉄塊系遺物

大 0

0

Jヽ計

炉内洋 11

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

覇眩兄ヨ弱

′〕ヽ「干r

溶着滓

炉 壁 4

可ヨ「ヨ

黒鉛化木炭 1

鉄 片

3A壁面精査中 101  SX03

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋

流出涌澤 0

その他 2023 7

′よヽ「干ト 2023 7

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 1935

合 計 5

大 0

鉄塊系遺物
′Jヽε干ト 0

炉内滓 6

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′Jヽ〒手「 0

溶着滓 1

炉 壁 0

]]「] 0

黒鉛化木炭 1

鉄 片 0

SX03 3A A層下位
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他
71ヽ 計 4584

コア洋

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合計 0

大 0

鉄塊系遺物 175 1

′Jヽ HI 1

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′Jヽ言十

溶 着 滓

炉 壁 596 6

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

3A落ち込み部 3A東西ベルト下層 100

3A 蘇三[雪べ)レト_L∫吾 102 SX03 3Aベルト下層 103

SX03 3B最下層 105 106

種 別 綱 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 1

流出溝滓 0

その他
′卜計 5559

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計 2

鉄塊系遺物

大

7jヽ計 0

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁 看 強

れ眩兄ξB∃ 1

′卜計 1

溶着滓 1

炉 壁 0

可弓rョ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 男Щ 細 別 重 量 俊 ) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 1256 7

/1ヽ言十 7

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合計 0

鉄塊系遺物

大 0

/1ヽ 0

′卜計 0

炉内滓 938 7

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁 着 強 0

磁着弱

′Jヽ :許ト

溶着滓

炉 壁

可可r]

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔津 0

流出濤澤 0

その他

′Jヽ言十 2427

コア 澤

磁着部あり 0

磁着部なし 3

合 計 3

大 0

鉄塊系遺物 1

7Jヽ計 1

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′Jヽ言十

溶着滓 3

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出,宰

流出孔洋 1

流出溝浮

その他 50

/1ヽ :干ト

コア,宰

磁着部あり

磁着部なし

合 計 1874

大

鉄塊系遺物 1

7Jヽ計 1

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

れ整浣事ロヨ
7Jヽ言十

溶着滓 296

炉 壁

可可rョ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 1

流出溝洋

その他 30330
′Jヽ言十 30940

コア洋

磁看部あり

磁着部なし 6688

合計 6688

鉄塊系遺物

大

′Jヽ言十

炉内滓 3102

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

れ眩完ξ弓弓

/1ヽ計 0

溶着滓

炉 壁 2854

羽 回

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 調田男叫 重 量 に ) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 5223
/1ヽ計 5223

コア滓

磁看部あり 0

磁着部なし 3372

合計 3372

鉄塊系遺物

大

246 2

/1渾計 246

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

れ眩完ξ弱
/1ヽ計 0

溶着津

炉 壁 1732

男][ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0
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種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出津

流出孔滓 0

流出溝洋 6

その他 3591 6

J環汁 7043

コア,宰

磁着部あり

磁着部なし 2

合計 2

大 1

鉄塊系遺物 I

′J「ヽ計十 2

炉内津 0

焼縮砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ三十 0

浴着滓

炉 壁 0

ヨ可「ヨ

黒鉛化木炭 0

鉄 片

表7-① 遺物観察表 (鉄滓)
SX03   3A 東西へⅢレ膊詳下層

9C壁面精査中   110 SX03  4a焼 土B

SX03    3a 東西ベルトー括  103 SX03
種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋 0

流出溝洋 0

その他 42327 106

/1ヽ 計 42327 106

コア洋

磁着部あり 124_7 1

磁着部なし

合計

大 2

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ計 2

炉内滓 4099

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

祠眩弁事弱 2

/1ヽ計 7634 2

溶着澤 2

炉 壁 6738

]]口

黒鉛化木炭

鉄 片

殖三男u 細 男u 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤

流出溝滓

その他
′Jヽ言十

コア滓

磁看部あり

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物
′Jヽ計

炉内滓 598

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁 看 強

れ眩弄雪弱

/Jヽ H■

溶着洋 275 1

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 浮

流出涌浮

その他 1656
71ヽ言十 1656

コア滓

磁着部あり

磁看部なし 1

合 計 1

大

鉄塊系遺物
′卜計

炉内滓 1

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

輛猛兄罫目目 0

/1ヽ :干ト

溶着津 0

炉 壁 0

可可Eヨ

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

4a焼土 BL層
驀三男叫 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓

流出溝洋

その他 4

′卜計

コア洋

磁看部あり

磁着部なし

合 計

鉄塊系遺物

大

/Jヽ

/1ヽ at

炉内洋 3

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁看強

磁着弱

′JヽF計「 0

溶着洋

炉 壁 0

B可「ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 占 0

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出洋

流 出 孔 浮 0

流 出 漏 浮 0

その他 3

71ヽ 計 3

コア滓

磁着部あり 0

磁看部なし 3

合 計 6306 3

大 0

鉄塊系遺物 0

旭ヽ言十 0

炉内滓 2

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 00 0

椀形洋

磁着強

磁 看 弱 8950 1

′Jヽ言十 8950 1

溶着滓

炉 壁

可可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

109

2A南北ベルトー括 113 SX03  4a南 北ベルト下層  114 SX03  4a南 北ベルト中層  115

種 別 細男咽 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 3040
′卜計 3040

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物
/1ヽ言十

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′卜計

溶着滓

炉 壁 603

可可口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 沼田男J 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 00 0

流出溝滓

その他 5445
′卜計

コア滓

磁看部あり 0

磁着部なし 2

合計 2

鉄塊系遺物

大 0

/1ヽ

rlヽ HI 0

炉内滓 1

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁 看 強

欄堕昇雪写弓 0

7Jヽ nt

溶着滓 0

炉 壁 0

羽 口

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 細男J 重量 (g) 点数

流出洋

流 出 孔 澤

流出濡滓 0

その他 3

rlヽ言十 475 3

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合 計 0

大 0

鉄塊系遺物 0

′卜計 0

炉内滓 828 7

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁看弱 0

′Jヽ IIt 0

溶着滓 0

炉壁 0

ョ]rョ 0

黒鉛化木炭 0_0 0

鉄 片 0
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種別 細 別 童 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤 0

流出溝澤

その他
′よヽ「干r

コア洋

磁 看 部 あ り

磁着部なし 0

合 計

大 1

鉄塊系遺物 0

′よヽ〒干ト 1

炉内滓 1469

焼結砂鉄塊

炉底塊 5131 5

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 6327 2

71ヽ HI 6327 2

溶着洋 3

炉 壁 2093 6

羽 ロ 00 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

表7-① 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    4a 南】ヒベルト上層  116 4a 募こ:百ベルト■耳吾  117 SX03 壁面精査中

4a 蘇こ:■べ)レト下て

'冒

  119 SX03 4A落ち込み最下層 120 SX03 4A南北ベルト上層 121

4A 4A南北ベルト中層 123 SX03 トレンチー括 124

菊三男u 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤 0

流出溝滓 0

その他 825 2

′卜計 825 2

コア滓

磁 看 部 あ り 0

磁着部なし 1

合 計 1370 1

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

rlヽ日十

炉内滓 6

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着 3蛮

輛眩昇雪∃∃ 2

/J渾計 1728

溶着洋 302 1

炉 壁

ヨ可[ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 5422
′よヽ「干r 5422

コア滓

磁 看 部 あ り

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物
′Jヽ計

炉内滓 7282

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形洋

磁着強

磁着弱 0

4渾計

溶着滓

炉 壁

]可「]

黒鉛化本炭 0

鉄 埓

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 2

その他
/1ヽ 計 8795

コア滓

磁着部あり 00 0

磁着部なし 831 2

合計 2

大 0

鉄塊系遺物 0

′J「ヽ干ト 0

炉内滓 20

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 2735 1

磁着弱 0

′卜計 1

溶着滓

炉 壁

可B「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種男咽 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋

流出溝洋

その他 607
/1ヽ計

コア滓

磁着部あり 686 1

磁着部なし

合計 1

大 235 1

鉄塊系遺物
71ヽ言十 235 1

炉内滓 10409

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強 1546

磁着弱 2288 1

′卜計

浴着滓 2283

炉 壁

]可 []

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋 I

流 出 澪 浮

その他 847
′J「ヽ干「 976

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 1

合 計 1

大 0

鉄塊系遺物 0

71ヽ言十 0

炉内滓 0

焼縮砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 0

磁着弱 1727 1

/1ヽ言十 1727 1

溶着滓 0

炉 壁 2

]ヨ「ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 男Щ 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤

流出溝滓

その他 898
rlヽ計 898

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

328 1

71ヽ言十 328 1

炉内滓 2947

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱 10759
/1ヽ計

溶着滓 1

炉 壁

ヨヨE]

黒鉛化木炭 7

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 2772 8

/1ヽ nt 2772 8

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合計 0

鉄塊系遺物

大 2

2

′Jヽ Ht 4

炉内津 0

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 00

磁着弱
′Jヽ拝干ト

溶着滓

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種男u 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流出溝滓

その他 16373
7jヽ計

コア滓

磁着部あり 1

磁着部なし

合計 7045

大

鉄塊系遺物
′Jヽ IBt

炉内洋 2036

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩兄事弱

1ヽ計

溶着滓

炉 壁 2170

ヨヨ「]

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流 出 溝 浮 00

その他 8054
′Jヽ言十

コア澤

磁着部あり 982

磁着部なし 00

合 計 982 2

大 1335 2

鉄塊系遣物
′Jヽ :キト 1335

i井幸 3049

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱 1

/1ヽ計 1

溶着滓

炉壁

ヨB「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

第7表―① 遺物観察表 (鉄滓)
SX03 4A東西ベルト落ち込み 125 SX03   4A 蒔三二百八リレト扇≧‐下尾昇 126 SX03 4A南北ベルト下層 127

種 別 細男咽 重量 (g) 点 数

流出滓

流出子し

'宰流出溝洋

その他
′Jヽ計 551

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合計

六

鉄塊系遺物
/1ヽ H■

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩完皇ヨ∃

71ヽ言十

溶着滓

炉 壁 298

B][]

黒鉛化木炭

鉄 片

4A落ち込み下層  123 SX03 4A 東西へⅢレト2層   129 SX03 4A東西ベルト2層  130
棗ヨ男u 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 澤 0

流出溝澤 0

その他
/1ヽ 計

コア洋

磁着部あり

磁看部なし

合 計

大 380 1

鉄塊系遺物
′卜計 1

炉内滓 1440

焼結砂鉄塊

炉底塊 4948 2

椀形滓

磁着強 0

磁着弱
′Jヽ計 0

溶着滓

炉 壁 30920 6

可弓「] 0

黒鉛化木炭 00

鉄 片 0

4A 味こ:百べⅢレト土と,冒  131 SX03 4A 5層 132 ベルト上層 133

種別 細別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋 8

流出溝洋 0

その他
′Jヽ nt

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 2799 4

合計 4

大 0

鉄塊系遺物 0

/1ヽ 計 0

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

,1ヽ言十 0

溶着洋 0

炉壁 3989

ヨ]「] 0

黒鉛化本炭 4

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 13423

小計 13428

コア,宰

磁着部あり 0

磁着部なし 7956 7

合計 7956 7

鉄塊系遺物

大 0

0

/1ヽ HI 0

炉内滓 1252

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 1

椀形滓

磁着強 0

れ眩昇雪弱 0

′Jヽ nt 0

溶着滓

炉壁 1123

可B[ヨ

黒鉛化木炭 1

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出子し,宰

流出溝洋

その他
′Jヽ言十 6603

コア洋

磁着部あり

磁着部なし 7

合計 7063 7

鉄塊系遺物

大

/1ヽ :干r

炉内洋 8934 2

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

扁蹴完ξ目]
/1 「ヽ干ト

溶着滓 1

炉壁 809

可可Eヨ

黒鉛化木炭

鉄 斥 1

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流出溝澤

その他
′〕ヽf計十

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合 計 8432

大 486 1

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ言十

炉 内 澤 7

焼結砂鉄塊

炉底塊 2758 1

椀形滓

磁着強

磁着弱
′J「ヽ計十 00

溶着滓

炉 壁 2362

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

瓦 出 孔 浮

流出溝滓 277 1

その他 12236
/1ヽ f干ト 12513

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 2408

合 計 2408

大

鉄塊系遺物 rlヽ 352 I

′卜計 352 1

炉内洋 3345

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁看弱

′Jヽ Ht

溶着洋

炉 壁 6509

ヨ可[ヨ 00

黒鉛化木炭 1

鉄 片 00

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 1

流出溝滓

その他 60255
7Jヽ nt 60535

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 7602

合計 7602

鉄塊系遺物

大

PJヽ計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 2689 1

椀形滓

磁着強

磁着弱 0

′〕ヽ言十 0

溶着洋 0

炉 壁 3312

可可「]

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 細別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓 1

流 出 濤 澤 0

その他
′〕ヽf計r

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし

合 計

大 00

鉄塊系遺物 565 2

′J「ヽ計ト 2

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 00

椀形滓

磁着強 00

磁着弱 0

′卜計

浴着滓 0

炉壁 0

可可Eヨ

黒鉛化木炭 0

鉄 片

第7表引④ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    4B 湧7k層

SX03  4B壁 面精査中   140

種 別 細別 童 量 (g) 点 数

流出滓

流 出 子し,軍 0

流出溝澤 0

その他 4395
′卜計 4395

コア滓

磁着部あり 0

磁 看 部 な し 0

合 計 0

大 0

鉄塊系遺物 7Jヽ 0

/1ヽ 計

炉内滓 5

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′よヽ「干ト

溶 着 洋

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 綱 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 669

流出溝津

その他
′卜計

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大 0

鉄塊系遺物 rlヽ 0

′Jヽ言十

炉内滓 5430

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

磁着弱

Jヽ言十 0

溶着津

炉 壁 7596

】ヨ[ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 童 量 (g) 点 熱

流出洋

流出孔澤 0

流出溝滓 0

その他 0

71ヽ 計 0

コア滓

磁着部あり 0

磁 着 部 な し

合 計

大

鉄塊系遺物
7Jヽ計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩撮ξ弱

4髯汁

溶着滓

炉 壁 2316 1

]可「]

黒鉛化木炭

鉄 片

4B落ち込み最下層 141 SX03  4b南 北ベルト下層  142

SX03
種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他
′1ヽ :許ト

コア,宰

磁 看 部 あ り

磁着部なし 1006 1

合 計 1006 1

大

鉄塊系遺物
′卜計

炉内滓 543

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

覇眩完事弱 0

7Jヽ ;計十

溶着滓

炉 壁

ヨ可口

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋 0

流出溝洋 0

その他 11

/1ヽ三十 11

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 9301 6

合計 6

鉄塊系遺物

六 1

/Jヽ 3

/1ヽ言十 888 4

炉内滓 2

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ言十

溶着滓

炉 壁 6

可可日

黒鉛化木炭

鉄 片

棗≧男昭 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔浮 498 1

流出溝滓 1

その他
71ヽ言十 9331

コア滓

磁看部あり

磁着部なし 19405

合 計 19405

大

鉄塊系遺物
rlヽ BI

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

′J「ヽ計十 9498

溶着滓 0

炉 壁

]可「]

黒鉛化木炭

鉄 片

134 4B沢 付近

4B東西ベルト最上層 137 SX03  4B壁 面精査中  138 SX03  4B南 北ベルト上層 139
刑三男u 細 別 重 量 瞼 ) 点 数

流出洋

流出孔滓 7

流出溝滓 0

その他 5127

小計

コア滓

磁 着 部 あ り 1

磁着部なし 0

合計 1

鉄塊系遺物

大 1

399 2

ツト計 3

炉内滓 5549

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 16025 4

椀形津

磁 看 強 0

磁看弱 0

′Jヽ言十

溶着滓 2

炉 壁

可][] 1

黒鉛化木炭 1

鉄 片

種 別 細別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓

流出溝澤

その他
/1ヽ言十 8034

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物
′Jヽ言十

戸内 ,宰

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′Jヽξ許「

溶着滓

炉 壁

]可 []

黒鉛化木炭

鉄 片
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第7表―① 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    5A tti面精査中    143 SX03
刺三月咽 調田】u 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔澤

流出溝滓 0

その他
′よヽ言十 3168

コア滓

磁 看 郡 あ り

磁着部なし

合 計

大 1078

鉄塊系遺物 /1ヽ

rlヽ計

炉内滓 5858

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ堕兄ξ弱
ント計 0

溶着滓

炉 壁 2722

ヨヨEヨ 0

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出子L滓

流出溝洋

その他
′Jヽ nt 369

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合 計

大 799 1

鉄塊系遺物
′卜計 1

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

磁着弱 6287 1

′Jヽ言十 6287

溶着滓

炉 壁

]可「]

黒鉛化木炭

鉄 片

5Aベルト上層 149  SX03

種 別 綱男鴫 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他
/1髯計

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大 296 1

鉄塊系遺物 1

/1ヽ 計

炉内津

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁着強

れ蹴浣雪ヨB 2029 1

′Jヽ言十 2029 1

溶着滓 2208

炉 壁

可ヨ[ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

5A壁面精査中 144

種別 細男咄 重量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 澤 0

流出漏澤 0

その他 5855
71ヽ 計 5855

コア滓

磁着部あり 0

磁 看 部 な し 4204 4

合 計 4

大 0

鉄塊系遺物 0

′卜計 00 0

炉内滓 969 8

焼結砂鉄塊 00 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′卜計 0

溶着滓 293 1

炉 壁 1057 4

可可Eヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種男J 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他

′卜計

コア,宰

磁着部あり 00 0

磁着部なし 0

合計 0

大 0

鉄塊系遺物 0

′い計 0

炉内滓 2046

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 3652 1

磁着弱 0

′Jヽ ;計ト 3652 1

溶着滓 0

炉壁 0

羽 口 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

5A ベルトA層 150

れ三男u 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他
/J｀ IIt 306

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 898 1

合計 1

大

鉄塊系遺物 0_0

′Jヽ Ht

炉内滓 608

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

覇眩見専弱
plヽ
計

溶 着 澤 201

炉壁

ヨ可El

黒鉛化木炭

鉄 片

5A 南】ヒベルト下層  145

5A落ち込み 151

SX03

5A南北ベルト上層 146 SX03 5Aベ ルト落ち込み部  147 SX03 5A壁面精査中 148

種男可 細別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝澤 0

その他 325 4

Jヽ計 325 4

コア津

磁着部あり 2556 4

磁着部なし 4

合 計 6871 8

大 0

鉄塊系遺物 /1ヽ 367 1

/1ヽ計 367 1

炉内滓 6626

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 4532 3

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′卜計 0

溶着滓 590 3

炉 壁 1

可可「ヨ 3

黒鉛化木炭 0

鉄 片 248 1

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 1

流出溝洋 0

その他
ツト計 5805

コア滓

磁 着 部 あ り

磁着部なし 8432 9

合計 8432 9

大 1

鉄塊系遺物 224 3

′Jヽ HI

炉内滓 482 7

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁着強

磁着弱
′卜計

溶着滓

炉 壁

]可ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 7263
′よヽ言十

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

1

′Jヽ計 305 1

炉内滓 2261

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

71ヽ 計

溶着滓

炉 壁

可ヨ「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓

流出溝滓

その他
ツト計

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

′Jヽ計

炉内滓 376 1

焼結砂鉄塊

炉 底 塊

椀形洋

磁着強

輛眩兄雪弓弓 2091 1

′Jヽ言十 1

溶着滓

炉 壁

可可「]

黒鉛化木炭

鉄 片

第7表―① 遺物観察表 (鉄滓)
SX03     5A ベルト最上l層   152 SX03
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出津

流出孔洋

流出溝滓

その他 1

J 「ヽ計 253 1

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 450 1

合計 450 1

大

鉄塊系遺物
′Jヽ言十

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
ツト計

溶着滓

炉 壁

可ョrョ

黒鉛化木炭

鉄 片

5A最 上層
種男咽 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤

流出溝滓

その他 1032
′Jヽ言十 1032

ヨア滓

磁看部あり

磁着部なし 1

合 計 1

鉄塊系遺物

大 544 1

2

/1ヽ計 805 3

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊 1

椀形滓

磁 看 強

磁着弱

/1ヽ計

溶着滓 3

炉 壁 2825 1

ヨヨ「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 浮

玩出涌澤

その他 3236 5

71ヽ 計 3236 5

コア滓

磁着部あり

磁看部なし 2

合 計 6254 6

大

鉄塊系遺物

Jヽ計

炉内滓 8579

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 2497 1

れ眩兄雪∃弓

71ヽ言十 1

溶着滓 I

炉 壁 683 1

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

5A最上層 153 SX03    5A ■l層
種 別 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔澤 00

流出溝滓 00

その他
′Jヽ言十

コア滓

磁看部あり 0

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大 0

00

′Jヽ計 0

炉内洋 1

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁 看 強

れ眩兄事弓号 0

rlヽ HI 0

溶着滓 0

炉壁 0

ヨ可[ヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

5b南北ベルト最下層 156 SX03  5b南 北ベルト最下層 157

154

SX03  東西ベルト上層 158 SX03    5B 東西べ )レト■層  159 SX03    5B 東西ベルト 160

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 浮

流出溝滓

その他
rlヽ言十

コア洋

磁着部あり 3142

磁 看 部 な し 1

合 計 3593
大 0

鉄塊系遺物 196 1

′卜計 196 1

炉内滓 5683

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

磁着弱
′Jヽ計

溶着滓 4

炉 壁 1

ヨ可「ヨ

黒 鉛 化 木 炭

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝洋

その他 1336 7

71｀ FII 7

コア滓

磁着部あり 2729 4

磁着部なし 1

合 計 5547

大 1

鉄塊系遺物 /1ヽ 00

′Jヽ :計ト 305 1

炉内澤

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 00 0

71ヽ計 0

溶着滓 0

炉 壁 0

可可[ヨ 0

黒鉛化本炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出子L洋 0

流出濤澤 0

その他
rlヽ 計

コア滓

磁着部あり 4

磁着部なし 1

合 計 3593 5

大 0

鉄塊系遺物 1

′卜計 1

炉 内 滓 5683

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

1監虔ま弓弓
/1ヽ言十

溶着滓 1215

炉壁 1

ヨ可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 伯 ) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 7042
71ヽ 計 7042

コア滓

磁着部あり 2457 5

磁着部なし 2449

合計 4906

大

鉄塊系遺物 229 1

′1ヽ計 229 1

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊 4395 1

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ言十

溶着滓

炉壁

可可[ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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第7表引③ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    5B 東西ベルトA層  161 SX03
種月1 細 別 重 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔 ,宰 0

流出溝滓 0

その他 3070 7

/1ヽ言十 3070 7

コア滓

磁 看 部 あ り 4186 5

磁着部なし 1

合計 4403 6

鉄塊系遺物

大 0

0

′Jヽ計 0

炉内滓 2819

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁看強 1

磁看弱 0

′Jヽ Et 1

溶着滓 320 4

炉壁 2

羽 ロ 0

黒鉛化木炭 0

鉄片 0

種別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓 0

れ出溝澤 0

その他 1

′Jヽ言十 157 1

コア ,宰

磁着部あり 1652 3

磁着部なし 0

合 計 1652 3

大 0

鉄塊系遺物 0

′Jヽ言十 0

炉内滓 1696

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

7Jヽ計 0

溶着滓 0

炉壁 0

可]「] 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片 299 3

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓 00

その他
′Jヽ言十

コア,宰

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物 7Jヽ

Jヽ計

炉内滓 5

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ蹴虎事BB
′Jヽ言十

溶着滓

炉 壁

ヨ可「]

黒鉛化木炭

鉄 片

5B 味こ三百バリレト婦≧
‐
下層 162 SX03 5B

168 SX03  6A中 層

下 層

5a 東西フミルト1層   164  SX03 5B ベルト」二層    165 南北ベルト2層

5b 南耳ヒベルトー括  167  SX03    5c ベルト

種 別 細 男u 重 量 後 ) 点 数

流出,宰

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 0

′Jヽ言十 0

コア滓

磁看部あり 0

磁着部なし 0

合 計 0

鉄塊系遺物

大 1

0

′卜計 1

炉内洋 7

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 00 0

椀形洋

磁着強 0

れ蹴兄罫弓B 1

71ヽ三十 1444 1

溶着滓

炉 壁

]可「ヨ

黒鉛化本炭

鉄 片

廂ヨ男Щ 細 別 E目 :三ど昌言主(g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 7

/1ヽ計 790 7

コア滓

磁着郡あり 1

磁着部なし

合 計 1405 1

大

鉄塊系遺物
/1ヽ計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

/1ヽ言十

溶着滓

炉壁

]可 Eヨ

黒鉛化木炭

鉄 片 220

種男J 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔滓

流出涌澤

その他 2920
7jヽ計 2920

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

′Jヽ言十

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形津

磁着強

れ眩,S弓弓
/1ヽ F計

溶着滓

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種別 細 別 重量 (g) 点 数

流出,宰

流出孔滓

流出溝洋

その他 3094
′よヽllt

コア滓

磁着部あり 730 1

磁着部なし 0

合 計 730 1

大 1590

鉄塊系遺物 1

′Jヽ F手ト 1770

炉内滓 2714

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ協浣まB弓 0

小計 0

溶着滓

炉壁 432 1

可可「ヨ 0

黒鉛化木炭

鉄 片 1

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 285 1

流出溝洋

その他 2927
′卜計 3212

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 0

合計

大 0

鉄塊系遺物 0

′Jヽ Ilt

炉内滓 3

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 0

亀猿兄ヨヨヨ 0

/1ヽ言十 0

溶着滓 0

炉 壁 0

可可[ヨ 299 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 憂襲曇 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他
′Jヽ Ht 1570

コア滓

磁着部あり 2104 3

磁着部なし 4

合計 7

鉄塊系遺物

大 00 0

1

′卜計 1

炉内滓

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強

磁着弱 2938 2

′Jヽ ;十「 2938 2

溶着洋 1539 9

炉 壁

可][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝 ,宰 0

その他 0

/1ヽ計 0

コア津

磁着部あり 9

磁着部なし 2

合計 12021

鉄塊系遺物

大 620 2

298 3

′Jヽ計 5

炉内滓 10873

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁看強 0

磁着弱 0

′い計 0

溶着滓 1284 8

炉 壁 0

羽 口 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 3

第7表―⑩ 遺物観察表 (鉄津)
SX03  6A壁 面精査中  170 SX03 6A 東西べⅢレト1層  1 71 SX03 6A南北ベルト上層 172

下層

SX03 6b壁面精査中

6A 東西勺 レト2層  174 SX03 6a南北ベルト上層 175

6a壁面精査中 177  SX03 6b東西攪乱

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他 7572 8

rlヽ計 7572 8

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計 3242 5

鉄塊系遺物

大

′Jヽ言十

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

罰眩テ雪ヨ弓
′Jヽ ;干ト

溶着滓 1

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓

その他

/J｀ Ht

コア洋

磁着部あり 1

磁着部なし 1

合計

大

鉄塊系遺物
′よヽnt

炉内滓 2632

焼結砂鉄塊

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 1573 1

磁着弱

′Jヽ言十 1573 1

溶着滓

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

種別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋

流出浦澤

その他 4

′Jヽ計 4

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物 490 4

7jヽ計 490

炉内滓 7

と結砂鉄塊

炉底塊

椀形津

磁着強

磁着弱

小計 3125

溶着滓

炉壁

可]Eヨ

黒鉛化木炭

鉄 片 1

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 浮

流 出 溝 滓

その他
′Jヽ f許ト 0

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物 228 1

′卜計 228 1

炉内滓 2

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

磁着弱
rlヽ言十 0

溶着滓 0

炉壁 0

可ヨ[ヨ 2

黒鉛化木炭 0

鉄 片 309 2

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流鶴孔澤 0

流出澪澤 00 0

その他 2453 3

′卜計 2458 3

コア滓

磁着部あり 5

磁看部なし 3

合 計 3330 8

大 0

鉄塊系遺物 /1ヽ 1

′Jヽ言十 1

炉内滓 2920

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 4863 2

磁着弱 1

′卜計 5930 3

溶着滓 5

炉壁

ヨ可「ヨ

黒鉛化木炭

片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出津

流出子し,宰

流出溝滓

その他 273
/1ヽ 計 273

コア滓

磁 着 部 あ り

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大 00

′Jヽ HI

炉内滓 3693

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1 「ヽ計ト 0

溶着滓 1

炉 壁

羽 口 1

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 0

′よヽ計 0

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合計

鉄塊系遺物

大

/1ヽ 1

′J「ヽ計「 1

炉内滓 1656

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形津

磁着強

れ監昇事弱
′卜計

溶 着 滓

炉 壁

ヨB「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 1

流出溝滓

その他
71ヽξ計 1

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

六

鉄塊系遺物
71ヽ 計

炉内滓 1705

焼維砂鉄塊

拝底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ 計

溶着滓

炉 壁

ヨ可Eヨ

黒鉛化木炭

鉄 片
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荘二月W 細男叫 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 澤 0

流出溝滓 0

その他 3699 8

/1ヽ言十 3699 8

コア滓

磁着部あり 1

磁看部なし 9163

合 計 10095 11

大

鉄塊系遺物 0

′Jヽ :干ト

炉内滓 4532

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

磁 看 弱

′Jヽ計 4301 2

溶着滓 1

炉 壁 899 1

羽 口 0

黒鉛化木炭

鉄 片 1

第7表―④ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03    6B ぺ】レト下層     179

壁面精査中

SX03 7A上層

6B壁面精査中

6B最 下層

7A上 層

最上層

6B上 層

lB～ C壁 面精査中 187

種 別 細男咽 重 量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 澤 0

流出漏澤 0

その他 5

/1埠計 6

コア滓

磁着部あり 0

磁看部なし 2

合 計 2

大 0

鉄塊系遺物 7jヽ 0

rJヽ計 0

炉内滓 7795

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形洋

磁着強 1

磁着弱 3

/Jヽ計 4

溶着滓 1

炉 壁 0

可][ヨ 0

黒 鉛 化 木 炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流 出 孔 浮

流出漏滓

その他
′Jヽだ予ト 4

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 1829

合 計

大

鉄塊系遺物
/1ヽ言十

炉内滓 5

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 1

石眩完雪∃弓 2229
/1ヽ 計 3748 3

溶着滓 124 1

炉 壁 00

ヨ可[ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋

その他 229
71ヽ計 229

コア津

磁着部あり 665

磁着部なし

合計 665

大

鉄塊系遺物
′卜計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁着弱 1

71ヽ計 1

溶着滓

炉 壁

可B「]

黒鉛化木炭

片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 9065 9

′Jヽ計 9

コア滓

磁着郡あり 0

磁着部なし 5814 5

合計 5814 5

六 0

鉄塊系遺物 0

′Jヽ計 0

炉内洋 3170 9

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′卜計

子メ雪F 295 1

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 瞼 ) 点 数

流出津

流出孔滓 00

流出溝滓

その他
′Jヽ計

コア滓

磁 着 部 あ り

磁着部なし

合 計

鉄塊系遺物

大

/1ヽ 355
/1ヽ計 355

炉内洋 2913

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
′J「ヽ計ト

溶着洋

炉 壁

羽 口 1

黒鉛化木炭 1

鉄 片 658

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋

その他
′卜計

コア滓

磁 着 部 あ り

磁着部なし

合計

六

鉄塊系遺物
′Jヽ f手「

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

小計 0

溶着滓

炉 壁

ヨ可「ヨ

黒鉛化木炭 0

鉄 片

棗ヨ男昭 細 別 重 量 (g) 点 数

流出洋

流出孔浮

流出溝滓

その他 3

rjヽ計 3

コア滓

磁看部あり

磁着部なし

合計

鉄塊系遺物

大

′Jヽ言十

炉内滓 2465

焼結砂鉄塊

炉 底 塊

椀形滓

確着強

磁着弱

′Jヽ :手ト

溶着滓 1

炉 壁

羽 日 1

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重 量 (g) 点数

流出洋

流出孔滓

流出溝滓

その他
′Jヽ拝計ト

コア滓

磁看部あり

磁着部なし

合 計

鉄塊系遺物

大

Pj、

/1ヽ計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱

′卜計

溶着洋

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片
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種 別 細男J 重 量 に ) 点 数

流出滓

流出子し,宰

抗出溝滓

その他 1

′卜計 1

コア,宰

磁着部あり 0

磁着部なし 2260 1

合計 2260 1

大

鉄塊系遺物 0

′卜計 0

炉内滓 1766

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形滓

磁着強 0

稿整完ξヨ弓

rlヽ言十

溶着滓 1

炉 壁

ヨ][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

第7表―② 遺物観察表 (鉄津)
SX03    7C 南】ヒベルト     188 SX03 フA東 西ベルト 190

7D最 下層

SX03 8A最上層

191  SX03 フD バとルトーー1舌 192

8A 上 層

7D最下層

上 層

下層

種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流 出 孔 澤

流出清滓 0

その他 5270
/1ヽ言十 5270

コア洋

磁着部あり 1943 2

磁看部なし 1

合 計 3056 3

大

鉄塊系遺物 0

′Jヽ計

炉内滓 4318

焼結砂鉄塊 0

炉底塊

椀形洋

磁着強 0

磁着弱 0

′J｀ Ht 0

溶着滓 0

炉 壁 0

羽 口 0

黒鈴化本炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋

流出溝洋

その他 3153
′Jヽ ll■ 3153

コア洋

磁着部あり 398 1

磁着部なし 846 3

合計

大

鉄塊系遺物
′1ヽ ;計十

炉内洋

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
rlヽ言十

溶着滓

炉壁

可可[ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

殖ヨ月可 細別 重量 (g) 点数

流出滓

流 鶴 孔 浮

流出溝澤

その他 2000
′Jヽ言十 2000

コア洋

磁着部あり

磁 看 部 な し 1

合 計 764 1

大

鉄塊系遺物

小計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ眩浣事ヨ弓
rlヽ計

溶着滓

炉 壁

可ヨ「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細月1 重量 (g) 点 数

流出洋

流出孔洋 0

流出溝滓 0

その他 6147 7

′Jヽ言十 7

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 292 1

合計 292 1

大 0

鉄塊系遺物 524 2

′Jヽ言十 2

炉内洋 1059 8

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

′Jヽ言十 0

溶着滓 1

炉 壁 0

]ヨ Eヨ 0

黒鉛化木炭 0

鉄 片 0

種 別 細 別 重 量 (g) 点数

流出洋

流出孔滓

流出溝滓

その他 2173 !

′よヽF計十 2173 I

コア洋

磁看部あり

磁着部なし 3836 7

合 計

鉄塊系遺物

大

/Jヽ 5

/1ヽ Ht 5

炉内滓 10508

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁 着 強

磁着弱 6469
′Jヽ H■ 6469

溶着滓

炉壁

]ヨ「ヨ 1

黒鉛化木炭

鉄 片 1

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝洋

その他
′J｀ FIt

コア滓

磁着部あり

磁着部なし 1

合計 1228 1

大

鉄塊系遺物
′Jヽ ;干r 485

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強 2340

磁着弱
′J「ヽ手十 2340

溶着洋

炉 壁

羽 口

黒 鉛 化 木 炭

鉄 片

種 別 調日男Щ 巨 量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓 0

流出溝滓 0

その他 2

′Jヽ計 563 2

コア,宰

磁 着 部 あ り 1723 3

磁着部なし 2

合計 3645 5

鉄塊系遺物

大 1

1063 5

′よヽH■ 6

炉内滓 11

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 4194 2

磁着弱 0

/1ヽ計 2

溶着滓 3

炉 壁 00 0

]可「ヨ 1

黒鉛化木炭 0

鉄 片

種男吐 細別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔洋

れ出澪澤

その他
′よヽ言十

コア洋

磁着部あり

磁着部なし

合 計

大

鉄塊系遺物 /1ヽ

/1ヽ言十

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁 看 弱

′Jヽ言十

溶着洋

炉壁 00

可][ヨ 1

黒鉛化本炭

鉄 片
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第フ表―④ 遺物観察表 (鉄滓)
SX03  8A壁面精査中  197 SX03  8a検出面     198 SX03   8B 199
種 別 細 別 重量 (g) 点数

流出津

流出孔滓

流出溝滓

その他 235
/1ヽ三十 235

コア滓

磁着部あり

磁着部なし

合計

大

鉄塊系遺物
71ヽ言十

炉内津 964

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

磁着弱
/1ヽ計 0

溶着津

炉 壁

羽 ロ

黒鉛化木炭

鉄 片 0

用三男叫 細 別 重量 (g) 点数

流出滓

流出孔洋

流出溝滓

その他 1680 1

′卜計 1680 1

コア洋

磁着部あり

磁着部なし 0

合計

鉄塊系遺物

大 0

0

′Jヽ言十 0

炉内滓 2

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

磁着弱 0

/Jヽ計 0

溶着滓

炉 壁

ヨ可「ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

SX03  8B壁 面精査中  200
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔澤 0

流出溝滓 0

その他 0

/1ヽ言十 0

コア滓

磁看部あり 0

磁着部なし 0

合 計

鉄塊系遺物

大

ツト計

炉内滓 1

焼結砂鉄塊

炉底塊 00

椀形滓

磁着強

磁看弱

/1ヽ言十

溶着滓

炉 壁

】ョrョ

黒鉛化木炭

片

SX03     8B ttT,吾        201
種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出滓

流 出 孔 澤

流出溝滓

その他 0

′Jヽ言十

コア滓

磁着部あり

磁看郡なし

合 計 2

大 0

鉄塊系遺物 0

/1ヽ言十 0

炉内滓 0

焼結砂鉄塊 0

炉底塊 0

椀形滓

磁着強 0

租腹見ま目弓
71渾計

溶着洋

炉 壁

羽 日

黒鉛化木炭

鉄 舟

SX03    8A 編と二兵量       203
種 別 細別 重量 (g) 点 数

流出滓

流出孔滓

流出溝滓 0

その他 2339
′Jヽ三十 2339 11

コア洋

磁着部あり 1

磁着部なし 3599 6

合 計 5480 7

大

鉄塊系遺物
/1ヽ言十

炉内滓 17136

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁着強

れ陵完ま目弓
/1ヽξ計

溶着滓 2058

炉壁

可可「] 573

黒鉛化木炭

鉄 片

種 別 細 別 重量 (g) 点 数

流出津

流出孔洋 0

流出溝滓 0

その他 0

Jヽ .II 0

コア滓

磁 着 部 あ り 0

磁着部なし 0

合計 0

鉄塊系遺物

大 0

0

rlヽ言十

炉内滓 1

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形滓

磁看強

れ蹴男事目目

/1ヽ計

溶着滓 1

炉 壁

ヨ][ヨ

黒鉛化木炭

鉄 片

SX03    8C 焉ぎ下尾ξ      202
種 別 細 別 重豊 (g) 点数

流出津

流出孔洋 0

流出溝浮 0

その他 2813 5

′Jヽ f許ト 2813 5

コア滓

磁着部あり 0

磁着部なし 0

合 計 0

大 0

鉄塊系遺物
/1ヽ計

炉内滓

焼結砂鉄塊

炉底塊

椀形洋

磁着強

磁着弱

小計

溶着滓 1

炉 壁

羽 口

黒鉛化木炭

鉄 片
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違景 (北から)

直上 (写真右が北)

写真図版 1 航空写真
-131-



南区(東から)

中区・北区(南から)

写真図版 2 調査前現況
- 132-



南区尾根部 (東から)

南区谷部 (南東から)

写真図版 3 基本層序断面
-133-
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Hr緯

- 134-
写真図版4 S1101①



カマ ド断面 カマ ドの遺物

カマ ド断面 カマド断面

写真図版5 SH01 ②付属施設
-135-



カマ ド全景

-136-
写真図版6 S1102①



遺物出土状況

写真図版7 SH02②付属施設
-137-



SK101断面

SK102断面

SK101全景

SK102全景

SK1 03凶 F[罰 SK103全景

SK104四 FF罰 SK104全景

-138-
写真図版 8 SK1 01～ 104



SK105断面 SK105全景

SK106断面 SK106全景

SK107断面 SK107全景

SK108凹 F[罰 SK108全景

写真図JIn9 SK105´-108
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SK109凹 iF面

SKlll断面

SKl10全景

SKlll全景

SKl12断面 SKl12全景

- 140-
写真図版 10 SK109-112



禁t

SKl13断面 SKl13全景

SKl14断面

SKl14断面 SKl14全景

SW101断面 SW101全景

写真図版 1l SKl13・ 114、 SW101
-141-



SKl15断面 SKl15全景

SP101 ・102四FF面 SP103断面

SP104断面 SP105断面

SP106断面 SP107断面

- 142-
写真図版 12 SKl15。 SP1 01-107



SX101全景 SX101四「F面

SX101断面 SX101圏 FF面

SX101断面 SX101断面

SX1 02断面 SX102断面

写真図版 13 SX101・ 102
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炉断面

-144-
写真図版 14 S101



SK01断面 SK01全景

SK02断面 SK02全景

SK03断面 SK03全景

SK04凹 F[面 SK04全景

写真図版 15 SK01～ 04
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写真図版 16 封ヒ区谷部全景
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写真図版 17 SX01
-147-



-148-
写真図版 18 SX04①



前庭部断面

写真図版 19 SX04②
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写真図版20 SXll ①



写真図版21 SXll ②
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作業風景
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写真図版 22 SX06・ 作業風景



写真図版 23 SX08
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写真図版 24 SX03
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101

写真図版25 S1101出 土遺物(南区)①
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写真図版26 SH02出土遺物(南区)②
-156-



103

t0216

写真図版27 SH02出土遺物(南区)③
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106

写真図版28 SK102・ 110。 112・ 114、 SP103出土遺物(南区)④
-158-
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-159-
写真図版29 SX101出土遺物(南区)⑥



29

24

写真図版30 遺構外出土遺物(南区)⑥
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107
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写真図版31 S101、 SK03・ 05、遺構外出土遺物(南区)⑦
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写真図版32 遺構外出土遺物(中区)①
-162-
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写真図版33 遺構外出土遺物(中区)②

62
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写真図版34 SX03、 遺構外出土遺物(北区)①
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写真図版35 SX03、 遺構外出土遺物(北区)②
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-166-
写真図版36 SX03出土遺物(北区)③



写真図版37 SX03出土遺物(北区)④
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写真図版38 SX03・ 11、遺構外出土遺物(北区)⑤
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写真図版39 SX06出土遺物(北区)⑥
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写真図版40 SX06出土遺物(北区)⑦



写真図版41 SX06出土遺物(北区)①
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写真図版42 SX06出土遺物(北区)③
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写真図版43 SX04出土遺物(北区)⑩
-173-



403

404

406

写真図版44 SX04出土遺物(北区)①
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409
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写真図版45 SX03・ 04出土遺物(北区)⑫
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写真図版46 出土遺物(北区)①
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